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はじめに

N1™ Provisioning Serverソフトウェアは、包括的なインフラストラクチャ自動化ソ
リューションを提供します。このソリューションは、Sun Fire™ B1600ブレードシス
テムシャーシの管理性、可視性、および制御機能を強化します。このソフトウェアを
利用して、安全性の高い複数の独立した論理サーバーファームを包括的に設計、構
成、配備、および管理することができます。

Control Centerは、N1環境に論理サーバーファームを配備し、管理するためのユー
ザーインタフェースです。このマニュアルでは、Control Centerの画面を通して
ファーム管理タスクを実行する手順について詳しく説明します。

対象読者
このマニュアルは、データセンター管理者を対象としています。また、ネットワー
ク、コンピュータ処理、ストレージテクノロジに関する知識を持ち、ファームを設計
および起動できるネットワーク設計者や IT設計者も対象としています。

内容の紹介
このマニュアルでは、Control Centerを「Control Center」または「CC」と呼びま
す。このマニュアルは、2部構成になっています。

� パート I「Control Centerの管理の概念」では、ファーム管理の一般的な概要情報
を提供します。 N1 Provisioning Serverソフトウェアと Infrastructure Fabric (I-
Fabric)におけるソフトウェアの動作の概要を説明します。 Control Centerのナビ
ゲーション、アカウント、ソフトウェアイメージの管理についても説明します。
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� Part II「ファーム管理タスク」では、論理サーバーファームの設計、構成、継続的
管理の手順を紹介します。

関連マニュアル
� 『N1 Provisioning Server 3.1, Blades Editionシステム管理ガイド』

Sunのオンラインマニュアル
docs.sun.comでは、Sunが提供しているオンラインマニュアルを参照することがで
きます。マニュアルのタイトルや特定の主題などをキーワードとして、検索を行うこ
ともできます。URLは、http://docs.sun.comです。

UNIXコマンドの使用
このマニュアルでは、UNIX®の基本的なコマンドや手順 (システムの停止、システム
のブート、デバイスの構成など)については説明していません。

UNIXのコマンドや手順の詳細のついては、以下のマニュアルを参照してください。

� 『Solaris Handbook for Sun Peripherals』
� Solarisオペレーティング環境のオンラインドキュメント
� システムに付属するその他のソフトウェアマニュアル

10 N1 Provisioning Server 3.1, Blades Edition Control Center管理ガイド • 2004年 3月
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表記上の規則
表 P–1表記上の規則

書体 意味 例

AaBbCc123 コマンド名、ファイル名、ディレク
トリ名、画面上のコンピュータ出
力、コード例を示します。

.loginファイルを編集します。

ls -a を使用して全ファイルのリス
トを表示します。

% You have mail.

AaBbCc123 ユーザーが入力する文字を示しま
す。画面上のコンピュータ出力と区
別できます。

% su

Password:

AaBbCc123 マニュアルのタイトルや、新しい語
句や用語、強調すべき語句を表しま
す。

コマンド行引数:実際に使用する特
定の名前または値で置き換えます。

『ユーザーマニュアル』第 6章を参
照。

これらは、classオプションと呼ばれ
ます。

この操作ができるのは、スーパー
ユーザーだけです。

ファイルを削除するには、rm
filenameと入力します。

シェルプロンプト
表 P–2シェルプロンプト

シェル プロンプト

Cシェル machine_name%

Cシェルのスーパーユーザー machine_name#

Bourneシェルと Kornシェル $

Bourneシェルと Kornシェルのスーパーユーザー #

Microsoft DOS、Microsoft Windows c:\
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このマニュアルに関するコメント
Sunはマニュアルの改善のため、ユーザーのみなさまのコメントを歓迎致します。コ
メントがありましたら、 docfeedback@sun.com へお送りください。

電子メールのタイトル欄に、マニュアルのパート番号を入力してください。
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パート I

Control Centerの管理の概念

パート Iでは、Control Centerの管理の概念と Control Centerアプリケーションの一
般的な概要情報を提供します。

パート Iは、次の章で構成されます。

� 第 1章
� 第 2章
� 第 3章
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第 1章

Control Centerの管理の概要

この章では、Infrastructure Fabric (I-Fabric)のコンポーネント、N1 Provisioning
Serverソフトウェア、およびサーバーファームについて詳しく解説します。アプリ
ケーションコンポーネントとアカウント管理タスクについても説明します。

この章の内容は、次のとおりです。

� 15ページの「概要」
� 17ページの「ファームライフサイクル」

概要
この節では、I-Fabricコンポーネントと N1 Provisioning Serverソフトウェアの概要
情報を提供します。詳しい解説は、『N1 Provisioning Server 3.1, Blades Editionシス
テム管理ガイド』を参照してください。

I-Fabric (Infrastructure Fabric)は、コンピューティング、ストレージ、およびネット
ワークリソースを組み込んだ単一のインフラストラクチャです。配備後に、要件の変
更に合わせて再構成することができます。制御および管理には、N1 Provisioning
Serverソフトウェアを使用します。

I-Fabricコンポーネント
I-Fabricは、独立した異機種システム混在ネットワーク、サーバー、ストレージ、お
よびインフラストラクチャデバイスを統合して、単一の自動化されたファブリックを
構成します。このファブリックでは、論理サーバーファームを簡単に管理、配備、お
よび再配備できます。 I-Fabricは次の 3つの機能領域から成ります。

� 制御プレーン – N1 Provisioning Serverソフトウェアと、このソフトウェアの配備
先となる関連サーバーハードウェアで構成されます。
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� ファブリック層 –ネットワークインフラストラクチャとスイッチファブリックが含
まれます。この層で、制御プレーン内のソフトウェアは、論理サーバーファーム
のネットワーク境界とセキュリティ境界を動的に作成、管理、および変更できま
す。

� リソース層 –ブレードサーバー、ロードバランサなどのインフラストラクチャリ
ソースで構成されます。 I-Fabricのリソース層には、論理サーバー用のインフラス
トラクチャリソース構造が含まれます。

制御層、ファブリック層、リソース層は、連携して論理サーバーファームを動的に形
成します。論理サーバーファームは、I-Fabric内に配備し、管理される基本構造で
す。 N1 Provisioning Serverソフトウェアは、リソース層内の使用可能なリソースの
プールから論理サーバーファームを割り当てます。ソフトウェアは、さまざまな方法
でパーティションを保護します。これらのパーティションを使って、論理サーバー
ファームを個別に管理、制御することができます。論理サーバーファーム内のすべて
のデバイスに管理者としてアクセスすることができますが、別の論理サーバーのデバ
イスやデータを表示、使用、または変更したい場合は、適切なアクセス権が必要で
す。

N1 Provisioning Serverソフトウェアは、包括的なインフラストラクチャの自動化お
よび管理機能を提供します。ソフトウェアの主要コンポーネントは、N1 Provisioning
Serverと Control Centerの 2つです。

� The N1 Provisioning Serverは、コアとなる自動化コンポーネントであり、Control
Centerと物理インフラストラクチャリソース間のインタフェースを提供します。

� Control Centerは、Webブラウザベースのグラフィカルユーザーインタフェース
(GUI)です。これを利用して、論理サーバーファームの設計、構成、および管理を
行うことができます。

N1 Provisioning Serverソフトウェア
N1 Provisioning Serverソフトウェアは、I-Fabric内の論理サーバーファームの管理お
よび配備に必要なインフラストラクチャの自動化サービスを提供します。論理サー
バーファームと、サーバーファームに割り当てられる物理リソースのマッピングを管
理します。

N1 Provisioning Serverソフトウェアには、次のソフトウェアサブシステムが含まれ
ています。

� 制御プレーンデータベース (CPDB)。中央の持続性のデータリポジトリです。
� イメージサーバー。論理ストレージ構成で、イメージの管理を行います。イメー
ジサーバーは、NFSか FTPのファイルサーバーです。制御プレーンサーバーまた
はスタンドアロンサーバー上で動作します。

� 監視ソフトウェア。I-Fabricとその中の論理サーバーファームの健康状態およびス
テータスを監視します。

Control Centerは、論理サーバーファームを配備し、管理する、制御プレーンのユー
ザーインタフェースです。この Control Centerが、主要なファーム管理ツールになり
ます。 Control Center管理 GUIの概要については、第 2章を参照してください。
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ファームライフサイクル
N1 Provisioning Serverソフトウェアは、ファームライフサイクルの概念を利用して
ファームを管理します。

新しいファームを作成する要求、新しいファームを起動する要求、既存のファームを
変更する要求はすべて、Control Centerかコマンド行ツールから送信されます。

注 – N1 Provisioning Serverソフトウェアのコンポーネントと機能の詳細については、
『N1 Provisioning Server 3.1, Blades Editionシステム管理ガイド』を参照してくださ
い。

必要な管理タスクは、ファームのステータスによって決まります。

ファームステータス
ファームライフサイクルは、いくつかのステータスによって定義されます。これらの
ステータスは、次の図のように、「State Diagram」アイコンで視覚的に表されます。
「State Diagram」アイコンは、Control Center内で、ファームのライフサイクルス
テータスを表すために用いられます。

ファームライフサイクルアイコンは、ファームのステータスを表す赤い円とともに表
示されます。以下では、4種類のファームステータスについて説明します。

「設計」ステータス
ファームの設計アイコンは、ファームが新しく、空であることを示します。 Control
Centerで作成され、保存されたが、まだ承認を受けておらず、起動していないファー
ムも、このアイコンで表されます。この状態は、紙ベースでファームを設計した状態
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とほぼ同じです。ファームは、まだ制御プレーンデータベース (CPDB)内に存在して
いません。ハードウェア、ストレージ、ネットワークリソースも、この段階ではまだ
配備されていません。この段階で、ファーム要素を構成できます。まだ設計段階で
あり、実際にリソースが割り当てられていないので、ファームの数に制限はありませ
ん。

「アクティブ」ステータス
ファームの起動アイコンは、ファームが起動し、実行中であることを示します。起動
時には IPアドレスが割り当てられます。ユーザーは、その他の構成を行い、ソフト
ウェアイメージを読み込むことができます。ファームがアクティブな段階では、
Service Processorのステータスは、ACTIVE、IDLE、BACKUP、UPDATED、
WIRED、DISPATCHEDのいずれかになります。

ファームの設計が完了すると、管理者による承認とその後の起動を待機する状態にな
ります。アイコンの上にカーソルを置くと、起動待ち状態のラベルが表示されます。
このあと、ステータスは変化します。

「待機」ステータス
ファームの待機アイコンは、すべてのファーム要素 (ローカルストレージを除く)が
プールに戻されたことを示します。ストレージとファームネットワークの構成が保存
されているので、短時間でファームを再起動できます。ファームがアクティブな段階
では、Service Processorのステータスは、STANDBYになります。

ファームは、アクティブな状態から待機状態に設定されると、管理者の処理を待機し
ます。アクティブアイコンの上にカーソルを置くと、待機待ち状態のラベルが表示さ
れます。

「非アクティブ」ステータス
ファームの非アクティブアイコンは、ファームが非アクティブで、すべてのハード
ウェアリソース (ストレージを含む)がプールに戻されたことを示します。ファームの
再起動は行えません。しかし、設計のコピーを作成し、このコピーを起動することは
可能です。ファームがアクティブな段階では、Service Processorのステータスは、
DEACTIVATEDになります。

アクティブなファームや待機状態のファームを非アクティブにすると、ファームは管
理者の処理を待機します。アクティブアイコンの上にカーソルを置くと、非アク
ティブ待ち状態のラベルが表示されます。
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Service Processorのステータス
内部のファームステータスは、Service Processorによって管理されます。このステー
タスは、Service Processorコマンド行インタフェースでのみ確認できます。これらの
内部ステータスを利用して、自動化された起動、更新、停止 (decommission)のさま
ざまな段階で、ファームの状態を監視することができます。内部ステータスは、障害
追跡にも役立ちます。内部ステータスについては、表 1–1を参照してください。

注 –コマンド行インタフェースからこの情報を確認する方法については、『N1
Provisioning Server 3.1, Blades Editionシステム管理ガイド』を参照してください。
これらのステータスの一部は、通常のファームライフサイクルでは発生せず、特別な
管理処理に使用されます。

表 1–1内部 SPステータス

Service Processorの
ステータス

Control Centerのステー
タス 説明

CREATED 設計 ファームは作成されたばかりで、まだ起動の承認
を受けていない

NEW_CONFIG 設計 ファームリソースが変更されたという点では
CREATEDと同じだが、ファームは Service
Processorによって管理されている

ALLOCATED 設計 リソースがデータベース内のファームに割り当て
られた

WIRED 設計、アクティブ ファームトポロジに従って物理デバイスが接続さ
れた

DISPATCHED 設計、アクティブ Service Processorがファームを所有している。
ファームに Domain Name System (DNS)、
Dynamic Host Configuration Protocol (DHCP)、
および Network Interface Card (NIC)が設定され
た。さらに、ファームが監視対象として登録され
たか、登録処理中。この段階は、最初の起動処理
時とファームの更新処理時に発生する

ACTIVE アクティブ ファームがアクティブで、実行中

IDLE アクティブ Service Processorがファームを所有していない。
ファームは以前にアクティブだった可能性があ
る。ファームデバイスと Service Processor間の
通信は許可されていない

STANDBY 待機 ファームは待機状態。 IPアドレスとディスクは
ファームに関連付けられたまま
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表 1–1内部 SPステータス (続き)
Service Processorの
ステータス

Control Centerのステー
タス 説明

SHUTDOWN アクティブ (待機また
は非アクティブ待ち
状態)

ファームデバイスが停止している

UNWIRED アクティブ (待機また
は非アクティブ待ち
状態)

物理デバイスがファームから切り離された

DEACTIVATED 非アクティブ ファームは非アクティブで、すべてのリソースが
解放された

UPDATED アクティブ ファームが更新された
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第 2章

Control Centerアプリケーションの概
要

アカウントの設定、ファームの構築と起動、モニターの設定など、ファーム管理タス
クの大部分は、Control Centerの画面から行えます。これらの画面の使用方法を理解
することが、ファームの管理を成功させる鍵になります。この章では、主な Control
Center画面のナビゲート方法について説明します。

この章の内容は、次のとおりです。

� 21ページの「Control Centerの概念」
� 26ページの「Control Centerコンポーネントの概要」
� 53ページの「Control Centerへのログイン」

Control Centerの概念
Control Centerは、N1 Provisioning ServerソフトウェアのWebベースのユーザーイ
ンタフェースです。このインタフェースを介して、配備の自動化、管理、および異機
種システム混在環境の制御を行うことができます。ユーザーは、複数の独立した論理
サーバーファームを安全に設計、構成、配備、および管理することができます。

ドラッグ &ドロップなど、視覚的な操作が可能なので、複雑なネットワークトポロジ
の表現、ハードウェアの追加や削除、ファーム要素の構成も簡単です。ファームライ
ブラリやファームテンプレートを作成して、データセンター内、またはデータセン
ター間でのファームの配備を高速化、標準化、ならびに自動化することもできます。

新しく設計した論理サーバーファームごとに、次のタスクを実行できます。

� サブネット構成を含む任意のネットワークトポロジの設計
� サーバーやロードバランサの構成とプロビジョニング

� ソフトウェアイメージの作成と配布
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注 –ファーム管理タスクは Control Centerを使って視覚的に実行できますが、必要
な場合はこれらのタスクをコマンド行ツールで実行することもできます。ただ
し、コマンド行インタフェースを使って作成したファームは、Control Centerには
表示されません。

Control Centerは、ファームの「ライフサイクル」の概念を使用します。「ライフサ
イクル」とは、ファームの設計から破棄までの推移を管理するプロセスを表す用語で
す。

1. 新しいファームの設計は、次のいずれかの方法で行います。

� Control Centerの「Editor」画面で、ネットワークコンポーネントアイコンを
接続し、ビジネスのニーズに合わせて構成する。 86ページの「新しいファー
ムを設計する」を参照

� 「Editor」画面の「File」メニューから「Import」を選択して、既存のファーム
をインポートする。 92ページの「ファームをインポートする」を参照

2. 新しいファームの設計が完了したら、起動のため、送信します。指定されたとお
りに、ネットワーク、デバイス、ストレージのプロビジョニングと構成が行われま
す。この処理にかかる時間は、設計がどの程度複雑かにもよりますが、非常に短時
間 (10分程度)です。

3. ファームがアクティブになったら、サーバーモニターを配備し、アラームを構成し
ます。モニターとアラームは、ファームの保守管理や障害追跡において重要な役
割を果たします。詳細については、137ページの「要素のモニターとアラームの設
定」を参照してください。ビジネス上のニーズに合わせて、アクティブなファー
ムに要素、サーバー、イメージを追加したり、反対に削除したり、再構成すること
もできます。詳しい手順については、126ページの「アクティブなファームの更
新」を参照してください。

4. Control Centerの待機オプションでは、ファームを保留状態にして、サーバーや
ロードバランサを組織内の別のユーザーが使用できるように解放することができま
す。ユーザーのデータはあとで再度アクティブになるまで保持されます。
127ページの「ファームの待機状態への変更」を参照してください。特定のファー
ムの使用が完了したら、このファームを完全に廃棄して、すべてのハードウェアお
よびディスクリソースを空きリソースプールに戻すことができます。

アクセス権
Control Centerでアクセス権を管理するには、ユーザーレベルの許可と関連する特権
によってアクセスを定義します。アクセス権には、次の 3つのクラスがあります。

� 管理者 -単一の I-Fabric全体、または複数の I-Fabricを管理するユーザー。特定の
アカウントに属さず、すべてのアカウントに対するアクセス権および制御権 (承認
権を含む)を持つ

� アカウントマネージャ -自身のアカウントと、そのアカウントに属するユーザーを
管理する組織内のユーザー
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� ユーザー -自身のアカウントに属するファームを管理する組織内のユーザー。ただ
し、その管理能力は、アカウント全体の設定の変更またはその他のユーザーの管理
に限定される

ファーム管理タスク
I-Fabricの構築と N1 Provisioning Serverソフトウェアのインストールが完了した
ら、ファーム管理タスクを開始できます。通常は、システムの承認の一環として、
ファームを構築する前にグローバルなソフトウェアイメージとアカウントソフト
ウェアイメージを作成します。ソフトウェアイメージの作成方法については、『N1
Provisioning Server 3.1, Blades Editionシステム管理ガイド』を参照してください。

ファーム管理ライフサイクルには、次の主要タスクが含まれます。

� Control Centerアカウントの作成
� ファームの設計と構成
� ファームの起動
� ファームのモニターとアラームの設定
� ファームの状態の変化の管理
� エンドユーザーアカウントの管理

ファーム管理の責任

一部の I-Fabric実装では、ファームの設計と構成、モニターとアラームの作成、エン
ドユーザーアカウントの管理を、エンドユーザーが行います。その他の I-Fabric実装
では、管理者がすべてのファーム管理タスクを実行します。

このマニュアルでは、管理者がすべてのファーム管理タスクを実行すると想定して説
明を進めます。エンドユーザーが管理サポートを要求できる領域については、その旨
明記します。

ファームライフサイクルの各状態のタスク役割

Control Centerは、さまざまなレベルのアクセス権をサポートします。エンドユー
ザーや管理者は、これらのアクセス権を使って特定のファーム管理タスクを実行しま
す。エンドユーザーと Control Centerとの対話が許可されていない I-Fabric実装で
は、管理者がすべてのタスクを実行します。

表 2–1に、ファームライフサイクルの各状態で実行する必要がある高度なタスクを一
覧します。

注 –すべてのファーム管理を担当する管理者は、この表中のすべてのタスクを実行し
ます。
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表 2–1ライフサイクルの状態と管理タスク

ユーザー /アカウントマネー
ジャのタスク 管理者のタスク

ライフサイクルの状
態

新しいファームが作成さ
れたが、まだ送信されて
いない

なし 設計

ユーザーが承認と起動の
ためファームを送信した

送信されたファームを手動で検証 起動

ファームが有効な場合、「Administration」画面
を使って要求のブロックを解除

Control Centerの「Administration」画面で、コ
ントラクトパラメータを設定

アクティブなファームをユーザーに渡す

アプリケーションとデー
タの移行

ユーザーの移行処理を援助 アクティブ

サーバーイメージの作成 グローバルイメージを作成 (『N1 Provisioning
Server 3.1, Blades Editionシステム管理ガイ
ド』を参照)

ファームの変更または変
形

リソースがコントラクト型の設定の制限範囲内で
ある場合、ファームの変更処理は自動化される。
ファームがコントラクトによってバインドされて
いない場合、要求のブロックは解除される

再設計したファームを新
規ファームとして送信

新規ファームの送信時と同じタスク

すべてのファーム要素
(ストレージを除く)を
プールに戻すように要求

「Administration」画面から待機要求のブロック
を解除

待機

要求の再起動 「Administration」画面から再起動した要求のブ
ロックを解除

停止の要求 「Administration」画面から停止要求のブロック
を解除

非アクティブ

ファームの削除 削除

Control Centerアカウント
Control Centerアカウントには、論理サーバーファームの管理アクセス権および制御
権を持ったユーザーのグループ (アカウントメンバー)が含まれます。アカウントに
は、次の情報が含まれています。

� アカウント内でファームの管理を承認されたユーザーのログイン情報と特権
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� アカウントが属する組織または部門の情報
� ファームレベルのリソース制限を定義するコントラクトデータ (制限)
� ファームの集合
� アカウントイメージ

Control Centerには、複数のアカウントを含めることができます。各アカウントは、
複数のファームを管理する複数のユーザーにサービスを提供するアカウントマネー
ジャによって管理されます。その結果、複数の I-Fabricが連結される可能性がありま
す。

特定のアカウント内のユーザーアクセスを持つユーザーは、ファームまたはファーム
のグループをその他のアカウントのユーザーから安全に隔離して管理できます。
Control Centerアカウントの詳細については、第 3章を参照してください。

Control Centerのセキュリティと証明書
以下では、Control Centerのセキュリティの局面について説明します。

� 認証

各ユーザーには、ログイン時の認証に使用されるユーザー名とパスワードが割り当
てられます。空文字列を使用できない点を除けば、パスワードに制限はありませ
ん。

注 –エンドユーザーがパスワードを忘れてしまった場合、管理者はパスワードを既
知の値にリセットする必要があります。パスワードを検出することはできませ
ん。

� ブルートフォースパスワード攻撃

Control Centerは、認証機構を使って各ユーザーのログインの失敗の記録をとるこ
とで、ブルートフォースパスワード攻撃を防ぎます。 10回連続してログインに失
敗したユーザーは、「ペナルティボックス」に配置されます。この間、このユー
ザーは、たとえ正しいパスワードを入力してもログインできません。このロック
は、しばらくすると自動的に解除されます。管理者は、必要に応じて、所定の時
間より早くロックを解除することができます。

� 暗号化

Control Centerは、128ビットの SSL暗号化技術を利用して動作するように設計さ
れています。このレベルの暗号化では、盗聴者 (eavesdropper)に対するセキュリ
ティを提供できます。

� セッションの有効期限

ログインユーザーがあらかじめ設定した時間より長く休止状態を続けた場合、ユー
ザー名とパスワードの再入力を求められます。これにより、クライアントマシンの
使用を再開するユーザーが元々ログインしていたユーザーと同じユーザーであるこ
とを確認します。セッションの有効期限のデフォルト値は、120分です。
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セキュリティ証明書
Control Centerには、デフォルトのセキュリティ証明書が用意されています。このセ
キュリティ証明書の有効期間は 6ヶ月です。証明書の更新、または新規証明書のイン
ストール方法については、『Sun ONE Application Server 7 Administrator’s Guide to
Security (http://docs.sun.com/source/816-7158-10/sgcerts.html)』を参
照してください。

Control Centerコンポーネントの概要
Control Centerのメイン画面、「Editor」画面、「Monitor」画面にアクセスするに
は、ユーザーのアクセス権が必要です。Administrator画面と N1 Provisioning Server
コマンド行インタフェースにアクセスするには、管理者のアクセス権が必要です。図
2–1に、Control Centerのさまざまな画面と、各画面のアクセスに必要なユーザー役
割を示します。

図 2–1ナビゲーションモデル

26 N1 Provisioning Server 3.1, Blades Edition Control Center管理ガイド • 2004年 3月

http://docs.sun.com/source/816-7158-10/sgcerts.html
http://docs.sun.com/source/816-7158-10/sgcerts.html


メイン画面
メイン画面は、管理の特権と義務が特定のアカウントと関連ファームに制限されてい
るエンドユーザーによって、主に使用されます。この画面は、Control Centerにログ
インしたあと表示されます。エンドユーザーのアカウント内のファームの概要情報を
提供します。これらのファームに対する各種管理タスクは、この画面から開始しま
す。図 2–2に、メイン画面のさまざまな領域を示します。

メイン画面では、次のタスクを実行できます。

� ニュースやメッセージの読み取り
� アカウント内のファームのステータスおよび構成情報を表示

図 2–2 Control Centerのメイン画面

メイン画面から、次のような機能にアクセスできます。

� 「News and Messages」
� 「Farm Details」
� 「Farm Chooser」
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� ファーム表示領域

注 – Control Centerのメイン画面には、ファームの最新の (安定した)状態だけが表
示されます。

「News Details」と「Farm Details」
「Farm Details」ウィンドウと「News Details」ウィンドウには、以前に使用したメ
イン画面の機能の詳細が表示されます。たとえば、以前「News Details」の下の項目
をクリックした場合は、その項目の詳細情報が表示されます。以前「Farm
Chooser」をクリックした場合は、ファームの詳細情報が表示されます。

「News and Messages」
「News and Messages」には、システム管理者が公開している有用な情報へのリンク
が表示されます。ニュースやメッセージには、グローバルに公開されるものと、アカ
ウント単位で公開されるものがあります。リンクをクリックすると、「News
Details」に関連記事が表示されます。

注 – Control Centerの管理者は、このウィンドウでリンクを設定し、ユーザーにさま
ざまな情報を提供します。

「Farm Details」
「Farm Details」には、ファームに関する次の情報が表示されます。

� 「Name」 –アカウント内のファームの名前
� 「State」 –現在のファームの状態
� 「Status」 –現在表示されているファームの監視フィードバック
� 「I-Fabric」 –選択したファームが実行される、管理対象のインフラストラク
チャリソースのセット

� 「Contract Type」 –ファームとファームに接続されたコントラクトの種類 (割り当
ての種類)に対するリソースプロビジョニング権

� 「Request History」 –ファームの要求履歴 (ファームの更新および変更)
� 「Resources」 –ファーム内のさまざまなリソースの最大値、最小値、および現在
の使用状況を視覚的に表現
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Farm Chooser
Control Centerで新しいアカウントを作成し、初めて使用するとき、Farm Chooserに
は何も表示されません。ファームの設計と起動を開始してから、Farm Chooserを
使って次のタスクを実行できます。

� 「Not Deployed」と「Deployed」のトポロジの表示

– 「Deployed」ビューには、アクティブまたは待機状態のファームが表示されま
す。

– 「Not Deployed」ビューには、その他のすべてのファーム (設計および非アク
ティブ状態のファームを含む)が表示されます。

� ファームの状態、ステータス、および変更日時のチェック

Farm Chooserには、同じアカウントを持つすべてのユーザーが作成したファームが
一覧表示されます。図 2–3に、Farm Chooserウィンドウの例を示します。

図 2–3 Farm Chooser -「Not Deployed」

ファーム表示領域
ファーム表示領域には、Farm Chooserで選択したファームが表示されます。設計状
態のファームを選択した場合、ファームを編集する「Edit」ボタン、新規ファームを
作成する「New」ボタン、設計または非アクティブ状態のファームを削除す
る「Delete」ボタンが表示されます。アクティブ状態のファームを選択した場合、
「Delete」ボタンの代わりに「Monitor」ボタンが表示されます。

注 – Control Centerにログオンするたびに、以前に Farm Chooserで選択したファー
ムがファームビュー領域に表示されます。
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「Administration」画面
ファームの管理に関連したほとんどの管理機能には、Control Center
の「Administration」画面からアクセスできます。

注 –「Administration」画面を使用するには、管理者のアクセス権が必要です。

Control Centerの「Administration」画面では、次のタスクを実行できます。

� アカウントの設定 –組織または部門の情報

� ユーザーアクセス制御の設定 –ユーザー、役割、ログイン名、パスワード、連絡先
情報

� コントラクトの種類の設定 –アカウントに関連付けられたファームのリソースプロ
ビジョニング制限 (割り当て)の種類を作成する

� ニュースの内容の設定 –業界ニュース、システム全体のネットワークステータスや
警告、システムの保守管理スケジュールなどの情報をユーザーに提供する

� ファーム要求のブロックを解除し、ファームの起動、停止、変更、および削除を承
認できるようにする

� ファームのプロビジョニング可能なリソース制限 (割り当て)を定義するコントラ
クトパラメータを設定する

� デバイスと I-Fabricを一覧し、相互に関連付ける

この画面には、3つのメイン領域があります。
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図 2–4「Administration」画面

� ツールバー -画面左側に表示される。「Administration」画面のすべてのメイン機
能に直接アクセスできる

� ナビゲーションバー -画面上部に表示される。Control Centerの「User」画面
と「Administration」画面を切り替えることができる

� 内容 -ツールバーの右手、ナビゲーションバーの下に表示される。ツールバーで
選択した各画面の内容を表示する

ナビゲーションバー
ナビゲーションバーは、Control Centerの主要画面すべてに共通です。ナビゲー
ションバーを使って、次のタスクを実行できます。

� メイン、「Editor」、「Monitor」、および「Administration」画面の表示の切り
替え

� ファームと Control Centerのさまざまな画面の表示の切り替え
� 「Support and Account」へのアクセス
� Control Centerからのログアウト

ナビゲーションバーの左の部分からは、メイン画面、「Editor」画面、「Monitor」画
面にアクセスできます。
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� メイン –ユーザーとアカウントを作成し、選択されたアカウントのファームを表示
する

� 「Editor」 –ドロップダウンリストから、表示または編集するファームを選択する

� 「Monitor」 –ドロップダウンリストから、監視対象とするアクティブなファーム
を選択する

ナビゲーションバーの右側には、次のオプションがあります。

� 「Admin」 –「Administration」画面にアクセスする (管理者のアクセス権でログ
インしている場合にのみ表示される)

� 「Account」 –ユーザーアカウントの管理を行う
� 「Logout」 – Control Centerからログアウトする

Control Centerのどの画面がアクティブかは、ナビゲーションバーで画面名が強調表
示されていて右下にタイトルが表示されているかどうかで判断できます。たとえば、
「Administration」画面がアクティブな場合、ナビゲーションバーの「Admin」が強
調表示され、ナビゲーションバーの右下隅に「Administration」というタイトルが表
示されます。

ツールバー
「Administration」画面のツールバーでは、現在のアカウントとファームを選択し、
さまざまな管理ツールを使って管理タスクを実行できます。ツールバーには次の機能
があります。

� 現在の選択領域 -操作対象とする現在のアカウントとファームを選択できる

� 「Lock Current Farm」オプション -現在のファームをロック、またはロックを解
除できる

� 管理ツール領域 -さまざまな管理タスクを実行できる

� システムボタン -制御プレーンソフトウェアの既知のデバイスおよびソフトウェア
イメージと Control Centerソフトウェアを同期させることができる

現在の選択

ウィンドウの上部左手では、操作対象のアカウントと、このアカウントに関連付けら
れたファームを選択できます。

� 「Current Account」 -すべての管理タスクのデフォルトアカウントとして使用さ
れる。選択された現在のアカウント内のすべてのファームにアクセスできる

� 「Current Farm」 -「Administration]画面のその他の部分へ移動するときデ
フォルトで表示されるファーム。たとえば、「Farm Management Tools」の下の
オプションが選択されている場合、「Current Farm」で選択されたファームがデ
フォルトのファームになる
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図 2–5現在の選択

現在のファームのロック

管理者は、「Lock Current Farm」オプションを使ってファームをロックし、その間そ
の他のユーザーによるファームの変更を防ぐことができます。この機能では、現在の
ファームをロックしたり、ロックを解除したりできます。ファームをロックすると
き、またはファームのロックを解除するときは、ロック用のパスワードを入力 (さら
に確認のため再入力)する必要があります。ファームのロック用パスワードを忘れて
しまったときは、コマンド行インタフェースを使ってパスワードをリセットできま
す。

この機能は、アクティブな状態のファームにのみ適用可能です。

現在のファームの変更

Control Centerはマルチユーザーアプリケーションです。権限を持っているユーザー
なら誰でも、いつでも、すべてのファーム、ユーザー、またはアカウントを編集でき
ます。 2人のユーザーが同じファーム、ユーザー、またはアカウントを同時に変更し
た場合、最初のユーザーによって保存された編集内容が適用されます。 2番目のユー
ザーの保存内容によって、最初のユーザーの保存内容が上書きされる可能性もありま
す。それ以外の場合、2番目のユーザーの保存内容は破棄されます。

管理ツール

管理機能は 3つのカテゴリにグループ化されています。図 2–6の Control Center
ウィンドウの「Administration Tools」領域を参照してください。

� 「Farm Management Tools」 -サーバーファームの管理用
� 「Account Tools」 -アカウントの管理用
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� 「Configuration Tools」 -アプリケーションの基本機能の構成用

図 2–6管理ツール

システムボタン

Control Centerウィンドウには、次の 2つのシステムボタンが表示されます。

� 「Synchronize System」 -制御プレーンの既知のデバイスやソフトウェアイメー
ジと Control Centerアプリケーションを同期させる
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注 –デバイスを I-Fabricに追加するときや、コマンド行インタフェースを使ってグ
ローバルなソフトイメージを追加または変更するとき、「Synchronize System」を
クリックします。このシステムボタンでは、新しい I-Fabricを追加したあとシス
テムの同期をとることもできます。

� 「Check System Configuration」 - N1 Provisioning Serverソフトウェアのインス
トール時に I-Fabric構成を検証する

コネクタや IPアドレスといった構成パラメータを変更するたびに、システム構成の
チェックを行います。ダイアログボックスが開き、システム構成の検証情報とエラー
メッセージが表示されます。エラー内容によっては、適切な修正を加えたあと、シス
テム構成が正しく調整されたかどうか再度チェックを行います。

「Editor」画面
「Editor」画面は、管理者とエンドユーザーが使用する画面です。この画面では、次
のタスクを実行できます。

� 新しいファームの設計
� ファームのインポート
� ファームのエクスポート
� ファームの構成
� ファームの起動
� ファームの変更
� ファームのコピー
� ファームの保存
� ファームの停止
� ファームの待機

図 2–7に、「Editor」画面の例を示します。

第 2章 • Control Centerアプリケーションの概要 35



図 2–7「Editor」画面

注 –「Editor」画面のファーム表示領域で、ファーム要素をアセンブルし、接続し、
構成します。

以下では、「Editor」画面のさまざまなコンポーネントとその使用方法について説明
します。

� メニュー
� ファームの「Elements」パレット
� 「Farm Details」
� ファームライフサイクル要素

メニュー
「Editor」画面には 3つのメニューオプションがあります。設計状態のファームのメ
ニューは、「File」、「Edit」、および「Submit」の 3つです。
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注 –このメニューは、ファームの状態によって変化します。

「Submit」 -完成したファームの設計を検証のため送信するときクリックします。

次の表では、「File」メニューのオプションについて説明します。

表 2–2「File」メニューのオプション

オプション 説明

「New」 新しいファームを作成するときクリックする

「Open」 クリックすると、「Open Logical Server
Farm」ダイアログボックスが表示される。
「All」、「Design」、「Active」、
「Standby」、「Inactive」などのフィルタが
適用されたリストからファームを選択する

「Save」 新しいファームを保存、または既存のファー
ムへの変更を保存するときクリックする。
ファームに名前がない場合、名前の入力を求
めるプロンプトが表示される

「SaveAs」 既存のファームを新しい設計として保存した
い場合にクリックする。既存のファームをテ
ンプレートにして新しいファームを設計する
場合に便利な機能

「Delete」 設計状態または非アクティブ状態のファーム
を削除するときクリックする。次のメッセー
ジが表示される

You are about to permanently remove the
current farm. Proceed? Click OK to proceed.

「Rename」 現在のファームの名前を変更するときク
リックする。名前を変更できるのは、設計状
態のファームのみ

「Summary」 ファーム要素とその構成の概要情報を表示す
る

「Import」 ファームをインポートするときクリックす
る。 92ページの「ファームをインポートす
る」を参照
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表 2–2「File」メニューのオプション (続き)
オプション 説明

「Export」 既存のファームをエクスポートするときク
リックする。 92ページの「ファームをエクス
ポートする」を参照

次の表では、「Edit」オプションについて説明します。

オプション 説明

「Undo/Redo」 最後の処理を取り消す、または再実行する
� 「Editor」画面で実行した処理は無制限に取り消したり再実行したり
できる。ただし、「Undo」履歴は保存時に破棄される

� 要素の構成時に加えたあらゆる変更内容は、変更のグループとして保
存される。 1回のダイアログセッションで複数の変更を加えた場合、
これらの変更をグループとして取り消すことができる

� ショートカットとして、Ctrl + Zを押すと処理を取り消すことができ
る。Ctrl + Yを押すと処理を再実行することができる

「Change I-
Fabric」

ファームを配備する I-Fabricを選択し直すときクリックする。どの I-
Fabricを選択するかは、ユーザーのニーズと各 I-Fabric内の使用可能なリ
ソースによって異なる

「Configure
VLANs」

VLANの構成モード (手動または自動)を切り替えるとき選択する。
VLANポリシーを手動構成する場合は、各 VLANにワイヤカラーを割り
当てることができる。また、VLANの作成、削除、および名前の変更を実
行できる

「Configure
Disks」

ストレージリソースを表示および管理するとき選択する

ファームの「Elements」パレット
「Elements」パレットは、デバイスとネットワークコンポーネントのセットであり、
ファームが設計状態またはアクティブ状態のとき使用できます。「External
Subnet」、「Subnet」、「Load Balancer」、「Server」、「Ethernet Port
Connection」が含まれます。
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図 2–8「Elements」パレット

注 – Control Centerでは、ファイアウォールの構成は行えません。この要素は無効に
なっています。ファイアウォールなどの管理対象外のデバイスは、Ethernetポート要
素を使って表現できます。詳細については、101ページの「管理対象外のデバイスの
構成」を参照してください。

「Farm Details」
新しい設計を選択すると、「Farm Details」パネルに、そのファームの名前と位置が
表示されます。ファームが使用するリソースも表示されます。「Request History」
リストの項目を強調表示すると、ファームの設計が表示されます。ファーム要求に関
する詳細情報を確認したい場合は、「More Request Details」ボタンをクリックし
て「Farm Request Log」画面を開きます。図 2–9に、アクティブ状態のファームの詳
細情報を示します。要求を選択すると、この要求に関連付けられたファームが表示さ
れます。
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図 2–9「Farm Details」

表 2–3では、「Farm Details」パネルのフィールドについて説明します。

表 2–3「Farm Details」

フィールド 説明

「Name」 ファーム名を示す。たとえば部門名を付けることができる (例:
engineering)。この名前は、各デバイスのドメイン名に含まれる。
59ページの「DNS命名規則」を参照

「State」 ファームの状態 (設計、アクティブ、待機、非アクティブ)を示す

「Status」 現在のファームのステータスまたは健康状態を、配備済みのモニ
ターに基づいて表示する
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表 2–3「Farm Details」 (続き)
フィールド 説明

「Contract Type」 管理者によって割り当てられたコントラクトの期間に基づいて
ファームの種類を表示する。設計状態のファームの場合、値
は「Not Set」。コントラクトの種類の詳細については、75ページ
の「コントラクトの種類の管理」を参照

「I-Fabric」 ファームの配備先の I-Fabricを示す

「Request History」 以前に送信したファームのステータスの更新要求を示す。要求をク
リックすると、その要求のファームトポロジが表示される。要求の
詳細を表示するには、「More Request Details」ボタンをクリック
する

「Resources」 ファーム内のさまざまなリソースの最小値と最大値、ならびに現在
の使用状況を表示する。アクティブなファームのリソースの最小値
と最大値の設定と変更は、管理者がコントラクトの種類を変更する
ことによって行う。表示内容は状況によって異なる
� 設計状態のファームのサイズは青い棒グラフで表される。
ファームのサイズが大きく、棒グラフが右端に達した場合は、
リソースが追加されるたびに棒グラフのサイズが変更される

� コントラクトの最大値を超過した場合、棒グラフに、最大値を
どの程度超過したかを示す赤い部分が表示される

� 最小値を下回った場合、棒グラフに、最小値をどの程度下
回ったかを示す緑色の部分が表示される

注 –リソースメーターはファームに編集が加えられるたびに更
新されるが、最近配備されたリソースの情報を反映していない
場合がある

「Notes」 ファームに関する情報の記録場所となる。特定のファームまたはア
カウントを使用する複数のユーザーによる変更や処理内容を記録す
るのに適している。

注 –「Farm Details」パネル内の編集可能なフィールドは「Notes」
のみ

「More Request
Details」

このボタンをクリックすると「Account Request Log」が表示され
る

セッションの有効期限のチェック
「Editor」画面では、ダイアログボックスを起動する前に、ログインセッションの有
効期限が切れていないかの確認が行われます。管理者が指定した時間 (例: 30分)を超
えてアクティブでない状況が続くと、セッションタイムアウトになります。デフォル
トは 120分です。この時間が経過すると、再度ログインすることを求められます。
再度ログインするまで、タスクの実行を継続することはできません。
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変更の追跡
「Editor」画面での変更は、ファームを保存するまで、ユーザーのWebブラウザにし
か反映されません。必要な場合は、「Editor」画面から別の画面へ移動する、現在の
ファームを再ロードする、新しいファームをロードするなどして、ファームへの変更
を破棄できます。

変更内容を保存せずに「Editor」画面以外の画面に移動しようとすると、未保存の
データは失われるという警告メッセージが表示されます。

ファームの詳細情報の表示
ファームの要求履歴を表示し、各要求に関連付けられたファームを表示することがで
きます。図 2–10に示すように、この処理は、メイン画面、「Editor」画面、
「Monitor」画面で実行できます。

図 2–10メイン画面、「Editor」画面、「Monitor」画面の「Farm Details」パネル

メイン画面、「Editor」画面、「Monitor」画面では、各ファームの要求の待ち行列を
確認できます。「Editor」画面では、要求に関連付けられたファームトポロジも表示
できます。
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アカウント要求ログの表示
ユーザーは、「Administration」画面の「Farm Request」オプションにアクセスでき
ないので、アカウント要求ログを確認することで、ファームの更新やアクションの要
求を追跡します。

アカウント要求ログを使って、待ち行列に入りソフトウェアの自動化 (例:スナップ
ショット、フレックスなど)を待っているジョブやタスクを監視することもできま
す。これらのトピックの詳細については、165ページの「スナップショットによるア
カウントイメージの作成」と126ページの「ファームの計算リソースの追加と削除」
を参照してください。

要求は、受信された順に処理されます。ところが、あるタスクの実行時に問題が発生
し、その後の要求の処理がストップする場合があります。この機能を利用すれば、更
新要求の現在の状況を把握できます。

� アカウント要求ログを表示する

1. メイン画面で、ナビゲーションバーの「Account」をクリックします。

2. 「Account」画面で、ツールバーの「Account Request Log」ボタンをクリックし
ます。

図 2–11のような「Request Log」画面が表示されます。

手順
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図 2–11アカウント要求ログ

3. 「Show Request For」フィールドから適切なファームを選択します。

4. 「From」フィールドと「To」フィールドに日付を指定し、この間のすべての要求
を表示します。

5. 「Go」をクリックすると、情報が表示されます。

保留状態のファーム要求の表示
「Pending Requests」画面には、ユーザーから状態の変化を要求されたファームが一
覧表示されます。この画面に表示されるのは、状態の変化を待っているファームで
す。 Control Centerの「Administration」画面のツールバーの「Pending Requests」
ボタンをクリックして、「Pending Requests」画面を表示します。

保留状態の要求の表示順は、列の見出しをクリックすることで次のように並べ替える
ことができます。

� すべての I-Fabric内の保留状態のすべての要求
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� 選択した I-Fabric内の保留状態のすべての要求
� すべての I-Fabric内のブロックされた保留状態の要求
� 選択した I-Fabric内のブロックされた保留状態の要求
� すべての I-Fabric内の処理中のすべての要求
� 選択した I-Fabric内の処理中のすべての要求

「Pending Transition」画面には、次のプロパティが表示されます。

表 2–4「Pending Transition」画面のプロパティ

プロパティ 説明

「ID」 ファーム ID

「Farm」 ファーム名

「Requested Type」 要求の種類。ファーム状態の変更要求、イ
メージの作成要求など

「Requested on」 要求が生成された日付

「Requestor」 要求元のユーザー名

「Account」 ファームに関連付けられたアカウント名

「I-Fabric」 ファームが所属する I-Fabric

ブロックされた要求

高い優先順位を表す。コマンド行インタ
フェースを使って設定する。詳細については
第 6章を参照

重要な要求を表す。コマンド行インタフェー
スを使って設定する。詳細については第 6章
を参照

「Farm Request」画面の表示
「Farm Request」画面には、ファーム要求の履歴が表示されます。 Control Center
の「Administration」画面で、ツールバーの「Farm Requests」ボタンをクリックする
と、この画面にアクセスできます。クエリーにフィルタを適用して、次のファーム要
求を表示できます。

� ファームごと、または日付の範囲内の要求
� すべての要求
� 処理中の要求
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� ブロックされた要求
� 処理が完了した要求
� 処理を取り消された要求
� 待ち行列に入った要求

列の見出しをクリックして、プロパティごとにリストを並べ替えることができます。
次に、「Farm Requests」画面の例を示します。

図 2–12「Farm Requests」画面

アクティブなファームの表示
ファームの設計を起動すると、ファームの状態がアクティブになり、メイン画面
の「Deployed」リストにこのファームが表示されます。

� アクティブなファームを表示する

1. メイン画面を開きます。手順
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2. 図 2–13のように、Control Centerのメイン画面で、Farm Chooser
の「Deployed」タブをクリックします。

図 2–13 Farm Chooser

3. 表示したいファームを選択します。

ライフサイクルアイコンは、ファームの状態を示しています。

ファームがメイン画面に自動的に表示されます。ファームは、起動後すぐに使用
できます。

ファームの概要の表示
新しい設計を作成し、ファームの構築を開始すると、Control Centerに、ファーム要
素とファームの構成の概要情報が表示されます。ファームの概要情報には、一番最近
完了したファームへの変更内容が反映されています。

ファームがアクティブ状態にある場合、サブネットマスク、IPアドレス、完全修飾ド
メイン名 (FQDN)などの項目が、要素の構成時に入力した情報に従って更新されま
す。ファームのすべての構成内容について、この概要情報を表示できます。

概要画面には、次の情報が表示されます。

� ファームの構成の高度な概要

� ファーム内の個々の要素の詳しい構成情報

� 各サブネットの IPアドレスと FQDNの完全なリスト

注 –メイン画面、「Editor」画面、「Monitor」画面で要素を右クリックし、構成
の表示オプションを選択する方法でも、個々の要素の構成情報を表示できます。
詳細については、49ページの「要素の構成の表示」を参照してください。

ファームの概要情報は、ブラウザの印刷機能を使って印刷できます。
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ファーム構成の概要
ファーム情報の概要には、次のものが含まれます。

� ファーム名
� ファームの状態
� ファーム内の要素数の種類別合計
� ファーム内のデバイス数の種類別合計
� ファームのユーザーメモ
� 各要素の構成情報

要素の詳しい構成情報
次の表に、ファーム要素ならびにデバイスごとに表示される概要情報を示します。

表 2–5要素の詳しい構成情報

デバイス /要素 表示される情報

仮想 LAN � 名前
� VLANのサブネットのリスト

内部サブネット
と外部サブ
ネット

名前

サブネット IP (使用可能な場合)

サブネットマスク

サブネットに割り当てられたすべての IPアドレスと対応する FQDNのリス
ト

ユーザーメモ

サーバーグルー
プ

名前

デバイスの種類

デフォルトのゲートウェイ

グループ内のサーバー数

各インタフェースがどのサブネット上にあるかを示すインタフェースリスト

ディスク構成情報

イメージ構成情報

ユーザーメモ
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表 2–5要素の詳しい構成情報 (続き)
デバイス /要素 表示される情報

ロードバランサ 名前

デバイスの種類

デフォルトのゲートウェイ

各インタフェースがどのサブネット上にあるかを示すインタフェースリスト

VIPごとの負荷均衡の構成

ユーザーメモ

Ethernetポート 名前

各インタフェースがどのサブネット上にあるかを示すインタフェースリスト

ユーザーメモ

デバイスの種類

� ファームの概要情報を表示する

1. 「Admin」画面のナビゲーションバーの「Editor」をクリックし、「Editor」ド
ロップダウンリストから適切なファームを選択します。

「Editor」画面が表示されます。

2. 「File」メニューから「Summary」を選択します。

ファームの概要情報が表示されます。

要素の構成の表示
ファームをアクティブにすると、アクティブなファームの詳細情報が Control Center
に反映され、サブネットマスク、IPアドレスなどの項目が表示されます。各要素の詳
しい構成情報として、次の内容を表示できます。

表 2–6要素の構成

要素 表示内容

サーバー /グループ � 構成済みの各サーバーポートの IPアドレス

ロードバランサ � 仮想 IP (着信インタフェース)の IPアドレス
� 負荷均衡グループの仮想 IPアドレスと物理 IPアドレス

手順
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表 2–6要素の構成 (続き)
要素 表示内容

サブネット � IPアドレスとマスク

Ethernetポート � IPアドレス

構成は、メイン画面、「Editor」画面、「Monitor」画面で表示できます。

� 要素の構成を表示する

1. メイン画面、「Editor」画面、または「Monitor」画面で、アクティブなファーム
を開きます。

2. 要素を右クリックします。

ポップアップメニューが表示されます。

メイン画面と「Monitor」画面の場合 「Editor」画面の場合

3. メイン画面の場合は「View Configuration」、「Editor」画面の場合
は「Configure」を選択して、次の構成画面を表示します。

手順
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「Monitor」画面
「Monitor」画面は、管理者とエンドユーザーが使用する画面です。「監視」を行う
のは、ファームに関連付けられた要素が予想通りに動作しているかどうかを確認する
ためです。ネットワーク接続を保持し、デバイスの基本的な反応が正常に行われるよ
うにするため、ファーム内の各要素が監視対象になります。さらに、サーバーには、
基本的なネットワーク接続以外を監視できる特別な監視エージェントが用意されてい
ます。

モニターコンポーネントには、ファーム要素の監視の設定や制御のためのオプション
が多数あります。図 2–14に、「Monitor」画面の例を示します。

Control Centerの監視コンポーネントを使って、次のタスクを実行できます。

� サーバー固有のモニターの構成
� 視覚的なアラーム、電子メールによるアラームの構成
� 時間ベースでモニターのステータスを表示

モニターとアラームの編集は、「Configure Monitor」ダイアログボックスまた
は「Configure Alarm」ダイアログボックスで行います。これらのダイアログボック
スには、「Monitor」画面からアクセスできます。
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注 – Control Centerの「Monitor」画面に表示されるのは、ファームの最新の既知の
(安定した)状態だけです。

図 2–14「Monitor」画面

「Monitor」オプションボタン
「Editor」領域の左側にある「Monitor」オプションボタンを使って、モニター内のさ
まざまな処理を実行できます。「User Groups」ボタンと「Contact Methods」ボタ
ンは、アカウントマネージャまたは管理者の権限を持つユーザーにしか表示されませ
ん。「Monitor」ボタンには、次のオプションがあります。
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オプション 説明

「User Groups」 監視アラームの自動通知を受けるユーザーを
グループ化できる。このボタンは、
「Accounts」領域のオプションにリンクして
おり、別ウィンドウを開く

「Contact Methods」 監視アラームの通知を受けるグループおよび
優先連絡方法のリストを設定できる。このボ
タンは、「Accounts」領域のオプションにリ
ンクしており、別ウィンドウを開く

「Commit Changes」 モニターまたはアラームの変更を保存し、監
視対象としてアップロードし、配備する。こ
れにより、前回の変更適用時以降に変更され
た内容が適用され、ファーム更新要求が生成
される

注意 –「Commit Changes」をクリックすると、変更は適用されるが、更新の適用には
少し時間がかかるため、監視が一時中断される場合があります。「Commit
Changes」を連続してクリックしないでください。連続してクリックすると、重複し
た更新要求が送信されます。モニターやアラームのウィンドウまたはダイアログ
ボックスで作成したエントリは、そのたびに記録されます。ただし、「Monitor」画
面の「Commit Changes」ボタンをクリックするまでは保存されません。

Control Centerへのログイン
管理者として初めてログインするときのデフォルトのユーザー名とパスワードは、
rootです。この情報は、初回ログイン後ただちに変更してください。

また、デフォルトのユーザーアカウントも自動的に作成されます。このユーザーアカ
ウントのデフォルトのユーザー名とパスワードは、demoです。

Control Centerには、デフォルトのセキュリティ証明書が用意されています。このセ
キュリティ証明書の有効期間は 6ヶ月です。証明書の更新、または新規証明書のイン
ストール方法については、『Sun ONE Application Server 7 Administrator’s Guide to
Security (http://docs.sun.com/source/816-7158-10/sgcerts.html)』を参
照してください。
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� ブラウザからログインする

1. ブラウザのアドレスフィールドに URLを入力して、Control Centerにアクセスし
ます。 Control Centerソフトウェアがインストールされている場所の URLを指定
してください。

http://server.domain:port

2. 「Login Page」をクリックして、「Login」画面を表示します。

3. ユーザー名とパスワードを入力します。

4. 「Log in」をクリックして、Control Centerの「Administration」画面を表示し
ます。

「Administration」画面は、セキュリティ保護された新しいウィンドウに表示され
ます。

初回ログイン時、Control Centerの「Administration」画面には何も表示されてい
ません。 2回目以降のログイン時には、「Administration」画面で以前に使用した
機能が表示されます。

注意 – Control Centerは、Microsoft® Internet Explorer 6.0で動作しますが、ブラ
ウザナビゲーション機能は使用できません。該当コントロールは意図的に無効化
されています。 Ctrl + K、F5、Alt + Left、Alt + Rightなどのキーボードショート
カットを使ったナビゲーションは避けてください。予想外の結果になる可能性があ
ります。

手順
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第 3章

アカウントの管理

この章では、Control Centerのアカウント管理の概念と手順について説明します。ま
た、コントラクトの種類の設定方法、ユーザーの作成方法、ニュースコンテンツの発
行方法についても説明します。 Control Centerアカウントを管理するためには、管理
者のアクセス特権が必要です。

この章の内容は、次のとおりです。

� 55ページの「アカウントの概念」
� 60ページの「アカウントの管理」
� 72ページの「ユーザープロファイルの管理」
� 75ページの「コントラクトの種類の管理」
� 81ページの「ニュースコンテンツの管理」

アカウントの概念
Control Centerアカウントには、「アカウントメンバー」と呼ばれるユーザーのグ
ループが含まれます。アカウントメンバーは、I-Fabric内の論理サーバーファームの
セットに対する管理アクセス特権と制御権を持ちます。

Control Centerには、それぞれアカウントマネージャによって管理される複数のアカ
ウントを含めることができます。アカウントは、すべての I-Fabricの複数のファーム
を管理する複数のユーザーとして機能します。

アカウントには、次の情報が含まれます。

� アカウント内でファームの管理を承認されたユーザーのログイン情報と特権
� アカウントが属する組織または部門の情報
� ファームレベルのリソース制限を定義するコントラクトデータ (制限)
� このアカウントが管理することになっているファームの集合
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Control Center内の各種機能にアクセスできるかどうかは、アクセス特権に基づいて
決定されます。 Control Centerで、権限レベルと関連する特権を指定してユーザーを
定義することにより、アクセス特権の管理を行います。アクセス特権には、次の 3つ
のクラスがあります。

� 管理者 -単一の I-Fabric全体、または複数の I-Fabricを管理できる。管理者のアク
セス特権を持つユーザーは、これらの I-Fabric内のすべてのアカウントにアクセス
できる

� アカウントマネージャ -特定のアカウントとそのアカウント内のユーザーを管理で
きる

� ユーザー -特定のアカウント内のファームを管理できる。ユーザーのアクセス特
権では、アカウント全体の設定を変更したり、その他のユーザーの管理を行うこと
はできない

アカウントの管理を行う際は、次の項目を定義する必要があります。

� アクセス特権

� コントラクトの種類。アカウントに関連付けられたファームのリソースプロビ
ジョニング制限を示す

Control Centerの管理者の特権と、I-Fabric内の特別なデバイスへの管理ログインア
クセスは、まったく別のものです。管理者が、コントロールプレーン、リソース層、
ファブリック層などの I-Fabricコンポーネントにアクセスするときは、別の種類のア
クセス特権を使用します。 I-Fabricコンポーネントへのアクセスは、ログイン権に
よって保護されています。特定のコントロールやファブリック層のデバイスへのログ
インアクセスの詳しい管理方法については、『N1 Provisioning Server 3.1, Blades
Editionシステム管理ガイド』を参照してください。

図 3–1に、I-Fabric内の管理者、アカウント、アカウントマネージャ、およびファー
ムの関係を示します。
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図 3–1アカウント階層

ユーザーアカウント
Control Centerユーザーは、ユーザーアカウントを持っている必要があります。この
ユーザーアカウントには、ユーザーの職務を遂行するために定義された適切なユー
ザー役割が割り当てられています。次の表に、Control Centerのユーザー役割と職
務、および権限レベルを一覧します。
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表 3–1 Control Centerのユーザー役割

Control Centerのユー
ザー役割 職務と権限レベル

ユーザー 次の処理の実行を許可された技術ユーザー
� 組織のアカウント内でのファームの設計の設計、起動、変更、およ
び停止

� 個人情報 (ユーザー情報)の編集
� 読み取り専用モードでのアカウント情報の表示
� コントラクトの種類による、アクティブなファームへのフレックス
変更の適用

注 – Control Centerユーザーは、自身のアカウント内のその他のユー
ザーを管理することはできない

アカウントマネー
ジャ

Control Centerユーザーのすべての職務の遂行を許可されていて、次の
ようなアカウントレベルの管理も担当する技術ユーザー
� 組織のアカウント内でのユーザーの作成および削除
� 自身の個人情報の編集
� アカウント情報の編集とアカウントユーザーの管理。ユーザーグ
ループや連絡方法の設定など

ユーザーとアカウントマネージャは、次のオプションにアクセスできます。

表 3–2アカウントオプションとユーザー特権

オプション 許可されたタスク 必要なユーザー特権

「User Information」 ユーザー情報 (電子メールアドレ
ス、電話番号、ID情報の質問と
回答など)を設定する。ユーザー
役割を表示することもできる

ユーザー、アカウントマネージャ

「Account
Information」

会社のアカウント情報を管理する アカウントマネージャ

「Account Request
Queue」

ユーザーのすべての要求を、要求
された順に表示する (ファームの
送信要求、停止要求、起動要求な
ど)

ユーザー、アカウントマネージャ

「User
Management」

Control Center内のアカウントへ
のアクセス特権を持っているユー
ザーを組織へ追加する、またはこ
のようなユーザーを組織から削除
する。ユーザーの連絡先情報、
ログインアカウント、ユーザー役
割、認証情報を設定する

アカウントマネージャ
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表 3–2アカウントオプションとユーザー特権 (続き)
オプション 許可されたタスク 必要なユーザー特権

「User Group」 アラームの構成を行うため、ユー
ザーグループと各グループに関連
付けられたユーザーを追加または
削除する

アカウントマネージャ

「Contact Methods」 アラームを監視するため、連絡す
るユーザーのグループと連絡方法
を定義する

アカウントマネージャ

「Server Image
Management」

ユーザーのアカウントのソフト
ウェアイメージを管理する

アカウントマネージャとユーザー

DNS命名規則
すべてのファームと要素の名前は、DNS命名規則に準拠していなければなりません。
DNS名は、次の要件を満たしている必要があります。

� 長さが 25文字を超えない

� 文字で始まり、英数字で終わる。英数字とハイフン以外は使用しない

� 末尾にハイフンと数字を付けない

� ハイフン、サブ文字列 eth、数字の連続が含まれない。つまり、-eth*が含まれない
(*は数字)

� ファーム内のその他の要素と同じ名前でない

� 英数字以外の文字が含まれていない

Control Centerのファーム命名規則
Control Centerは、ファームに DNS名を割り当てます。この DNS名はインストール
固有であり、次の基準に基づいています。

� 割り当てたファームの名前 (farmname)

� ユーザーのアカウント名 (accountname)

� I-Fabric内のファームの位置 (ifabricname)。以下に例を示す

farmname.accountname.ifabricname.yourorgname.com

第 3章 •アカウントの管理 59



アカウントの管理
アカウントの管理は、「Administration」画面で行います。 Control Center
の「Administration」画面のナビゲート方法については、30ページ
の「「Administration」画面」を参照してください。

以下では、アカウントの作成、削除、更新の方法を説明します。アカウントを更新す
ると、組織の名前と連絡先の詳細情報が変更される可能性があります。

アカウントの追加、削除、および更新
アカウント関連の処理を実行するためには、あらかじめアカウントを作成しておく必
要があります。図 3–2に、「Add Accounts」画面を示します。

図 3–2「Add Account」画面

� 新しいアカウントを追加する

1. Control Centerの「Administration」画面にログインします。

左側の区画に「Account Tools」ボタンが表示されます。

2. ツールバーの「Accounts」をクリックします。

「Accounts」ダイアログボックスが表示されます。

手順
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3. 「Add New Account」ボタンをクリックします。

4. 「Account Information」ダイアログボックスのフィールドに、適切な情報を入力
します。

アスタリスクの付いたフィールドは、必須フィールドです。

注 –既存のアカウント名を選択すると、エラーメッセージが表示されます。別の
アカウント名を使用してください。アカウント名は、ファーム要素のドメイン
ネームサービス (DNS)名でも使用されます。 59ページの「DNS命名規則」を参
照してください。

5. 「Commit Changes」ボタンをクリックします。

新しいアカウント情報が保存されます。

� アカウントを削除する

1. Control Centerの「Administration」画面にログインします。

左側の区画に「Account Tools」ボタンが表示されます。

2. ツールバーの「Accounts」をクリックします。

「Accounts」ダイアログボックスが表示されます。

3. 「Account List」から、削除するアカウントを選択します。

右側の区画にアカウント情報が表示されます。

4. 右側の区画の「Delete Account」ボタンをクリックします。

注 –ユーザーやファームが関連付けられているアカウントは削除できません。削
除する場合は、まずユーザーを削除する必要があります。 73ページの「ユーザー
プロファイルを削除する」を参照してください。

5. 「Commit Changes」ボタンをクリックします。

アカウント情報が削除されます。

� 既存のアカウントを更新する

1. Control Centerの「Administration」画面にログインします。

左側の区画に「Account Tools」ボタンが表示されます。

手順
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2. ツールバーの「Accounts」をクリックします。

「Accounts」ダイアログボックスが表示されます。

3. 「Account List」から、削除するアカウントを選択します。

右側の区画にアカウント情報が表示されます。

4. 更新されたアカウント情報を、適切なフィールドに入力します。

注 –アカウントの作成後にアカウント名を変更することはできません。

5. 「Commit Changes」ボタンをクリックします。

更新されたアカウント情報が保存されます。

アカウント情報の表示および更新
アカウント情報を変更するには、アカウントマネージャ以上のアクセス特権が必要で
す。

� アカウント情報にアクセスする

1. メイン画面で、ナビゲーションバーの「Account」をクリックします。

2. 「Account」画面の「Account Information」をクリックします。

「Account Information」画面が表示されます。

手順
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図 3–3「Account Information」画面

3. 新しい (または更新された)アカウント情報を、適切なフィールドに入力します。

次の表では、「Account Information」画面のすべてのフィールドについて説明し
ます。

フィールド名 必須 /任意 /表示 説明

「Name」 表示 表示のみ。アカウント名を
示す

「Street Address 1」 任意 会社の住所を 200文字以内で
入力する

「Street Address 2」 任意 住所の続きを入力する (大企
業の一部門の住所の場合な
ど)。または、その他の住所
を入力する (私書箱など)。い
ずれも 200文字以内

「City」 任意 都市名を 30文字以内で入力
する
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「State」 任意 ドロップダウンリストから州
を選択する

「Zip Code」 任意 郵便番号を入力する

「Country」 任意 国名を入力する

「Primary Business Phone」 任意 会社の業務用電話として、米
国内の有効な電話番号を入力
する

注 –内線番号は任意

「Primary Business Fax」 任意 会社の業務用 FAXとして、
米国内の有効な電話番号を入
力する

注 – FAXと内線番号は任意

4. 「Save Changes」ボタンをクリックします。

新しいアカウント情報が保存されます。

ユーザーの追加、表示、および削除
アカウントマネージャと管理者は、追加ユーザーの設定を行うことができます。
「User Management」画面から、次のタスクを実行できます。

� 新しいユーザーの追加
� 既存のユーザーの情報の表示
� ユーザーの削除

� 新しいユーザーを追加する

1. メイン画面で、ナビゲーションバーの「Account」をクリックします。

「Account」画面が表示されます。

2. 「Account」画面で、ツールバーの「User Management」をクリックします。

「User Management」画面が表示されます。

3. ユーザーを追加する場合は、「User Management」画面の左寄りの「Add」ボタ
ンをクリックします。

「Add User Contact Information」画面が表示されます。

手順
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図 3–4「User Management」 -「Add User Contact Information」画面

4. 手順 3に従って、ユーザーアカウントを作成するために必要な情報を入力します。

5. 必要に応じてユーザーアカウントの設定を行います。

6. 「Save Changes」をクリックします。

7. 画面を終了するには、「Close」ボタンをクリックします。

� 既存のユーザーの情報を表示する

1. メイン画面で、ナビゲーションバーの「Account」をクリックします。

「Account」画面が表示されます。

2. 「Account」画面で、ツールバーの「User Management」をクリックします。

「User Management」画面が表示されます。

3. 左側の区画の「Account Users」リストからユーザーを選択します。

右側の区画にユーザー情報が表示されます。

4. 画面を終了するには、「Close」ボタンをクリックします。

手順
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� ユーザーを削除する

1. メイン画面で、ナビゲーションバーの「Account」をクリックします。

「Account」画面が表示されます。

2. 「Account」画面で、ツールバーの「User Management」をクリックします。

「User Management」画面が表示されます。

3. 左側の区画の「Account Users」リストからユーザーを選択します。

右側の区画にユーザー情報が表示されます。

4. 「Remove」ボタンをクリックします。

5. 処理内容を確認します。

6. 画面を終了するには、「Close」ボタンをクリックします。

ユーザーグループの追加
ユーザーグループは、ファームの障害を通知されるユーザーのプールを提供します。
監視システムは、この情報を使って、アラームが発生したとき自動的に通知を送りま
す。また、管理者は、この情報を使って、必要に応じてユーザーに連絡できます。
グループ内に別のグループを配置することはできません。ユーザーグループの設定を
行うためには、アカウントマネージャか管理者のアクセス特権が必要です。

次のタスクを実行できます。

� ユーザーグループの詳細情報の表示

� 新しいユーザーグループの作成

� 既存のユーザーグループへのユーザーの追加、または既存のユーザーグループから
のユーザーの削除

� ユーザーグループの削除

� ユーザーグループを追加する

1. メイン画面で、ナビゲーションバーの「Account」をクリックします。

「Account」画面が表示されます。

2. 「Account」画面で、ツールバーの「User Groups」をクリックします。

「User Groups」画面が表示されます。

3. 新しいユーザーグループを追加するには、「Add」ボタンをクリックします。

手順
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「Add New User Group」画面が表示されます。

4. 「Name」フィールドに新しいユーザーグループの名前を入力します。

5. 既存のユーザーリストから新しいユーザーグループへユーザーを追加する場合は、
ユーザー名を選択して「Add」ボタンをクリックします。

6. 「Save Changes」ボタンをクリックします。

新しいユーザーグループが保存されます。

7. 「Add User Groups」画面を終了するには、「Close」ボタンをクリックします。

ユーザー情報の変更
ユーザーが Control Center用のログイン名とパスワードを受け取ったとき、この連絡
先情報を変更できるのはユーザー自身または管理者のみです。管理者またはユーザー
は、このパスワードを変更して、アラームの監視用の連絡先情報を設定できます。

Control Centerアカウントには多数の機能があります。これらの機能には、次の条件
が適用されます。

� 必須フィールドには赤いハッシュ記号 (#)が表示される
� 必要な情報が見つからない場合、その項目のテキストは赤で表示される

� ユーザー情報を変更する

1. メイン画面で、ナビゲーションバーの「Account」をクリックします。

「Account」画面が表示されます。

2. 「Account」画面で、ツールバーの「User Information」をクリックします。

「User Information」画面が表示されます。ユーザー情報の横には、赤い
ハッシュ記号 (#)が表示されます。

3. 次の表のガイドラインに従って、ユーザー情報を提供します。

フィールド
名

必須 /任意 説明

「First
Name」

必須 ユーザーのファーストネームを 30文字以内で入力する。
このフィールドを表示できるのは、ユーザー特権を持つ
ユーザーのみ

手順
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「Last
Name」

必須 ラストネームを 30文字以内で入力する。このフィールド
を表示できるのは、ユーザー特権を持つユーザーのみ

「Title」 任意 職位を 20文字以内で入力する

「Email」 必須 業務用電子メールアドレスを入力する。モニターアラー
ム機能の設定により、このアドレス宛てにアラームを送信
できる

「Alternative
Email」

任意 2番目の電子メールアドレス (たとえば個人用アドレス)を
入力する

注 –管理者は、連絡用として、この情報を必要とする可能
性がある

「Phone」 任意 業務用電話番号と内線番号を入力する。内線番号は任意

「Alternative
Phone, Pager
or Fax」

任意 (推奨) 代替連絡先番号を入力する
� 2番目の電話番号 (自宅の電話番号、携帯電話の番号な
ど)

� ユーザーに連絡するときのポケベルまたは携帯電話の
番号

� FAX番号

注 –管理者は、連絡用として、この情報を必要とする
可能性がある

「Login
Name」

任意 アカウントにログインするとき使用する名前を 30文字以
内で入力する。このフィールドを表示できるのは、ユー
ザー特権を持つユーザーのみ。フィールドの内容
を「User Information」ページから変更することはできな
い

「User
Role」

任意 ドロップダウンリストから値を選択する。すると、ユー
ザーアカウントのアクセス特権が設定される
� アカウントマネージャ:アカウント情報を編集できる管
理ユーザー

� ユーザー:ファームの設計および編集を実行できる技術
ユーザー

このフィールドを表示できるのは、ユーザー特権を持つ
ユーザーのみ。フィールドの内容を「User Information」
ページから変更することはできない

「Security
Question」

任意 80文字以内の文字列を入力する。管理者がユーザーの識
別情報を検証する必要がある場合、そのための質問はこの
文字列から作成される

「Security
Answer」

任意 30文字以内の文字列を入力する。管理者は、IDを検証す
る必要がある場合、この文字列を使って、識別情報に含ま
れる応答の検証を行う

「Password」 必須 アカウントにログインするために使用する現在のパスワー
ドを 15文字以内で入力する
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「New
password」

任意 新しいパスワードを 15文字以内で入力する。パスワード
は定期的に変更するほうがよい

「Confirm
New
Password」

任意 確認する新しいパスワードを入力する

4. 「Save Changes」ボタンをクリックします。

更新されたユーザー情報が保存されます。

注 –「Reset」をクリックして画面をリセットし、以前に保存した値に戻すことが
できます。

� ユーザーのパスワードを変更する

1. メイン画面で、ナビゲーションバーの「Account」をクリックします。

「Account」画面が表示されます。

2. 「Account」画面で、ツールバーの「User Information」をクリックします。

「User Information」画面が表示されます。

3. 「Password」フィールドに既存のユーザーのパスワードを入力します。

パスワードは 15文字以内とします。

4. 「New Password」フィールドに新しいパスワードを入力します。

パスワードは 15文字以内とします。

5. 「Re-enter New Password」フィールドに、新しいパスワードを再入力します。

6. 「Save Changes」ボタンをクリックします。

新しいユーザーのパスワードが保存されます。

連絡方法の設定
連絡方法では、単一のグループまたはグループのリストと、監視アラームの発生時の
各グループへの優先的な連絡方法を定義します。連絡方法の設定を行うためには、ア
カウントマネージャか管理者のアクセス特権が必要です。

次のタスクを実行できます。

� 連絡方法の詳細情報の表示

� 新しい連絡方法の作成

手順
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� 既存の「Contact Method」リストへのユーザーグループの追加、またはこれらの
リストからのユーザーグループの削除

� 連絡方法の削除

� 連絡方法を追加する

1. メイン画面で、ナビゲーションバーの「Account」をクリックします。

「Account」画面が表示されます。

2. ツールバーの「Contact Methods」をクリックします。

「Contact Lists」画面が表示されます。

図 3–5「Contact Lists」画面

3. 「Add」ボタンをクリックします。

「Account Contact Lists」画面が表示されます。この画面では、標準の電子メール
アドレスまたはその他の電子メールアドレスに連絡を受ける、各グループ内のユー
ザーを識別できます。
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図 3–6連絡方法の追加

4. 連絡方法の名前を入力します。

5. 既存のユーザーグループリストからユーザーグループを選択し、「Add」ボタンを
クリックして、ユーザーグループを適切な連絡先に追加します。

� 「Use Contact via Email」 -主電子メールアカウントからユーザーに連絡する

� 「Use Contact via Alternate Email」 -ポケベルなどの副電子メールアカウント
からユーザーに連絡する

6. 「Save Changes」ボタンをクリックします。

新しい連絡方法が保存されます。

7. 「Close」ボタンをクリックします。

「Account Contact Lists」画面が終了します。
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ユーザープロファイルの管理
「User Profiles」画面で、管理者は、管理者、アカウントマネージャ、ユーザーの追
加、更新、および削除を実行できます。ユーザーのログインステータスを表示するこ
ともできます。ユーザーとアカウントマネージャには、「Current Account」ド
ロップダウンリストで現在選択されているアカウントが関連付けられます。

管理者には、アカウントは関連付けられません。

「User Profile」セクションで、ユーザー情報の追加、削除、または更新を実行できま
す。

ユーザープロファイルの追加、削除、および更新
「User Profiles」ウィンドウには、ユーザー情報を示す次の 3つのセクションがあり
ます。

� 「List of Users」
� 「Personal Information」
� 「Contact Information」

図 3–7に、新しいユーザーを追加する画面を示します。

図 3–7「User Profiles」
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� 新しいユーザープロファイルを追加する

1. Control Centerの「Administration」画面にログインします。

2. ツールバーの「User Profiles」ボタンをクリックします。

3. 「Add New User」ボタンをクリックし、アスタリスク付きで示されているすべて
の必須フィールドに情報を入力します。

4. 「Personal Information」領域の「Role」ドロップダウンリストからユーザー役割
を選択します。

管理者、アカウントマネージャ、ユーザーのいずれかを選択してください。

電話番号と FAX番号の入力形式は、 ###-###-####です。

5. 「Commit Changes」ボタンをクリックします。

新しいユーザープロファイルが保存されます。

� ユーザープロファイルを削除する

1. Control Centerの「Administration」画面にログインします。

2. ツールバーの「User Profiles」ボタンをクリックします。

3. ツールバーの上の「Current Account」ドロップダウンリストからユーザーアカウ
ントを選択します。

4. 「List of Users」領域で、ユーザー名を選択します。

削除するユーザーを選択すると、そのユーザーに関するすべての情報がダイアログ
ボックスに自動的に表示されます。

5. 「Delete User Profile」をクリックし、確認ウィンドウが表示されたら「OK」を
クリックします。

ユーザープロファイルが削除されます。

� ユーザープロファイル情報を更新する

1. Control Centerの「Administration」画面にログインします。

2. ツールバーの「User Profiles」ボタンをクリックします。

3. 「User Profiles」画面の「List of Users」からユーザープロファイルを選択しま
す。

手順

手順

手順
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更新するユーザーを選択すると、そのユーザーに関するすべての情報がダイアログ
ボックスに自動的に表示されます。

4. 適切なフィールドに更新情報を入力します。

アスタリスク付きのフィールドは必須フィールドです。

電話番号と FAX番号の入力形式は、 ###-###-####です。

5. 「Commit Changes」をクリックします。

ユーザーのログインステータス
「Login Status」ダイアログボックスでは、ユーザーのログインステータスを表示
し、手動でユーザーのロックやロックの解除を行うことができます。設定した時間
(分単位)内で、設定した回数を超えてログインに失敗した場合、このユーザーはシス
テムからロックアウトされます。設定したもう 1つの時間が経過すると、ロックは自
動的に解除されます。

� アカウントユーザーのログインステータスを表
示、変更する

1. Control Centerの「Administration」画面にログインします。

2. ツールバーの「User Profiles」ボタンをクリックします。

3. 「User Profile」画面の右上隅の「View Login Status」ボタンをクリックします。

4. 「User Login Status For」ドロップダウンリストからアカウントを選択して、この
アカウントに関連付けられたユーザープロファイルのログインステータスを表示し
ます。

5. ユーザーのログインステータスを変更する場合は、一番右の列の「Locked」
チェックボックスを使用します。

� ユーザーのロックを解除するには、「Locked」チェックボックスをオフにし、
「Commit Changes」をクリックします。

� ユーザーをロックアウトするには、ユーザー名の横の「Locked」チェック
ボックスをオンにし、「Commit Changes」をクリックします。

注 –手動でのロックに有効期限はありません。したがって、ユーザーに Control
Centerへのアクセスを許可するには、手動で「Locked」チェックボックスをオフ
にする必要があります。

手順
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コントラクトの種類の管理
コントラクトの種類によって、ファーム (複数可)への適用を許可された変更を制限す
るために使用するリソースプロビジョニング権のプロファイルまたはテンプレートを
定義することができます。たとえば管理者は、サーバーの追加と削除だけを許可し、
ファームに対するその他のあらゆる変更を制限するようなコントラクトの種類を作成
できます。結果、そのコントラクトの種類にリンクされているすべてのファームで
は、サーバー数の変更しか許可されません。

コントラクトの種類はグローバルであり、特定のアカウントには所属しません。コン
トラクトの種類をテンプレートにして、各サーバーファームに固有のコントラクトを
派生させることができます。コントラクトの種類により、ファームコントラクトの基
盤となるリソースプロビジョニング権が定義されます。次の図は、I-Fabric内のコン
トラクトの種類、コントラクト、管理者、アカウント、アカウントマネージャ、
ファームの関係を示しています。
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図 3–8コントラクト階層

コントラクトの種類により、次の方法でリソースプロビジョニングを設定できます。

� 「Resources」

ファーム内のさまざまなリソースの最小および最大の制限 (追加、変更、および削
除)。コントラクトの種類を変更することにより、アクティブなファームに対して
これらの制限を設定したり、変更したりできます。

� 「Flex」

「フレックス」という語は、ファーム内の計算リソースの追加または削除機能を表
します。フレキシングは、サーバーグループに追加サーバーを追加する機能を表
します。ファームの追加、削除、再設計、または再構成を「フレキシング」と呼
ぶ場合もあります。
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� 「Service Units」

個々のデバイスを抽象化して、計算サービスのようなユーティリティを有効にする
方法です。 I-Fabricリソースの管理戦略としてサービス単位を実装する場合は、
Sunサービスプロバイダまでお問い合わせください。

� コントラクトの種類を追加する

注 –コントラクトの種類の名前では、英字の大文字と小文字が区別されます。

1. メイン画面で、ナビゲーションバーの「Admin」をクリックします。

2. 「Configuration」ツールバーの「Contract Types」ボタンをクリックします。

3. 「Add Contract Type」をクリックします。

4. 「Name」フィールドに、コントラクトの名前を入力します。

文字数は 30字以下とします。

注 –同じ名前のコントラクトがすでにシステム内にある場合は、エラーメッセージ
が表示され、コントラクトの名前の変更を求めるプロンプトが表示されます。

5. 「Description」フィールドに、255文字以内でコントラクトの種類の簡単な説明
を入力します。

6. 「Minimum System」ドロップダウンメニューから最小システムを選択します。
その他の選択可能なオプションとして、「No Minimum」、「SUs Only」、
「Hardware Types only」、「SUs and Hardware Types」があります。

7. 選択したファームの種類の最小または最大パラメータが「SUs only」または「SUs
and Hardware Types」である場合は、「SU」フィールドに 0から 2147483647の
範囲の値を入力する必要があります。ただし、「No Maximum」が選択されてい
る場合を除きます。

79ページの「コントラクトパラメータを設定する」を参照してください。

8. 「Maximum System」ドロップダウンメニューから最大システムを選択します。
その他の選択可能なオプションとして、「No Maximum」、「SUs Only」、
「Device Types only」、「SUs and Hardware Types」があります。

手順
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注 – I-Fabricの実装中に定義された SUは、制限がサービス単位の合計に基づいて
いることを示すだけです。一方、「Device Types」は、制限がデバイスの種類と数
に基づいていることを示します。

9. 「Active Farms」ウィンドウの「Flex Permissions」で、リソースの種類を選択し
たり選択を解除したりして、リソースの種類に対してさまざまな処理を実行する権
限を付与したり禁止したりできます。

� アクティブなファームにリソースを追加する権限をユーザーに付与するに
は「Create」を選択する

� アクティブなファームからリソースを削除する権限をユーザーに付与するに
は「Remove」を選択する

注 –フレックス権は、Control Centerのユーザーとアカウントマネージャのプロ
ファイルにのみ適用されます。管理者の場合、Editorでの作業中にこのような制
限を受けることはありません。ファームのフレックスアップまたはフレックスダ
ウンを行い、変更を適用することができます。ただし、この要求を行うと、 I-
Fabric内にフレックス要求がブロックされたことを示す BLOCKED_REQUESTが生
成されます。この場合は、I-Fabric内にリソースが存在するかどうかを確認し、フ
レキシングを有効にするため要求のブロックを解除することができます。ファー
ム要求のブロックを解除する方法については、116ページの「ファーム起動要求の
ブロックを解除する」を参照してください。

10.コントラクトの種類の作成を開始するには、「Commit Changes」をクリックしま
す。

� 79ページの「コントラクトパラメータの設定」
� 79ページの「コントラクトパラメータを設定する」

� コントラクトの種類を削除する
使用中のコントラクトの種類は削除できません。

1. メイン画面で、ナビゲーションバーの「Admin」をクリックします。

2. 「Configuration」ツールバーの「Contract Types」ボタンをクリックします。

3. 「Contract Type List」からコントラクトの種類を選択します。

4. 「Delete Contract Type」ボタンをクリックします。

5. 確認のダイアログボックスが表示されたら、「OK」をクリックします。

参照

始める前に

手順
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� コントラクトの種類を更新する
フレックス権を追加または削除したり、ファーム内で許容される最小および最小シス
テムを変更したりして、コントラクトの種類を更新できます。

1. メイン画面で、ナビゲーションバーの「Admin」をクリックします。

2. 「Configuration」ツールバーの「Contract Types」ボタンをクリックします。

3. 「Contract Type List」からコントラクトの種類を選択します。

4. 「Description」フィールドに、255文字以内でコントラクトの種類の簡単な説明
を入力します。

5. 必要に応じて、「Minimum System」と「Maximum System」の値を変更しま
す。

6. 必要に応じて、「Flex Permissions for Active Farms」の値を変更します。

7. コントラクトの種類の更新が完了したら、「Commit Changes」をクリックしま
す。

コントラクトパラメータの設定
コントラクトパラメータを設定して、各ファームに固有のリソースプロビジョニング
権を提供します。コントラクトパラメータの設定時には、選択したコントラクトの種
類によって定義されているデフォルトのリソースプロビジョニングを受け入れること
ができます。ファームごとにリソースプロビジョニング権を調整することもできま
す。「Contract Parameters」ダイアログボックスでは、第 3章の説明に従って定義済
みのコントラクトの種類をファームに関連付けることができます。

� コントラクトパラメータを設定する

1. メイン画面で、ナビゲーションバーの「Admin」をクリックします。

Control Centerの「Administration」画面が表示されます。

2. 画面の左側で適切なアカウントとファームを選択します。

始める前に

手順
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3. 「Farm Management」ツールバーの「Contract Parameters」をクリックします。

4. 「Farm Contract Type」ドロップダウンリストには、現在システム内に定義されて
いるすべてのコントラクトの種類が表示されます。ここからコントラクトの種類を
選択します。

選択したコントラクトの種類の「Minimum」および「Maximum」パラメータに
よって、サービス単位、I-Fabric内のすべてのハードウェア、またはその両方に最
小値と最大値を指定できます。選択したファームの種類の最小または最大システ
ムパラメータが「Service Units (SU) only」か「SUs and Hardware Types」の場合
は、「Service Units」フィールドに 0から 2147483647の範囲の値を入力する必要
があります。ただし、最大値が無制限である場合を除きます。

サービス単位の定義により、個々のデバイスを抽象化し、計算サービスをユー
ティリティのように使用することができます。フレキシブルな従量課金制の計算
リソースをユーザーに提供する方法として、SUの使用をお考えの場合は、SU
ベースのサービスモデルについて Technical Supportまでお問い合わせください。

任意指定の「Start Date」と「End Date」で、ファームのコントラクトの種類の有
効期間を指定します。「Start Date」フィールドには、デフォルトで、ファームの
送信時に入力した開始日が入ります。「Submit」を選択すると変更が保存されま
す。「Reset」を選択すると一番最近保存されたファームのコントラクトの種類の
再読み込みが行われます。

5. 「Submit」をクリックします。
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ニュースコンテンツの管理
この節では、Control Centerのメイン画面に表示するニュースコンテンツの作成方法
について説明します。ニュース項目は、すべてのアカウントまたは特定のアカウント
向けに発行できます。ユーザーに関係があると思われるあらゆるニュース項目を選択
できます。

「News Content」画面には、次のセクションがあります。

� 「Category」
� 「Story Preview」
� 「Story Editor」

上部左手の「Categories」セクションでは、ニュースカテゴリの追加、削除、または
更新を実行できます。「Add Story」をクリックすると、新しいカテゴリ名とそのカ
テゴリの簡単な説明の入力用ダイアログが表示されます。カテゴリを強調表示にし
て「Remove Story」をクリックすると、強調表示されたカテゴリがカテゴリリストか
ら削除されます。リスト内の既存の (強調表示された)カテゴリの説明と名前を更新す
るには、「Update Story」ボタンをクリックします。

Control Centerのユーザーのメイン画面に表示されるカテゴリの順番を制御する場合
は、カテゴリを選択し、カテゴリリストの上向き矢印または下向き矢印をクリックし
ます。ユーザーのメイン画面には、ここで選択された順にカテゴリが表示されます。
画面に初めてアクセスしたときは、デフォルトで、一番上のカテゴリが選択されてい
ます。

「Story Preview」ウィンドウでは、「Story Editor」ウィンドウの「Articles」ド
ロップダウンリストで選択した記事をプレビューできます。

「Articles」ドロップダウンリストを使って、既存の記事のプレビュー、削除、更新
や、新規記事の作成を実行できます。既存の記事をプレビューするには、ドロップダ
ウンリストから記事を選択します。記事を削除または更新するには、記事管理ウィン
ドウの上部右側の「Remove Story」ボタンか「Update Story」ボタンをクリックしま
す。

注 –サポートされている Latin-1 (ISO-8859-1)以外の文字セットをニュースメッセージ
にコピー &ペーストすると、エラーが発生します。

� 記事を追加、発行する

1. ドロップダウンメニューから「Add Story」を選択します。手順
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2. 「Account」ドロップダウンメニューから、どのアカウントを対象に記事を発行す
るかを選択します。

すべてのアカウント向けに記事を発行する場合は、「All Accounts」を選択しま
す。

注 –すべてのアカウント向けに記事を発行する場合は、記事の内容を事前に十分検
討してください。

3. 「Link Title」フィールドに、記事のリンクのタイトルを入力します。

4. 次の「Article Title」フィールドに、記事のタイトルを入力します。

5. 次の「Byline」フィールドに記者名を入力します。

6. ドロップダウンリストから、日付、時刻、タイムゾーンを選択します。

デフォルトのタイムゾーンは「Pacific Standard Time」です。

7. コンテンツウィンドウに記事のコンテンツを入力します。 HTMLタグも正しく解
釈されます。

注意 – HTMLタグは特に慎重に使用してください。不注意な使用方法だと、
Control Centerのユーザーインタフェースの外見や機能に問題が発生する可能性が
あります。

8. 「Preview Story」をクリックして記事をプレビューします。Control Centerのメ
イン画面 (ユーザー画面)に記事が表示されたら、必要に応じて編集を加えます。

9. 記事を発行する準備ができたら、「Commit」をクリックします。
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パート II

ファーム管理タスク

パート IIでは、論理サーバーファームの設計方法と構成方法、継続的管理方法を紹介
します。

このパートは、次の章で構成されています。

� 第 4章
� 第 5章
� 第 6章
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第 4章

サーバーファームの構築、更新、およ
び監視

この章では、Control Centerを使ったサーバーファームの作成、更新、および管理方
法について説明します。この章の内容は、次のとおりです。

� 85ページの「サーバーファームの設計と編集」
� 91ページの「ファームのインポートとエクスポート」
� 94ページの「サーバーと仮想インタフェースの構成」
� 98ページの「サブネットと VLANの構成」
� 101ページの「管理対象外のデバイスの Ethernetポートの構成」
� 103ページの「ロードバランサの構成」
� 112ページの「ファームの保存と起動」
� 126ページの「アクティブなファームの更新」
� 135ページの「アクティブなファームの監視」

サーバーファームは、ネットワークトポロジを視覚的に表現したものです。新しい
ファームを作成するには、この章の説明に従って「Editor」画面を使用します。メ
ニューと「Element」パレットの詳細については、35ページの「「Editor」画面」を
参照してください。

サーバーファームの設計と編集
ファームの構築は、「Editor」画面で行います。「Editor」画面のドラッグ &ド
ロップ形式のインタフェースには、ネットコンポーネントを表す要素のパレットが付
属しています。パレットには、次のネットコンポーネントを表すアイコンが並んでい
ます。

� 外部サブネット

� 内部サブネット

� サーバー

� ロードバランサ
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� Ethernetポート
� ファイアウォール (無効)

注 – Control Centerでは、ファイアウォールの構成は行えません。ファイアウォー
ルなどの管理対象外のデバイスは、Ethernetポート要素を使って表現できます。詳
細については、101ページの「管理対象外のデバイスの構成」を参照してくださ
い。

新しいファームの設計
新しいファームを設計するには、「Editor」画面のファーム要素パレットを使用しま
す。図 2–8を参照してください。「Editor」画面のナビゲート方法については、
第 2章を参照してください。

� 新しいファームを設計する

1. 管理者またはユーザーとして Control Centerにログインします。ユーザーとして
ログインした場合は、手順 3に進みます。

2. ナビゲーションバーの「Editor」をクリックし、手順 4に進みます。

「Editor」画面が表示されます。

3. 「New」ボタンをクリックし、手順 5に進みます。

「Create New Design」ダイアログボックスが表示されます。

4. 新しいファーム設計を作成するには、「File」メニューから「New」を選択しま
す。

「Create New Design」ダイアログボックスが表示されます。

5. 「Enter Name」フィールドにファーム名を入力します。

手順
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この名前はドメイン名の一部になります。たとえば、
farmname.accountname.ifabricname.yourorgname.comのように入力し
ます。

注 – DNS命名規則に準拠したファーム名を入力してください。 59ページの「DNS
命名規則」と59ページの「Control Centerのファーム命名規則」を参照してくだ
さい。

6. ドロップダウンリストから「I-Fabric」を選択します。

I-Fabric名は、インストール時に指定されます。

7. (任意)「Import Options」ボタンをクリックして、インポートするファイルの名
前を入力します。

91ページの「ファームのインポートとエクスポート」を参照してください。

8. 「OK」をクリックして、「Create New Design」ダイアログボックスを閉じま
す。

「Editor」画面が表示されます。

9. パレットの要素を「Editor」画面上にドラッグします。

10.要素上のポートをクリックして、接続を開始します。

ポートが使用可能であれば、選択したとき緑色で強調表示されます。

11.接続先の要素ポート上にポインタを移動します。

ワイヤコネクタが赤色で表示されます。
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12. 2番目のポートをクリックすると、接続が完成します。

接続は、サブネットからデバイスへの IPアドレスの割り当てを表します。ポート
接続に使用する要素と規則の詳細については、89ページの「ファーム要素の接
続」を参照してください。

� 91ページの「ファームのインポートとエクスポート」
� 93ページの「サンプルファームをダウンロードする」
� 95ページの「サーバーを構成する」
� 99ページの「外部サブネットを構成する」
� 103ページの「Ethernetポート要素を構成する」
� 114ページの「起動のためファームを送信する」

ファームの要素の設計およびアセンブル
パレットから「Editor」画面に要素をドラッグすることにより、ファームのアセンブ
ルを行います。続いて、要素同士を接続 (配線)します。要素パレットの具体的な使用
方法については、86ページの「新しいファームを設計する」を参照してください。

要素の詳細
Control Center内の要素は、ネットワークコンポーネントを表しています。要素を右
クリックすると、次のメニューオプションが表示されます。

� 「Configure」 -要素の構成用ダイアログボックスを表示する

� 「View Configuration」 -要素の構成を表示する

� 「Delete」 -ファームから要素を削除する

� 「Snapshot」 -要素のスナップショットをとる「Snapshot」ダイアログボックス
を表示する

参照
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注 –ファームの起動後は、ロードバランサ要素とサーバー要素でも、このメニュー
オプションが表示されます。

� 既存のファームを編集する

1. 管理者として Control Centerにログインします。

2. ナビゲーションバーの「Editor」をクリックします。

既存のファームのドロップダウンリストが表示されます。

3. 「Editor」ドロップダウンリストから既存のファームを選択します。

「Editor」画面にファームトポロジが表示されます。

ファーム要素の接続
ファーム要素を接続して、ネットワークトポロジの設計を行います。ファーム要素の
接続時には、次の一般規則に従ってください。

� 各ハードウェア要素には、物理ポートが 1つ以上含まれていなければならない

� ハードウェア要素はネットワーク要素 (外部サブネットと内部サブネット)、ネット
ワーク要素はハードウェア要素に接続しなければならない

� 配線接続を開始し、ポートで接続を完成するためには、ポートが緑色で強調表示さ
れていなければならない

以下では、各ファーム要素の配線規則について説明します。

ファーム要素の配線規則
この節では、ファーム内の要素と、これらの要素を配線する際の規則について説明し
ます。 Control Center内の要素を接続する際は、次の説明の内容を考慮してくださ
い。

手順
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� 外部サブネット。公開アドレス指定可能な外部サブネットワークを表します。起
動時に公開 IPアドレスが割り当てられます。割り当てられたすべての IPアドレ
スは、インターネット上で外部から表示可能です。外部サブネット接続上の最大
IPアドレス数は 2048個です。うち 6個は予約済みです。 Control Centerのデ
フォルトの数は 16個です。それ以上の配線接続が必要な場合は、プラス記号 (+)
をクリックして、サブネットに接続を追加します。構成方法については、99ペー
ジの「外部サブネットを構成する」と100ページの「VLAN構成を追加する」を
参照してください。

� 内部サブネット。ファーム内の非公開のサブネットワークを表します。起動時に
IPアドレスが割り当てられます。割り当てられた IPアドレスは非公開であり、内
部でしか表示できません。すべての内部サブネットのマスク長は固定で、24です
(255.255.255.0のネットマスク)。内部サブネットには、最大 253個のデバイスを接
続できます。マスク長 24は 256個の IPアドレスに対応していますが、そのうち 3
個は予約済みです。同一の VLAN内で複数のサブネットを構成できます。より多
くの配線接続が必要な場合は、プラス記号 (+)をクリックして、サブネットに接続
を追加します。構成方法については、98ページの「サブネットの構成」を参照し
てください。

� サーバー。単一のサーバー、またはサーバーグループを表します。上位インタ
フェースは eth0インタフェースです。上位ポート (eth0)に接続する必要がありま
す。一次ポート (eth0および eth1)をサーバーグループから削除することはできま
せん。一次ポートの接続先のサブネットの VLANが、一次ポートのネイティブ
VLANになります。 94ページの「サーバーとサーバーグループの構成」を参照
してください。サーバー、またはサーバーグループには、仮想インタフェースを
追加できます。サーバー上の個々の一次ポートに、最大 16個ずつ仮想インタ
フェースを構成できます。 97ページの「仮想インタフェースの構成」を参照して
ください。

� ロードバランサ。ロードバランサを表します。仮想インタフェースに送信された
トラフィックの負荷均衡処理を行い、さらにこのトラフィックを実際のインタ
フェースにリダイレクトすることにより、大量のトラフィックを複数のサーバーに
分散させます。上位ポート (eth0)は仮想インタフェースです。下位ポートは eth1
です。任意で、下位ポート eth1に接続できます。黄色のポートは VIPを表しま
す。緑色のポートは管理インタフェースを表します。緑色のポートは、ロードバ
ランサ上の各物理インタフェースに 1つずつ表示されます。ロードバランサは、
いずれかの管理インタフェースと同じサブネット上に 1つ以上のインタフェースを
持つ、あらゆるデバイスの負荷分散処理を行うことができます。 VIPを追加する
には、「Configure Load Balancer」ダイアログボックスを使用します。具体的な
手順については、107ページの「ロードバランサを構成する」と108ページの「パ
スフェイルオーバーモードでロードバランサを構成する」を参照してください。

� Ethernetポート。Ethernetポート要素は、Control Centerソフトウェアで直接管
理されていないデバイスとの接続を表します。 Ethernetポート要素を使って、
ゲートウェイデバイス、管理ネットワーク、ソフトウェアによってサポートされて
いない各種デバイスに接続することができます。また、この要素では、VPN、
バックホールルーター、バックアップネットワーク、監視ネットワーク、ファイア
ウォールなども表現できます。ポート eth0に接続する必要があります。具体的な
手順については、101ページの「管理対象外のデバイスの構成」を参照してくださ
い。
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構成用ダイアログの使用
ファーム要素の構成は、「Editor」画面を使って行います。要素をダブルクリックす
ると、構成用のダイアログボックスが開きます。次の表では、共通の構成用ダイアロ
グボックスについて説明します。要素の構成に固有のフィールドについては、個々の
ファーム要素の構成方法とともに説明します。

表 4–1共通の構成用ダイアログボックスのフィールド

フィールド名 説明

「Name」 ファームエディタ内の要素を識別する。要素名はファーム内で一意の有効
な DNS名でなければならない。 59ページの「DNS命名規則」と59ページ
の「Control Centerのファーム命名規則」を参照

「Def.
Gateway」

ドロップダウンリストから選択した値に従って、いずれかのローカルサブ
ネット上のデバイスのデフォルトゲートウェイとして IPアドレスを設定す
る。

「Def. Gateway」フィールドは、「Server Group」、「Load Balancer」の
各構成用ダイアログボックスで使用可能

「Notes」 同じアカウント内のその他のユーザーによる要素に関するメモと共有情報。
ファームライフサイクル状態の間に編集可能

「OK」 要素に変更を適用し、構成用ダイアログボックスを閉じる

「Cancel」 変更内容を破棄して構成用ダイアログボックスを閉じる

ファームのインポートとエクスポート

ファームのインポートとエクスポート
この節では、「Editor」画面の「File」メニューを使ったファイルのインポートとエク
スポートの手順について説明します。ファームのエクスポートには、FEML (Farm
Export Markup Language)を使用します。 FEMLで、論理サーバーファームを表現
し、論理サーバーファームに関連付けられた物理リソースのネットワークと構成トポ
ロジを記述します。 FEMLは、ブラウザで読み取り可能であるという点で、FMLと
は異なっています。標準の位置に、サンプル FEMLファームがインストールされま
す。サンプル FEMLファームには、Control Centerで
http://server:port/tcc/sample.jspを指定してアクセスします。
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� ファームをエクスポートする

1. ナビゲーションバーの「Editor」をクリックし、リストから既存のファームを選択
します。

2. 「File」メニューから「Export」を選択します。

「Farm Export」ダイアログボックスが表示されます。

3. 「Name」フィールドに、エクスポートするファイルの名前を入力します。

注 – FEMLは、エクスポート後、任意のファイル名と拡張子で保存できます。

4. ファームのエクスポート先を選択します。または、「Browse」ボタンをクリック
して、適切な位置を検索します。

5. 「OK」ボタンをクリックします。

選択した位置に、現在のファーム FEMLがエクスポートされます。

注意 –エクスポートする FEMLを手動で変更してはなりません。手動で変更する
と、正常にインポートできなくなることがあります。

93ページの「サンプルファームをダウンロードする」

� ファームをインポートする

1. Control Centerの「Editor」画面を開きます。

2. 「File」メニューから「Import Farm」を選択します。

「Create New Design」ダイアログボックスが表示されます。

3. 「Enter Name」フィールドにファーム名を入力します。

この名前はドメイン名の一部になります。たとえば、
farmname.accountname.ifabricname.yourorgname.comのように入力し
ます。

手順

参照

手順
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注 – DNS命名規則に準拠したファーム名を入力してください。 59ページの「DNS
命名規則」と59ページの「Control Centerのファーム命名規則」を参照してくだ
さい。

4. ドロップダウンリストから「I-Fabric」を選択します。

I-Fabric名は、インストール時に指定されます。

5. 「Import Options」ボタンをクリックして、インポートするファームの位置を入
力します。または、「Browse」ボタンをクリックして位置を検索します。

6. 「OK」ボタンをクリックします。

ファームが Control Centerにインポートされ、「Editor」画面に表示されます。

注 –ファーム内で構成されたデバイスを、ファームのインポート先の I-Fabricで使
用できない場合、エラーメッセージが表示されます。使用できないデバイスは、
赤色で強調表示されます。これは、インポートしたファームを起動のために送信す
る前に、再構成が必要であることを示します。

� 59ページの「DNS命名規則」
� 86ページの「新しいファームの設計」

� サンプルファームをダウンロードする

1. ブラウザのアドレスフィールドに次の URLを入力して、サンプルファームのダウ
ンロードページにアクセスします。

http://server:port/tcc/sample.jsp

2. ファイル名をクリックして、適切なサンプルファームをダウンロードします。

参照

手順
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注 –適切なサンプルファームの判別方法については、「Download Sample
Farms」の表の右側の欄を参照してください。デュアルスイッチ用のサンプル
ファームは、I-Fabricにデュアルスイッチデバイスが含まれる場合にしか使用でき
ません。

3. ファイルの保存先を入力します。

4. 将来参照できるように、保存した位置をメモしておきます。

5. 「OK」ボタンをクリックして、「Save」ダイアログボックスを閉じます。

6. サンプルファームのインポート方法については、92ページの「ファームをイン
ポートする」を参照してください。

サーバーと仮想インタフェースの構成

サーバーとサーバーグループの構成
この節では、サーバーストレージと構成タスクに関する一般的な情報を提供します。

ローカルディスクを持つサーバーは、SCSIまたは IDEインタフェースで物理的に接
続します。サーバーを起動し、配備するには、ブート可能な OSイメージを持つブー
トボリュームを 1個以上構成する必要があります。ディスクボリュームのサイズは、
イメージのサイズと同じか、それ以上とします。サーバーとサーバーグループの構成
時には、次の点を考慮する必要があります。

� サーバーの構成が正しくない場合は、構成の変更を勧めるエラーメッセージが表示
される

� サーバー名と IPアドレスが一覧表示される。 IPアドレスがまだ割り当てられてお
らず、使用できない場合、「not assigned」と表示される

� アクティブ状態でイメージの変更やディスクボリュームの追加または削除を実行し
た場合、警告が表示される。これらの処理を行うためには、サーバーをいったん停
止する必要がある

注意 –アクティブなサーバーグループの管理中、新しいディスクイメージを適用する
と、選択されたイメージがサーバーグループ内の各サーバーに適用されます。この場
合、すべてのサーバーが再起動するため、ダウン時間が発生します。
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各サーバーインタフェースは、通常、別々のサブネットに接続します。複数のインタ
フェースを同一のサブネットに接続する場合、この状況をオペレーティングシステム
がどのように処理するかについて、十分に理解しておく必要があります。必要に応じ
て、一方、または両方のインタフェースを接続します。たとえば、Webサーバーをフ
ロントエンドのサブネットに接続し、データベースサーバーをバックエンドのサブ
ネットに接続することにより、セキュリティを強化することができます。必要に応じ
て、サーバーグループ機構を使用し、サーバーをグループ化します。グループ化しな
い選択も可能です。サーバーを個別に制御するほうが細かく制御できますが、サー
バーグループ単位で制御するほうが管理は簡単です。

ファームがアクティブになったら、次のタスクを実行できます。

� アプリケーションとデータを含むソフトウェアイメージの作成

� 複数のサーバーグループの作成、または単一のサーバーグループ (共通の機能を持
つ複数のサーバー)の拡張

� ストレージの種類によっては、ストレージボリュームの追加。ディスクサイズ
は、ドロップダウンリストから選択したストレージの種類によって異なる

� サーバーを構成する

1. 「Editor」画面で、サーバー要素をダブルクリックします。

「Configure Server」ダイアログボックスが表示されます。

2. 「Name」フィールドに、DNS命名規則に準拠した新しい名前を入力します。

59ページの「DNS命名規則」を参照してください。

3. 「Type」ドロップダウンリストからデバイスの種類を選択します。

4. 「Def. Gateway」ドロップダウンリストからデフォルトゲートウェイを選択しま
す。

5. 「Server」フィールドのデフォルト値 (1)が適切であれば、受け入れます。

この値は、必要なサーバー数を示しています。

6. メモまたはコメントがあれば、「Notes」フィールドに入力します。

7. 適切な「Storage」タブをクリックします。

使用可能なストレージについて説明する、次の項目が表示されます。

� 「Boot」 -ローカルディスクはブート可能
� 「Channel」 -ローカルディスクのチャネル ID。ほとんどのディスクは 2つ
のチャネル (0および 1)を持ち、2つのディスク (マスターとスレーブ)をサ
ポートする

� 「Disk」 -マスターディスクであるかスレーブディスクであるかを示す
� 「Size」 -構成済みのディスクのサイズ

手順
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8. 「Select」ボタンをクリックして、イメージを選択します。

9. 「OK」ボタンをクリックします。

「Configure Server」ダイアログボックスが閉じます。

� 162ページの「アカウントソフトウェアイメージを使用する」
� 94ページの「サーバーとサーバーグループの構成」

� サーバーグループを作成する
サーバーグループは、共通の機能を持つ複数のサーバーのセットです。たとえば、
Webサーバーをグループ化して、複数のサーバーの保守管理および操作を単純化する
ことができます。サーバーグループを使用することにより、複数の同一のサーバーを
単一のエンティティとして管理できます。サーバーグループ内のすべてのサーバーは
同一と見なされ、同じイメージを使って起動します。以下では、「Editor」画面を
使ってサーバーグループを作成する方法について説明します。

注 –サーバーグループに配備されたモニターは、グループ内の各サーバーに自動的に
適用されます。

1. 「Editor」画面で、サーバー要素をダブルクリックします。

「Configure Server」ダイアログボックスが表示されます。

2. 「Server」フィールドに、必要なサーバーの数を入力します。

注 –灰色の領域にスクロールバーが表示されます。これで、追加したすべてのサー
バーを表示できます。 eth0: IPアドレスと eth1: IPアドレスは、ファームがアク
ティブになったあと、割り当てられます。

3. 新しいディスクにイメージを追加するには、「Select」ボタンをクリックします。

「Select Disk Image」ダイアログボックスが表示されます。

4. リストから適切なイメージを選択します。

5. 「OK」をクリックして、「Select Disk Image」ダイアログボックスを閉じます。

新しいイメージを適用するためにサーバーを停止するという警告メッセージが表示
されます。

6. 「OK」ボタンをクリックして、新しいディスクイメージを適用します。

7. 「OK」ボタンをクリックして、内容を保存して「Configure Server」ダイアログ
ボックスを閉じます。

参照

手順
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サーバー要素がサーバーグループを表すように変更されます。

162ページの「アカウントソフトウェアイメージを使用する」

仮想インタフェースの構成
この節では、仮想インタフェースの構成について説明します。サーバー上の各一次
ポートに、最大 16個の仮想インタフェースグループを構成できます。一次ポート
(eth0:2に対する eth0、eth1などのポート)は、削除することも変更することもできま
せん。一次ポートには DNS名が割り当てられています。また、一次ポートは、デバ
イスの一次インタフェースになることができます。接続されているすべてのインタ
フェースに対して、IPアドレスが割り当てられ、表示されます。サーバー上の特定の
サブネットからインタフェース接続ポイントにワイヤを描くと、このサブネットに IP
アドレスが割り当てられます。ファームを送信するには、すべてのサーバーに eth0
インタフェースを割り当てる必要があります。さらに、一次ポート上の仮想インタ
フェースが割り当てられている場合、一次インタフェースも割り当てる必要がありま
す。

以下では、Control Centerの「Editor」画面を使って、仮想ポートを構成する手順に
ついて説明します。

� 仮想インタフェースを構成する

1. 仮想インタフェースを追加する要素をダブルクリックします。

「Configure」ダイアログボックスが表示されます。

2. 画面の「Virtual Interfaces」領域のプラス記号 (+)をクリックします。

eth0:1、eth1:1のように、要素に仮想ポートが追加されます。

注 –物理ポート (実ポート)あたり最大 16個の仮想ポートを追加することができま
す。

3. 「OK」または「Apply」をクリックします。

「Configure」画面が閉じます。

4. 「File」メニューから「Save」を選択します。

仮想ポートの構成が保存されます。

� 103ページの「ロードバランサの構成」
� 108ページの「パスフェイルオーバーモードでロードバランサを構成する」

参照

手順

参照
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サブネットと VLANの構成

サブネットの構成
ファームがアクティブになると、サブネットの IPアドレスとマスクが割り当てられま
す。 IPアドレスとネットマスクの割り当ての詳細については、89ページの「ファー
ム要素の接続」を参照してください。「Configure Subnet」ダイアログボックスの使
用時には、次の点を考慮する必要があります。

� 「Subnet IP」は、このサブネット上の要素の基本 IPアドレス。 IPアドレスの割
り当ては、ファームが起動してから行われる

� 「Mask」は、このサブネット上の要素に割り当てられるネットマスク。割り当て
は、ファームが起動してから行われる

� 「VLAN」は、自動または手動で割り当てられる VLAN

注 – VLAN名リストは「Configure: VLANs」ダイアログボックスで管理され、各
サブネットと VLANの関連付けは「Configure Subnet」ダイアログボックスで行
われます。手動で VLANを構成する方法の詳細については、100ページの「手動
での VLANの構成」を参照してください。

以下では、「Editor」画面を使ってサブネットを構成する方法について説明します。

� 内部サブネットを構成する

1. 内部サブネット要素をダブルクリックします。

「Configure Subnet」ダイアログボックスが表示されます。

2. 「Name」フィールドに、内部サブネットの名前を入力します。

3. 「Notes」フィールドに、メモまたはコメントを入力します。

4. (任意)「Add Host Name」ボタンをクリックして、IPの名前を予約します。

5. 表示されているフィールドに DNS名を入力します。

入力した DNS名により、予約する各 IPアドレスの DNS接頭辞が指定されます。

6. 「OK」をクリックして、変更を保存します。

「Configure Subnet」ダイアログボックスが閉じます。

手順
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� 59ページの「DNS命名規則」
� 99ページの「外部サブネットを構成する」

� 外部サブネットを構成する
外部サブネットを使用することにより、インターネットまたは外部ネットワークに公
開される IPアドレスの数を指定できます。外部サブネット接続上の IPアドレスの数
は、最大で 2048個です。Control Centerでのデフォルト数は 16個です。外部サブ
ネットの構成時には、少なくとも 6個以上の IPアドレスを割り当てる必要がありま
す。

ファームのトポロジ内には、通常 1個の外部サブネットが存在します。場合によって
は、2番目の外部サブネットを追加して、次のような利点を得ることができます。

� 連続していない空き IPアドレスのブロックを使って、より多くの外部 IPを作成で
きる

� 別のサブネット上に存在していなければならない外部アクセスを持つ要素を追加で
きる

以下では、「Editor」画面を使って外部サブネットを構成する方法について説明しま
す。

1. 外部サブネット要素をダブルクリックします。

「Configure External Subnet」ダイアログボックスが表示されます。「Subnet
IP」フィールドには、このサブネットのネットワークアドレスが表示されます。
「Subnet IP」に表示されたアドレスは、ファームの起動後に割り当てられます。

2. 「Name」フィールドに名前を入力します。

3. 「Mask」フィールドで、サブネットマスクを選択します。

「MASK」は、この外部サブネット上の要素に適用されるネットマスクです。

4. 「Notes」フィールドに、メモまたはコメントを入力します。

5. (任意)「Add Host Name」ボタンをクリックして、IPの名前を予約します。

6. 表示されているフィールドに DNS名を入力します。

入力した DNS名により、予約する各 IPアドレスの DNS接頭辞が指定されます。
59ページの「DNS命名規則」を参照してください。

7. 「OK」をクリックして、変更を保存します。

「Configure External Subnet」ダイアログボックスが閉じます。

ネットマスクの割り当てについては、89ページの「ファーム要素の接続」を参照して
ください。

参照

手順

参照
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手動での VLANの構成
デフォルトでは、ファーム内の VLANの構成は自動的に行われます。しかし、手動
で構成することもできます。「Configure VLANs」ダイアログボックスで実行できる
管理作業には、次のものがあります。

� VLANの作成
� VLANの削除
� VLANの更新
� VLANのメンバーになっているサブネットのリストの表示
� 個々の VLANへの色の割り当て

VLANに付与される名前は、Control Center内で VLANゾーン (管理 VLANなど)を
構成するための識別子として使用されます。割り当てられる名前は、ファームの起動
時にスイッチ内で構成される実際の VLAN名とは関係ありません。実際のスイッチ
VLANは、ファームの起動時に使用できる状態であれば、Control Centerで指定され
た VLANゾーンに基づいて割り当てられます。

複数のサブネットに同一の VLAN名を関連付けることで、VLANタイプを作成しま
す。「Configure VLANs」ダイアログボックスで定義した VLAN名は、関連付けら
れた各サブネットの「Configure Subnet」ダイアログボックスに表示されます。
「Configure VLANs」ダイアログボックスで VLAN名のリストを定義し、
「Configure Subnet」ダイアログボックスで VLAN名とサブネットを関連付けます。

� VLAN構成を追加する

1. 「Editor」画面で、「Edit」メニューから「Configure VLANs」を選択します。

自動 VLAN構成について説明するメッセージが表示されます。

2. 「Configure VLANs」ドロップダウンリストから「Manually」を選択します。

「Configure VLANs」ダイアログボックスが表示されます。

3. 「Current VLANs」リストから VLANを選択します。

右側の区画に、名前、ワイヤの色、含まれるサブネットが表示されます。

4. 新しい VLAN情報を追加し、「Create VLAN」ボタンをクリックします。

負荷均衡のため、データ IPがあるサブネットをデータ VLAN内に移動します。

5. 「OK」をクリックします。

新しい VLAN情報が適用され、「Configure VLANs」ダイアログボックスが閉じ
ます。

手順
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注 – VLANを追加または削除した場合は、適切なサブネット構成を更新して、サ
ブネットに正しい VLANを関連付ける必要があります。 VLANを削除したあとサ
ブネット構成を別の LANに関連付けないと、エラーメッセージが表示されます。

� 98ページの「サブネットの構成」
� 99ページの「外部サブネットを構成する」

� VLAN構成を削除する

1. 「Editor」画面で、「Edit」メニューから「Configure VLANs」を選択します。

自動 VLAN構成について説明するメッセージが表示されます。

2. 「Configure VLANs」ドロップダウンリストから「Manually」を選択します。

「Configure VLANs」ダイアログボックスが表示されます。

3. 「Current VLANs」リストから VLANを選択します。

右側の区画に、名前、ワイヤの色、含まれるサブネットが表示されます。

4. VLANを削除するには、「Current VLANs」リストから名前を選択して、
「Delete VLAN」ボタンをクリックします。

5. 「OK」をクリックします。

VLAN情報が削除され、「Configure VLANs」ダイアログボックスが閉じます。

注 – VLANを追加または削除した場合は、適切なサブネット構成を更新して、サ
ブネットに正しい VLANを関連付ける必要があります。 VLANを削除したあとサ
ブネット構成を別の LANに関連付けないと、エラーメッセージが表示されます。

管理対象外のデバイスの Ethernetポー
トの構成

管理対象外のデバイスの構成
Ethernetポートは、ファームと I-Fabricの外部にある管理対象外のデバイスの接続を
表します。ファーム設計に Ethernetポートを追加することで、ソフトウェアでは構
成したり管理したりできないデバイスを接続することができます。

参照

手順
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このデバイスは、ファームの起動後に、プロビジョニング済みのスイッチポートに物
理的に接続する必要があります。

Ethernetポートの優良事例
Ethernetポートを使ってバックチャネルネットワーク接続に対する接続性を示す場合
は、次のことを行なってください。

� 『N1 Provisioning Server 3.1, Blades Editionシステム管理ガイド』の「管理対象
外の Ethernetデバイスの追加と削除」で、管理対象外のデバイスに関する情報を
確認する

� Ethernetポートを、ファーム内の重要なサーバーにもっとも簡単にアクセスできる
位置へ配置する

� ファームと組織の間のアクセス量を考慮して、適切な場合は制限を適用する

管理対象外のデバイスの Ethernetポート要素の構
成
Control Centerでは、管理対象外のデバイスに対して、次のタスクを実行することは
できません。

� デバイスの構成
� デバイスの電源の投入
� デバイスの電源の切断

管理対象外のデバイスに対して実行できるタスクは次のとおりです。

� I-Fabricへの接続
� インタフェースの種類と数の表示 (適用可能な場合)

管理対象外のデバイスは、このデバイスを使用するファームを起動する前に、手動で
接続する必要があります。以下では、Control Centerの「Editor」画面を使って
Ethernetポートを構成する方法について説明します。

デバイスタイプ「Unknown Device」の使用
デバイスタイプ「Unknown Device」を選択する場合、次の点を考慮してください。

� 「Unknown Device」は、N1 Provisioning Server 3.0からアップグレードした
Ethernetポート要素を表す

� 「Unknown Device」に対しては、Control Centerのリソースチェック機能は実行
されない
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� Ethernetポート要素を構成する

1. コマンド行で次の手順を実行します。『N1 Provisioning Server 3.1, Blades
Editionシステム管理ガイド』を参照してください。

2. 管理者として Control Centerにログインします。

3. 「Synchronize System」ボタンをクリックします。

4. ファーム設計を開き、Ethernetポート要素をダブルクリックします。

「Configure Ethernet Port」ダイアログボックスが表示されます。

5. 「Name」フィールドに名前を入力します。

6. 「Notes」フィールドに、メモまたはコメントを入力します。

7. 「Type」フィールドで、デバイスの種類を選択します。

Ethernetポートの IPアドレスは、ファームの起動時に割り当てられます。

8. 「OK」をクリックします。

「Configure Ethernet Port」ダイアログボックスが閉じます。

� 59ページの「DNS命名規則」
� 『N1 Provisioning Server 3.1, Blades Editionシステム管理ガイド』の「管理対象
外の Ethernetデバイスの追加と削除」

ロードバランサの構成

ロードバランサの構成
ロードバランサ要素のポートは次のとおりです。

� デバイスの各一次ポートに 1個の管理ポート
� 各一次ポートに 16個の仮想 IP (VIP)

VIP用として使用できるサブネットの数に制限はありません。サブネットは、どの
VLAN上にあってもかまいません。同様に、管理インタフェースは、どの VLAN上
のどのサブネットにも接続できます。負荷は、両方の管理ポート、またはいずれか一
方の管理ポート上の管理サブネットに接続されたサーバーに分散されます。 VIPをサ
ブネット要素に接続することにより、サブネットに IPを割り当てます。「Configure
Load Balancer」ダイアログボックスで VIPを追加することにより、IPの数を設定し
ます。

手順

参照

第 4章 •サーバーファームの構築、更新、および監視 103



注 – VLANをサポートしない Linuxオペレーティングシステムを実行しているサー
バー間に負荷を分散させるためには、すべてのサブネットが同一の VLAN上に存在し
ていなければなりません。

この節では、次のロードバランサ構成について説明します。

� パスフェイルオーバー。108ページの「パスフェイルオーバーモードでロードバラ
ンサを構成する」を参照

� デバイスフェイルオーバー、または高可用性 (HA)。107ページの「ロードバラン
サを構成する」を参照

� シングルデバイス (非 HA)。107ページの「ロードバランサを構成する」を参照

ロードバランサのシングルデバイス構成 (非 HA)は、標準の
replacefaileddevice要求機構によって提供されます。
replacefaileddevice要求については、『N1 Provisioning Server 3.1, Blades
Editionシステム管理ガイド』を参照してください。

次の図は、ロードバランサのシングルデバイス構成を示しています。

図 4–1単一のロードバランサデバイスを持つファーム
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パスフェイルオーバーを有効にするには、両方の管理インタフェース (緑色のポート)
を同一のサブネットに接続します。一方のインタフェースで障害が発生した場合、こ
のインタフェース上のパスは障害が発生していないほうのインタフェース上で復元さ
れます。次の図は、パスフェイルオーバー負荷均衡用に構成されたサーバーファーム
を示しています。

図 4–2パスフェイルオーバー負荷均衡を行うファーム

デフォルトでは、サーバー要素は、各一次ポートに 1個のインタフェースを持ちま
す。これが、このポートの一次インタフェースになります。一次インタフェースには
DNS名が割り当てられます。物理インタフェースのネイティブ VLANを設定するに
は、一次インタフェースを同一の VLANに配置します。一次インタフェースは削除
できません。また、一次インタフェースの一次ポートは変更できません。 DNS名
は、一次インタフェースに対してのみ表示されます。 IPアドレスは、割り当て時にす
べてのインタフェースに対して表示されます。

HA構成
選択したロードバランサが高可用性 (HA)構成である場合、ファーム表示領域の要素
に HAと表示されます。
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デバイスのフェイルオーバーまたは高可用性を有効にするには、standby-activeの
ロードバランサデバイスのペアを構成します。仮想インタフェースの追加と削除は、
「Configure Server」ダイアログボックスで行います。具体的な手順については、107
999ページの「ロードバランサを構成する」と97ページの「仮想インタフェースを構
成する」を参照してください。

ロードバランサの優良事例
データ VLAN、サービス VLAN、管理 VLAN用に、複数のサブネットが使用されま
す。

� データ VLAN - VIPが常駐する VLAN
� サービス VLAN -ロードバランサからサーバーへのトラフィックが通過する

VLAN
� 管理 VLAN -サーバーの負荷均衡処理が行われる VLAN

パスフェイルオーバー構成をサポートするため、Control Centerは複数のサブネット
上に仮想 IP (VIP)を割り当てます。 Control Centerは、ポートと複数のサブネット間
の接続を表示します。この機能により、両方のロードバランサポートを使用し、デー
タ VLANと管理 VLANの違いを表示することができます。

ロードバランサ管理インタフェースは、一方のサーバーインタフェースが置かれてい
るサブネット (管理サブネット)上に配置する必要があります。このサブネットは、
データ VLANともサービス VLANとも異なる VLAN上に存在していなければなりま
せん。

さらに多くの構成を、デバイスに対して直接実行することができます。これらの手動
での構成を終えたら、スナップショット機構を使って構成をキャプチャすることがで
きます。詳細については、165ページの「スナップショットによるアカウントイメー
ジの作成」と170ページの「ロードバランサのスナップショットを作成する」を参照
してください。

複数のロードバランサが必要なのは、ロードバランサが複数のサブネットに接続され
ている場合のみです。複数のロードバランサは、WebサーバーへのWebトラ
フィックの負荷均衡処理と、データベースサーバーへのデータベーストラフィックの
負荷均衡処理でよく使用されます。各 VLANは、別々のワイヤカラーで表されま
す。

注 –ロードバランサは、サーバーの負荷均衡処理だけを行うことができます。サブ
ネット、外部サブネット、Ethernetポートの負荷均衡処理は行えません。
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� ロードバランサを構成する
負荷均衡処理では、データと処理が、選択したリソースに均等に分散されます。ビジ
ネス上のニーズに合わせて、負荷均衡の種類を指定し、負荷均衡グループを特定しま
す。 IPアドレスは、ファームの起動後に割り当てられます。以下では、「Editor」画
面を使ってロードバランサデバイスを構成する方法について説明します。

1. 「Editor」画面で、ロードバランサ要素をダブルクリックします。

「Configure Load Balancer」ダイアログボックスが表示されます。

2. 「Name」フィールドに名前を入力します。

3. 「Type」ドロップダウンリストからデバイスを選択します。高可用性構成の場合
は、HAデバイスを使用します。

注 –ここで選択した種類の変更は、デバイスが設計状態のときしか行えません。

4. 「Policy」ドロップダウンリストから、負荷均衡ポリシーを選択します。

次の選択肢が表示されます。

� 「Round Robin」(デフォルト) —新しい接続は、ロードバランサグループ内の
サーバーに連続して経路指定される。よって、新しいセッションはすべての
サーバーに均等に分散される

� 「Least Connected」—新しい接続は、アクティブなセッションの数がもっと
も少ないサーバーに送信される

� 「Weighted」—新しい接続は、重みの割り当てに従ってサーバーに送信され
る。重みの値が大きいサーバーほど、受け取る接続の割合が大きくなる。重み
は個々の実サーバーに割り当てることができる。この重みによって、現在の接
続が各サーバーに渡される割合が決定される。デフォルトの重みは 1。ロード
バランサの重みは手動で設定する必要がある

注 –ロードバランサポリシーの変更は、設計状態およびアクティブ状態で行えま
す。

5. 「Notes」フィールドに、メモまたはコメントを入力します。

6. 「Add Binding」をクリックし、着信トラフィックの負荷均衡処理に使用する IP
ポートを指定します。

仮想インタフェースは、仮想ポート、実インタフェース、実ポートを構成するバイ
ンディングのセットを 1つずつ持ちます。トラフィックの負荷均衡処理は、同じ
ポートを共有するインタフェースに対して行われます。
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注 –このポートの変更は、設計状態またはアクティブ状態でしか行えません。

7. 「Real Interface」ドロップダウンリストからデバイスを選択します。

仮想インタフェース上の仮想ポートで着信されるトラフィックの実インタフェース
への負荷均衡処理は、指定された負荷均衡ポリシーに従って行われます。たとえ
ば、サーバーグループ上のインタフェースが実インタフェースとして指定された場
合、そのグループ内のすべてのサーバーにバインディングが適用されます。

8. 「Real Port」ドロップダウンリストから、トラフィックの負荷均衡を行うサー
バーによって使用されるポートを選択します。

仮想ポートと同じポートを選択してください。

注 –標準以外のポートを使用する場合は、ポートの設定を行う必要があります。

9. 「OK」をクリックします。

「Configure Load Balancer」ダイアログボックスが閉じます。

10.サーバーの構成を行います。 111ページの「負荷均衡処理のためにサーバーを構成
する」を参照してください。

� 59ページの「DNS命名規則」
� 108ページの「パスフェイルオーバーモードでロードバランサを構成する」
� 97ページの「仮想インタフェースを構成する」

� パスフェイルオーバーモードでロードバランサを
構成する
ここでは、パスフェイルオーバーを有効にするため、3つの異なった VLANサブ
ネットを構成する方法について説明します。 3つのサブネットは、それぞれデータ、
サービス、管理パスフェイルオーバー用です。

Solarisオペレーティングシステムを実行しているサーバーで負荷均衡処理を行うため
には、clbmodパッケージをインストールする必要があります。ファームの起動処理
の間に、インタフェースから clbmodモジュールが検索されます。モジュールが存在
しない場合、ファームを起動することはできません。

パスフェイルオーバーでは、ロードバランサで、VIPからロードバランサへのトラ
フィックが通過するインタフェースを変更できなければなりません。このためには、
両方の管理インタフェースを同一のサブネット上に配置します。ロードバランサの構

参照
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成が行われたインタフェースからターゲット IPへのパスが存在しないことが判明する
と、ロードバランサはこれらのパスを別の有効なインタフェース上で復元します。追
加情報と図は、106ページの「ロードバランサの優良事例」に記載されています。

注 –両方の管理インタフェースを同一のサブネット上に配置すると、自動的にパス
フェイルオーバーが構成されます。この構成では、ユーザーが選択した一次ポート上
で VIPの構成が行われます。一次ポートに障害が発生した場合、この処理はその他の
ポートで継続されます (フェイルオーバー)。

以下の手順を実行するときは、ファームコンポーネントの接続と命名に関する次の規
則が満たされているものとします。

� 外部サブネットがロードバランサに接続されている (データ VLAN)
� ロードバランサが管理サブネットに接続されている (管理 VLAN)
� 管理サブネットが Server1に接続されている (管理 VLAN)
� Server1がサービスサブネットに接続されている (サービス VLAN)
� 管理サブネットが Server2に接続されている (管理 VLAN)
� Server2がデータサブネットに接続されている (データ VLAN)

1. 管理 VLANの構成を行います。

サーバーの負荷均衡処理は管理 VLAN上で行われます。

a. ロードバランサ、2台のサーバー、外部サブネット、内部サブネット
を「Editor」画面上にドラッグします。

b. ロードバランサ管理インタフェースを内部管理サブネットに接続します。

この場合、ロードバランサは自動的にパスフェイルオーバーモードで構成され
ます。

c. ロードバランサから VIPを内部管理サブネットに接続します。

d. サーバーの両方の物理ポート上の一次インタフェースを管理サブネットに接続
します。

e. Server1サービスインタフェースをサービスサブネットに接続します。

f. サーバーのデータインタフェースを VIPと同じ VLANを持つデータサブ
ネットに配置します。

2. 「File」メニューから「Save」を選択します。

ファーム構成が保存されます。

3. ロードバランサ要素をダブルクリックします。

「Configure Load Balancer」ダイアログボックスが表示されます。

4. 「Type」ドロップダウンリストからロードバランサの種類を選択します。
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5. 「Policy」ドロップダウンリストからロードバランサのポリシーの種類を選択しま
す。

次の選択肢が表示されます。

� 「Round Robin」 (デフォルト) —新しい接続は、ロードバランサグループ内の
サーバーに連続して経路指定される。よって、新しいセッションはすべての
サーバーに均等に分散される

� 「Least Connected」—新しい接続は、アクティブなセッションの数がもっと
も少ないサーバーに送信される

� 「Weighted」—新しい接続は、重みの割り当てに従ってサーバーに送信され
る。重みの値が大きいサーバーほど、受け取る接続の割合が大きくなる。重み
は個々の実サーバーに割り当てることができる。この重みによって、現在の接
続が各サーバーに渡される割合が決定される。デフォルトの重みは 1。ロード
バランサの重みは手動で設定する必要がある

注 –ロードバランサポリシーの変更は、設計状態およびアクティブ状態で行えま
す。

6. プラス記号 (+)をクリックして、eth0:vip0インタフェースにバインディングを
追加します。

eth0:1のインタフェースバインディングが表示されます。

7. 仮想ポートと実ポートの編集フィールドに適切なポート番号を入力します。たとえ
ば 50を入力します。

8. 「Real Interface」ドロップダウンリストから、実インタフェースとして
Server1-eth0:1を選択します。

9. 仮想インタフェースの下のプラス記号 (+)のボタンをクリックして、インタフェー
スを追加します。

eth0:2のインタフェースが表示されます。

10.仮想ポートと実ポートの編集フィールドに適切なポート番号を入力します。たとえ
ば 50を入力します。

11.「Real Interface」ドロップダウンリストから、実インタフェースとして
Server2-eth0:2を選択します。

12.「OK」ボタンをクリックして、「Configure Load Balancer」ダイアログボックス
を閉じます。

13.サーバーの構成を行います。 111ページの「負荷均衡処理のためにサーバーを構成
する」を参照してください。

負荷均衡処理を有効にするためには、サーバーの構成を行う必要があります。

14.サービス VLANと管理 VLANを接続します。
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a. ロードバランサの VIPを外部サブネットと管理サブネットに接続します。

b. Server2のサービス仮想インタフェースとデータ仮想インタフェースをサービ
スサブネットとデータサブネットに接続します。

15. VLANの構成を行います。 112ページの「負荷均衡のために VLAN構成を変更す
る」を参照してください。

16.「File」メニューから「Save」を選択します。

ファーム構成が保存されます。

� 107ページの「ロードバランサを構成する」
� 97ページの「仮想インタフェースを構成する」
� 112ページの「ファームの保存と検証」
� 113ページの「起動のためファーム設計を送信」
� 59ページの「DNS命名規則」

� 負荷均衡処理のためにサーバーを構成する

1. サーバーと 2つの内部サブネット要素を「Editor」画面上にドラッグします。

2. Server2、サービスサブネット、データサブネットの各要素に名前を付けます。

3. サーバー要素をダブルクリックします。

「Configure Server」ダイアログボックスが表示されます。

4. プラス記号 (+)のボタンを 2回クリックして、2つの仮想インタフェースを使用可
能な一次ポートに追加します。

これらの仮想インタフェースは、サービス VLANとデータ VLANで使用されま
す。

5. 新しいディスクにイメージを追加するには、「Select」ボタンをクリックします。

6. 「Def.Gateway」ドロップダウンリストからロードバランサを選択します。

7. 「OK」ボタンをクリックします。

「Configure Server」ダイアログボックスが閉じます。

注 –ファームを送信するためには、すべてのサーバーに eth0を接続する必要があ
ります。つまり、各サーバーのサブネット上に IPを割り当てる必要があります。
さらに、その他の一次ポート上の仮想インタフェースが割り当てられている場合
は、そのポートの一次インタフェースも接続する必要があります。

参照
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� 負荷均衡のために VLAN構成を変更する

1. 「Editor」画面で、「Edit」メニューから「Configure VLANs」を選択します。

自動 VLAN構成について説明するメッセージが表示されます。

2. 「Configure VLANs」ドロップダウンリストから「Manually」を選択します。

「Configure VLANs」ダイアログボックスが表示されます。

3. 「Current VLANs」リストから VLANを選択します。

右側の区画に、名前、ワイヤの色、含まれるサブネットが表示されます。

4. サブネット要素をダブルクリックし、適切な VLANを選択して、データ IPが常
駐するサブネットをデータ VLANに変更します。

� Linuxオペレーティングシステムを実行しているサーバーの負荷均衡処理を行
う場合は、サーバーの接続先のすべてのサブネットを同じ VLAN内に構成する
必要があります。

5. 「OK」をクリックします。

新しい VLAN情報が適用され、「Configure VLANs」ダイアログボックスが閉じ
ます。

注 – VLANを追加または削除した場合は、適切なサブネット構成を更新して、サ
ブネットに正しい VLANを関連付ける必要があります。 VLANを削除したあとサ
ブネット構成を別の LANに関連付けないと、エラーメッセージが表示されます。

ファームの保存と起動

ファームの保存と検証
設計プロセスの間、定期的にファーム設計を保存してください。こうすることによ
り、設計を保存するだけでなく、毎回の保存時に問題を修正することができます。
ファームを保存するには、「File」メニューから「Save」を選択します。ファームを
起動のために送信すると、Control Centerによりファームの検証が行われます。この
検証では、要素が配線規則に従って適切な位置に配線されていること、および、契約
事項に該当する場合は、要素が契約の許諾範囲内にあることを確認できます。
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ファームの検証
Control Centerで、ファームを起動のために送信すると、「Pending Requests」画面
にそのファームの状態の変化が表示されます。同様に、ファーム状態の変化の通知を
電子メールで受け取ることもできます。ただし、このためには、ソフトウェアのイン
ストール時に適切な構成を行う必要があります。

� ファームを検証する
Control Centerでは、設計が有効であるかどうかをチェックできないので、この処理
は手動で行う必要があります。

1. 次の設計の詳細を考慮しながら、「Editor」画面でファーム設計を確認します。

外部サブネット接続ごとに、管理オーバーヘッドのため次の 6つの IPアドレスが
使用されます。

– ネットワーク基底アドレス
– 接続の監視に使用する仮想インタフェース
– エッジルーター 1
– エッジルーター 2
– HSRPアドレス
– ブロードキャストアドレス

2. 指定された外部サブネット接続が適切かどうかを検証します。

たとえば、ユーザーはクラス Cのアドレス空間全体を要求してはいません。

3. ファーム設計が有効である場合は、116ページの「ファーム起動タスク」に進みま
す。

4. アクティブなファームを更新する方法については、126ページの「アクティブな
ファームの更新」を参照してください。

5. ファーム設計が無効である場合は、119ページの「ファーム要求の取り消し」で、
起動要求の取り消しまたは拒否の方法を確認してください。

起動のためファーム設計を送信
ファームを構成したあと起動するためには、そのファームを起動のために送信する必
要があります。

Control Centerによる規則のチェック
Control Centerは、ファームを起動のために送信する前に、規則のチェックを行いま
す。設計にエラーがあった場合、エラーの修正を求めるメッセージが表示されます。

チェックされる規則は次のとおりです。
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� すべての要素がその要素の規則に従って構成されていなければならない

� すべてのハードウェア要素が必要な配線接続を持っていなければならない

� 各要素に有効なハードウェアデバイスが構成されている

� 要素の構成に、削除された要素への参照が含まれていない

� すべてのサーバーがブートディスクを持っていなければならない

� デフォルトのゲートウェイ構成に循環ループが含まれていない

� 外部に公開される IPアドレスの必要数が要求された最大数を超えない

注 – Control Centerは、リソースがコントラクトによって設定された制限内にある
か、またその時点で I-Favric内に存在するかについては検証しません。

� すべての VIPが接続されていなければならない (接続されていない場合、警告が表
示される)

� ロードバランサからトラフィックを受け取るすべてのサーバーが、データ VLAN
上にインタフェースを持っていなければならない (持っていない場合、警告が表示
される)

� 起動のためファームを送信する

1. 「Editor」画面でファームを開き、設計が正しいことを確認します。

2. 「Submit」ボタンをクリックします。

「Farm Activation」ダイアログボックスが表示されます。使用できないデバイス
は赤色で強調表示されます。
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図 4–3「Farm Activation」ダイアログボックス

3. 要求されたリソースがすべて使用可能で、この要求に応えることができる場合は、
「Submit」ボタンをクリックします。

注 –起動時にデバイスが別のファームに割り当てられている場合など、要求が発行
された時点で要求されたデバイスを使用できない場合もあります。

ファームライフサイクルアイコンの上にマウスカーソルを置くと、「pending
active」と示されます。 DとAを結ぶ線が赤色に変わります。Aを囲む円がアニ
メーション化され、ターゲットのファーム状態を示します。

メイン画面と「Monitor」画面には、最近完了したファームの状態が表示されま
す。「Editor」画面には、要求されたファームの状態が表示されます。起動処理
が完了すると、メイン画面と「Monitor」画面が最近完了したファームの状態 (ア
クティブ)を反映するように更新されます。「Editor」画面のファームライフサイ
クルアイコンが「Active」に変わります。

第 4章 •サーバーファームの構築、更新、および監視 115



ファーム起動タスク
この節では、ファーム起動要求を送信したあとファームを起動するために必要なタス
クを一覧します。その後の節では、さまざまなタスクの実行手順について説明しま
す。ファームを起動するには、次のタスクを実行する必要があります。

1. Control Centerの「Administration」画面でファームのコントラクトパラメータを
設定する。 79ページの「コントラクトパラメータを設定する」を参照

2. 「Administration」画面を使ってファーム起動要求のブロックを解除する、または
コマンド行インタフェースを使ってファームを起動する。起動要求は、最初の段
階ではブロックされている。 116ページの「ファーム起動要求のブロックを解除す
る」 119ページの「ファーム起動コマンドを使ってファームを起動する」を参照

ファームがアクティブになったら、次のタスクを実行します。

1. 必要に応じて、すべてのユーザーデバイスのパスワードを変更する

2. ユーザーのネットワークのルーティングを設定する

3. ping、telnetなどのリモートアクセスソフトウェアを使って、ファーム上の外
部から使用可能な IPアドレスにアクセスできることを確認する

ファーム起動要求のブロックの解除
起動のためファームを送信したとき、初期段階では起動要求はブロックされていま
す。「Administration」画面の「Farm Management Tools」の下の「Pending
Requests」オプションを使って、起動要求のブロックを解除します。

注 –「Pending Request」オプションでは、その他の要求のブロックも解除できます。
たとえば、ファームを待機状態にする要求、ファームを停止したり再起動したりする
要求、ファームを削除する要求のブロックを解除できます。

� ファーム起動要求のブロックを解除する

1. Control Centerの「Administration」画面にログインします。

2. 画面の左側から、適切なアカウントとファームを選択します。

3. 「Pending Requests」ボタンをクリックします。

「Pending Requests」画面が表示されます。

4. 「Show」ドロップダウンリストから表示する要求の種類を選択します。

5. 「Pending Requests In」ドロップダウンリストから、I-Fabric名を選択します。
選択した I-Fabricからの要求を保留状態にしているファームが表示されます。
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6. 「Show Pending Requests For All Accounts」チェックボックスをクリックし
て、すべてのアカウントの保留状態になっているすべての要求を表示します。

7. 状態を変更するファームを検索します。

「Editor」画面でファーム設計を確認する場合は、「View Selected Farm」をク
リックします。

8. 「Unblock Request」をクリックして、ファームの起動を開始します。

確認ダイアログボックスが表示されます。

9. 「OK」をクリックすると、要求のブロックが解除されます。

起動処理の追跡
ファーム要求のブロックが解除されると、N1 Provisioning Serverソフトウェアによ
り、ファームのインスタンス化に必要なハードウェアリソースとソフトウェアコン
ポーネントが特定されます。まず、システムにより、リソースプールからすべての
ハードウェアリソースが割り当てられます。デバイスごとに、ファーム設計に指定さ
れたとおりに物理デバイスの構成が行われます。要求されたイメージのコピーを開始
し、サーバーに指定された役割に従ってサーバーの構成を行うのもシステムです。

注 –リソースプールは、I-Fabric内の未使用のデバイスの単一のプールです。ファー
ムを作成すると、作成されたファームはこのプール内の使用可能なデバイスを使用し
ます。

「Farm Details」
メイン画面、「Editor」画面、「Monitor」画面の「Farm Details」セクションを
使って、ファーム要求を追跡することもできます。メイン画面と「Monitor」画面
の「Farm Details」には、ファーム要求の履歴が表示されます。「Editor」画面
の「Farm Details」の項目をクリックすると、ファームトポロジと要求時の構成が表
示されます。

� ファーム要求の履歴を表示する

1. Control Centerの「Administration」画面にログインします。

2. 「Current Account」ドロップダウンリストから適切なアカウントを選択します。

3. 「Current Farm」ドロップダウンリストから適切なファームを選択します。

4. 「Farm Requests」ボタンをクリックします。

手順
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「Farm Requests」画面に、ファームの要求の履歴が表示されます。
「Messages」領域には、要求 IDごとにメッセージログの詳細が表示されます。

5. ファーム要求クエリーを設定します。

a. 「Show」ドロップダウンリストから I-Fabric名を選択します。

b. 「Request From」フィールドと「To」フィールドに日付範囲を入力します (適
用可能な場合)。

c. 「Show requests for all farms」か「Show requests for all accounts」をク
リックします。

6. クエリーを実行するには、「Go」ボタンをクリックします。

手動でのファームの起動
好みによって、ファームを手動で起動することもできます。この場合は、Control
Centerの「Administration」画面ではなく、コマンド行インタフェースを使用しま
す。ファームを手動で起動する場合は、まず、ファームを起動するターゲットの I-
Fabric 内に使用可能な適切なリソースがあるかを検証します。 device -LF コマンド
で、空きデバイスを一覧表示できます。 さらに、device -lr <deviceID> コマン
ドで、デバイスの構成を行なった役割を確認できます。

N1 Provisioning Serverソフトウェアは、ファームのインスタンス化に必要なハード
ウェアリソースとソフトウェアコンポーネントを特定します。まず、システムによ
り、リソースプールからすべてのハードウェアリソースが割り当てられます。デバイ
スごとに、ファーム設計に指定されたとおりに物理デバイスの構成が行われます。要
求されたイメージのコピーを開始し、Control Centerの構成内容に従ってサーバーの
構成を行うのもシステムです。

注 –リソースプールは、単一のデバイスプールです。作成したファームは、このプー
ル内の使用可能なデバイスを使用します。

ファーム起動コマンドによるファームの起動
「Administration Tools」を使って、ファーム起動コマンドを実行し、起動を開始する
ことができます。

注 – ヘルプが必要な場合は、farm -h コマンドを使用します。

118 N1 Provisioning Server 3.1, Blades Edition Control Center管理ガイド • 2004年 3月



� ファーム起動コマンドを使ってファームを起動す
る

1. SP 上のファームを起動するには、farm -a farm_ID コマンドを入力します。

注 –この要求に高優先度のコードを追加する場合、またはERROR状態のファーム
宛てに要求を発行する場合は、-fオプションを指定して、高優先度の要求を作成
します。 ERROR状態の詳細については、第 6章を参照してください。

2. Solarisオペレーティングシステム上で実行されるソフトウェアのために、
/var/adm/messagesファイル内のエラーメッセージをチェックします。
/etc/opt/terraspring/tspr.propertiesファイル内のデバッグオプション
がオンになっている場合は、/var/adm/tspr.debugファイル内のすべてのエ
ラーメッセージをチェックします。 メッセージを表示するには、tail -f
/var/adm/tspr.debug コマンドを実行します。また、farm -l コマンドの出力
のエラー列を監視します。 さらに、request -lf farm_ID コマンドを使って
ファームの要求待ち行列を監視し、待ち行列のステータスをチェックします。

注 – tspr.debugは、複数のファーム上で同時に処理が行われた場合、メッセー
ジをインタリーブします。

3. ファームのステータスが ACTIVE に変わったら、lr -lv farm_ID コマンドを
使ってファームのリソースを表示します。

ファーム構成には、ファームのサーバーの IPアドレスとサブネット構成も含まれ
ます。この情報は、割り当て処理が完了するとすぐに有効になります。ファーム
が ACTIVE状態になるのを待つ必要はありません。

注 – Farm Managerは、ファーム起動処理とファーム関連のすべての更新のログ
ファイルを保持します。メッセージは /var/adm/messagesファイルに記録され
ます。ファームのアクティビティをリアルタイムで追跡する場合は、ファームの
所有者の SP 上で tail -f /var/adm/tspr.debug コマンドを実行して、デ
バッグログファイルを表示します。

ファーム要求の取り消し
ファーム要求を取り消したり、拒否するには、「Administration」画面の「Pending
Request」オプションを使用します。

手順
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注意 –ファーム要求を取り消せるのは、起動要求がブロックされているか、ステータ
スが「Queued」の場合のみです。起動処理が開始されると、「Cancel Request」ボ
タンは無効になります。

� ファーム要求を取り消す

1. Control Centerの「Administration」画面にログインします。

2. 画面の左側から適切なアカウントとファームを選択します。

3. 画面の左側の「Farm Management Tools」の下の「Pending Requests」をク
リックします。

4. 取り消す (または拒否する)ファーム要求を選択して、「Cancel Request」をク
リックします。

確認ダイアログが表示されます。

5. 「OK」をクリックします。

次の変更が行われます。

� ファームの状態が以前の状態に戻る
� ライフサイクルアイコンが「Canceled」に変わる
� 「Request History」に「Canceled」と表示される

ファームのロックとロックの解除
ファームを起動のために送信したあと、パスワードを適用して、ほかのユーザーが
ファームに変更を加えることができないようにロックすることができます。設計状態
を除くあらゆる状態のファームをロックできます。

� ファームをロックする

1. Control Centerの「Administration」画面にログインします。

2. 画面の左側から適切なアカウントとファームを選択します。

3. 「Lock Current Farm」をクリックします。

「Set Farm Lock」ダイアログボックスが表示されます。

手順
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4. パスワードを入力します。さらに、確認のため、同じパスワードを再入力します。

パスワードの長さは 30文字以内です。

5. 「Lock」をクリックすると、ファームがロックされます。

「Editor」画面に、ファームがロックされたことを示すアイコンが表示されます。

� ファームのロックを解除する

1. Control Centerの「Administration」画面にログインします。

2. 画面の左側から、適切なアカウントとファームを選択します。

3. 「Unlock Current Farm」をクリックします。

「Set Farm Lock」ダイアログが表示されます。

手順
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4. 以前にファームをロックしたとき設定したパスワードを入力します。

5. 「Unlock」をクリックします。

ファームロックパスワードのリセット
ファームロックパスワードを忘れてしまった場合は、コマンド行インタフェース
(CLI)を使ってパスワードをリセットする必要があります。

� ファームロックパスワードをリセットする

1. コマンド行プロンプトで、次のコマンドを入力し、Enterキーを押します。

resetpasswd -f farm_ID

新しいパスワードの入力を求めるプロンプトが表示されます。

2. 新しいパスワードを入力します。

注 –このコマンドは、古いパスワードを入力しなくても使用できます。古いパス
ワードを置き換える新しいパスワードの入力が求められるだけです。

CLIによるファームのロックおよびロックの解除
ファームのロックとロックの解除は、CLIでも実行できます。 CLIでは、lockfarm
-l farm_ID コマンドを使用して、パスワードの設定なしでファームをロックできま
す。ファームロックをパスワードで保護する場合は、-pオプションを指定します。

手順
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� CLIでファームをロックする

1. コマンド行プロンプトで次のコマンドを入力します。

lockfarm -l -p farm_ID

パスワードの入力を求めるプロンプトが表示されます。

2. パスワードを入力します。

� CLIでファームのロックを解除する

1. コマンド行で次のコマンドを入力します。

lockfarm -u -p farm_ID

パスワードの入力を求めるプロンプトが表示されます。

2. パスワードを入力します。

リソースの可用性のチェック
ファームを起動する前に、リソースの可用性をチェックします。

� リソースの可用性をチェックする

1. Telnetで SPにアクセスします。

2. 次のコマンドで、このファーム要求の使用可能なリソースをチェックします。

rsck farm ID

3. I-Fabric内の空きデバイスのリストを表示する場合は、次のコマンドを入力しま
す。

device -LFt type

4. ファームに適切な内部サブネットがない場合は、必要に応じて、次のコマンドを
使ってサブネットを追加できます。

subnet -cm mask_length starting_IP_address

5. 十分なサブネットが使用できない場合は、ネットワーク管理者に、使用可能なアド
レス空間を要求する必要があります。どのサブネットを追加するべきかわかって
いる場合は、次のサブネットコマンドで追加できます。

手順
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subnet -xcm mask_length starting_IP_address

注 –コントロールプレーンサーバーにより、正しいサブネットマスクのアドレス空
間が割り当てられます。

6. ファームに Ethernetポートデバイス (I-Fabricの外部のデバイス)がある場合は、
102ページの「管理対象外のデバイスの Ethernetポート要素の構成」の説明に
従って、このデバイスを手動で接続および構成する必要があります。

アクティブなファームの配信
ユーザーやアカウントマネージャに代わってファームを起動する場合、ユーザーにア
クティブなファームを配信するためには、次の情報をやりとりする必要があります。

� IPアドレス
� デバイスのパスワード
� 補足情報

ユーザーとの起動情報の交換
この節では、ファームの配信時にユーザーと交換する必要がある情報の種類について
説明します。

IPアドレス

ユーザーは、ファームの IPアドレスを知っている必要があります。ユーザーは、各
デバイスの IPアドレスを Control Centerで確認できます。ユーザーデバイスに割り
当てられたすべての IPアドレスを表示するレポートを生成することもできます。
データの検索には、lr -lv farm_ID コマンドを使用します。

外部の公開サブネットワークの場合、ブロードキャスト前のネットワーク内のアドレ
スが、 HSRPアドレス (デフォルトのゲートウェイ)になります。以前の 2つのアド
レスは、エッジルーターインタフェースになります。最も単純なレポート書式は、図
4–4のようなスプレッドシート形式です。
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図 4–4単純なレポート書式

デバイスのパスワード

ユーザーは、ファームデバイスのデフォルトのパスワードと自身が割り当てたパス
ワードを知っている必要があります。

補足情報

アドバイスとして、ユーザーに次の情報を提供してください。

� ユーザーがネットワークデバイスパスワード (ロードバランサ)を変更するとき
は、必ず管理者に通知する。ネットワークデバイスパスワードの変更後、管理者
への通知を怠ると、Control Centerがネットワークデバイスからロックアウトされ
る。さらに、監視機能も停止する

� ユーザーは、どのオペレーティングシステムを使用している場合でも、サーバー上
のデバイスパスワードを最初に割り当てられたあとただちに変更する必要がある。
Control Centerは引き続きサーバーにアクセスする。ユーザーが監視エージェン
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トを無効にしないかぎり、監視機能も引き続き実行される

アクティブなファームの更新
Control Centerでは、ユーザーのニーズに応じて、ファームを変更またはフレックス
(スケール)し、変更を適用してアクティブなファームを更新することができます。
ファームの保留、再起動、停止、および削除も可能です。

Control Centerの「Editor」画面で、アクティブなファームを更新できます。変更を
保存するには、「File」メニューから「Commit」を選択して、実行中のファームの変
更要求を発行します。

ファームの計算リソースの追加と削除
必要に応じて、ファームを変更 (フレックス)できます。「フレキシング」は、計算リ
ソースの追加および削除機能について説明する用語です。サーバーグループのサー
バーの追加や削除、またはファームのその他のデバイスの追加や削除を表すことがで
きます。

Control Centerでアクティブなファームの設計を変更したら、「File」メニューか
ら「Commit」を選択して、起動のため再送信する必要があります。

� アクティブなファームのリソースを追加または削
除する

1. アクティブなファームを検索し、選択します。

2. 「Editor」画面で、アクティブなファームの設計に変更を加えます。

3. 「FIle」メニューから「Commit」を選択します。

「Commit Change for Farm Update」ダイアログボックスが表示されます。
「Bill of Materials」セクションに、次の情報を含むリソースのリストが表示されま
す。

� 「Available」—使用可能なリソースの数 (種類別)
� 「Requested」—要求されたリソースの数 (種類別)
� 「Allocated」—ファーム内に現在割り当てられているリソースの数
� 「Total」—この要求が処理されたときユーザーに提供されるリソースの合計数

(要求されたリソースと割り当てられたリソースの合計数)
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� 「Contract Min」—コントラクトによって許容されるリソースの最小限度
� 「Contract Max」—コントラクトによって許容されるリソースの最大限度

注意 –サブネット以外の赤で表示されている項目は、この要求に応えるために
必要なリソースが現在不足していることを示します。

4. この要求に応えるためすべてのリソースを使用できる場合は、「Submit」をク
リックしてファームを送信します。それ以外の場合は、「Cancel」をクリックし
ます。

要求した物理的なリソースは、要求が処理されたあと、アクティブなファームで利
用できます。

注 –要求のステータスは、メイン画面と「Editor」画面の「Farm Details」セク
ション、「Administration」画面の「Farm Request」セクション、また
は「Account」画面の「Account Request Log」で確認できます。

� 117ページの「起動処理の追跡」
� 43ページの「アカウント要求ログの表示」

ファームの状態の変更
配備済みのファームには、次の状態変更を実行できます。

� 配備済みファームの起動
� アクティブなファームの待機状態への変更
� 待機状態のファームの停止
� 待機状態のファームの再起動

アクティブなファームが待機状態になると、すべてのストレージボリュームは保持さ
れますが、ハードウェアは空きプールに戻されます。具体的には、ストレージを除く
すべての要素がアイドルプールに戻されます。ファームを停止 (非アクティブ化)した
場合、このファームをテンプレートとして保持するか、削除するかを選択できます。

ファームを待機状態にしたあと、このファームの再起動を要求して、ファームをアク
ティブ状態に戻すことができます。非アクティブなファームを再起動することはでき
ません。ただし、SaveAs機能を使って、非アクティブなファーム設計のコピーを作
成し、変更を加えて起動のため送信することは可能です。

ファームの待機状態への変更
待機状態では、アイドル状態のファームによって使用されるほとんどのリソースを簡
単に解放できます。あとで簡単に短時間で再起動できるように、ファームの設計と
データの保存も行われます。

参照
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待機状態では、サーバーやロードバランサが空きプールに戻されます。ネットワーク
構成、リソース (IPアドレス、VLANなど)を含むファーム設計とディスクデータは
保存されます。

� サーバーにローカルディスクがある場合、システムはすべてのディスクのイメージ
コピーを作成してからボリュームの内容を消去し、サーバーを空きプールに戻しま
す。

� コントラクト制限および監視構成情報は保存されます。

ファームの停止
Control Centerによりファームを停止できます。停止したファームは完全に廃棄され
ます。よって、すべてのリソースは解放され、その他の用途で使用できるようにクリ
アされます。関連付けられた設計と履歴だけが、Control Center内の非アクティブな
ファームとして保持され、追跡の対象となります。

ファームに Ethernet接続のデバイスが含まれる場合 (Control Centerの「Editor」画
面に Ethernetポート要素の接続がある場合)、このデバイスはファームの停止の一環
として手動で切断します。そうしないと、デバイスの IPアドレスが別のユーザーの
新しいファームに再度割り当てられるため、セキュリティリスクが発生します。

� 配備済みファームを待機状態または非アクティブ
に変更する
その他のファーム要求と同様に、ファームの停止要求やファームを待機状態にする要
求も、最初の段階ではブロックされています。したがって、ファーム要求の送信後、
ファーム要求のブロックを解除する必要があります。これらのタスクは、
「Administration」画面の「Farm Management Tools」を使用して行います。

1. 次のいずれかの手順を実行します。

a. 「Editor」画面のドロップダウンリストから、待機状態 (非アクティブ)にする
ファームを選択します。

b. メイン画面の Farm Chooserの「Deployed」タブで、待機状態 (非アクティブ)
にするファームを選択します。図 4–5は、Farm Chooserの「Deployed」タブ
の例です。

注 –アクティブ状態のファームは削除できません。最初に、ファームを停止す
る必要があります。
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図 4–5 Farm Chooserの「Deployed」リスト

メイン画面のファーム表示領域にファームが表示されます。

2. 「Farm Display」領域の「Edit」をクリックして、設計を「Editor」画面で開きま
す。

3. 「Action」メニューをクリックして、使用可能なオプションを表示します。

� 「Standby」 -ファームを待機状態にする
� 「Inactive」 -ファームを非アクティブ状態にする

4. 必要な状態変更を選択します。選択内容の確認を求めるプロンプトが表示されま
す。

� このファームを停止する場合は、「Make Inactive」を選択する
� 「Make Standby」を選択すると、ファームが待機状態になる

5. 「OK」をクリックします。

注 – Control Centerのその他のユーザーが管理者である場合、ユーザーの待機状態
の要求を取り消すことができます。ユーザーは、待機状態のファームを再起動す
ることができます。

� ファームを停止または待機状態にしたあとファー
ム要求のブロックを解除する

1. 「Administration」画面の「Farm Management Tools」領域から、「Pending
Requests」画面を開きます。

2. 要求を選択します。

手順
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3. 「Unblock Request」をクリックします。

ファーム要求のブロックを解除する方法について、詳しくは116ページの「ファー
ム起動要求のブロックの解除」を参照してください。

Ethernetポートまたは管理対象外のデバイスの解
放
Ethernetデバイスは、ファームを停止した時点では解放されていません。手動で解放
する必要があります。また、データベースと同様にデータセンターからも Ethernet
デバイスをアンワイヤし、削除しなければならない場合があります。

� Ethernetデバイスを解放し、データベースからデ
バイスを削除する

1. Ethernetデバイスを解放するには、次のコマンドを使用します。

device -sB Ethernet_devid
device -sF Ethernet_devid

2. データベースからデバイスを削除するには、次のコマンドを使用します。

device -d Ethernet_devid

待機要求と停止要求の取り消し

注 –要求のブロックをまだ解除していない場合、またはブロックを解除された要求が
まだ処理されていない場合は、その要求を取り消すことができます。その要求が処理
されたあとは、その変更を取り消すことはできません。

誤って目的外のファームの状態を変更してしまったときなどは、ファームを待機状態
にする要求やファームを非アクティブにする要求を取り消すことができます。変更要
求を取り消せるのは、ファームが待機状態または非アクティブな状態になる前だけで
す。

このファームを再起動するには、非アクティブなファームを新しい名前でコピーし
て、検証および起動のために再送信するしかありません。関連情報については、134
999ページの「ファームのコピー」と59ページの「DNS命名規則」を参照してくだ
さい。

手順
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� 待機または停止要求を取り消す

1. 「Administration」画面の「Farm Management Tools」領域から、「Pending
Requests」画面を開きます。

2. ファーム要求を選択します。

3. 「Cancel Request」をクリックします。

ファームはアクティブな状態を継続します。

ファームの再起動
待機状態のファームを再起動して、アクティブな状態にすることができます。

� ファームを再起動する

1. 次のいずれかの手順を実行します。

� 「Editor」画面のドロップダウンリストから再起動するファームを選択する
� Farm Chooserの「Deployed」リストから待機状態のファームを選択する
� 「Edit」をクリックして、「Editor」画面でファームを開く

ファーム表示領域にファームが表示されます。

2. 「Action」メニューをクリックして、「Reactivate」を選択します。

「Reactivate」をクリックすると、図 4–6のような「Activate Farm」ダイアログが
表示されます。

手順

手順
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図 4–6起動のため送信

「Activate Farm」ダイアログボックスの「Bill of Materials」セクションには、次
の情報を含むリソースのリストが表示されます。

� 「Available」—この時点で使用可能な I-Fabric内のリソースの数 (種類別)
� 「Requested」—この送信で要求されたリソースの数 (種類別)
� 「Allocated」—現在までに割り当てられたファーム内のリソースの数
� 「Total」—この要求が処理されたとき、使用するリソースの合計数 (要求さ
れ、割り当てられたリソースの合計数)

� 「Contract Min」—コントラクトによって許容されるリソースの最小限度 (割
り当て)

� 「Contract Max」—コントラクトによって許容されるリソースの最大限度 (割
り当て)

注意 –赤で表示されている項目は、この要求に応えるために必要なリソースが
現在不足していることを示します。「Cancel」をクリックし、リソースを解放
してファームを再送信するか、ファーム設計を調整してファームを送信しま
す。

より大きいサブネットワークから小さいサブネットワークを作成できます。こ
のため、「Bill of Materials」の表示内容に反して、割り当てに成功する場合が
あります。

3. この要求に応えるためすべてのリソースを使用できる場合は、「Submit」をク
リックしてファームを送信します。
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ファームの更新要求が送信されたら、ファーム設計の検証とファーム要求のブ
ロックの解除を行い、必要に応じてコントラクトパラメータを変更します。これ
らのタスクは、「Administration」画面の「Farm Management Tools」を使用して
行います。

「No more resources available」というメッセージが表示されないようにするた
め、要求のブロックを解除する前にリソースの可用性のチェックも行う必要があり
ます。

� ファームの再起動後ファーム要求のブロックを解
除する

1. 「Administration」画面の「Farm Management Tools」領域から、「Pending
Requests」画面を開きます。

2. ファーム要求を選択します。

検証手順の詳細については、113ページの「ファームを検証する」を参照してくだ
さい。

3. 「Unblock Request」をクリックします。

要求のブロックを解除する手順の詳細については、116ページの「ファーム起動要
求のブロックの解除」を参照してください。

4. 「Farm Management Tools」領域から「Contact Parameters」画面を開き、必要
な変更を加えます。

コントラクトパラメータの変更方法の詳細については、79ページの「コントラク
トパラメータの設定」を参照してください。

5. ［Submit］をクリックします。

ファームの削除
削除できるのは、非アクティブなファームか、設計状態のファームだけです。

設計状態のファームの削除は、メイン画面か「Editor」画面で実行できます。設計状
態のファームを削除する場合、追加手順は不要です。

非アクティブな状態の停止したファームを削除するには、Control Center
の「Editor」画面で「Delete」ボタンをクリックします。また、「Administration」
画面の「Farm Management Tools」の下の「Pending Requests」オプションで、要求
のブロックを解除する必要があります。

手順
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� メイン画面からファームを削除する

1. Farm Chooserの「Not Deployed」タブのリストから、削除するファームを選択
します。

メイン画面のファーム表示領域にファームが表示されます。

2. ライフサイクルアイコンの横の「Delete」ボタンをクリックします。

� 「Editor」画面からファームを削除する

1. 「Editor」画面でファームを開きます。

2. 「File」メニューから「Delete」を選択します。

ファームのコピー
ファームのコピーは、ファームの状態を問わず実行できます。この処理では、ファー
ム設計とファームの構成が、設計状態の新しいファームにコピーされます。重複した
2番目のファームを作成する場合は、ファームのコピーを作成し、その設計を起動の
ため送信する必要があります。

� ファームをコピーする

1. 「Editor」画面でファームを開きます。

2. 「File」メニューから「Save As」を選択します。

3. 新しいファーム名を入力し、このファームの配備先となる I-Fabricを選択しま
す。

手順

手順

手順
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4. 「OK」をクリックします。

� 59ページの「DNS命名規則」
� 59ページの「Control Centerのファーム命名規則」

アクティブなファームの監視
監視機構では、ファームに関連付けられた要素が予想通りに動作するかどうかを確認
できます。この節では、モニターの設定方法について説明します。

デバイスのネットワーク接続を確認するため、ファーム内のすべての要素が監視対象
になります。さらに、サーバーには、基本的なネットワーク接続以外を監視できる特
別な監視エージェントが用意されています。監視機構では、次の処理を実行できま
す。

� ファームデバイスの可用性をリアルタイムで確認する

� CPUメモリー、ディスクメモリー、物理メモリー、論理メモリーを測定するオプ
ションサーバーモニターを構成する

� 警告やエラーを表示するタイミングをシステムに通知する、しきい値を設定する

� システムからの警告やエラーを個人ベースで通知するため、ユーザー通知リストを
作成する

注 – SNMP接続を使って監視データにアクセスする方法については、『N1
Provisioning Server 3.1, Blades Editionシステム管理ガイド』を参照してくださ
い。

参照
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ファーム要素の可用性の監視
Control Centerは、アクティブなファーム内の各要素に対して、可用性モニターを自
動的に設定します。可用性モニターは、マシンの可用性をチェックし、マシンが起動
しているかどうかを通知します。可用性モニターは、変更することも削除することも
できません。

サーバーの監視
可用性モニターは、監視エージェントの実行時にサーバーが使用可能であり、サー
バーの一次インタフェースが pingに応答することを示します。

状態の変化の通知を受けたい場合は、可用性モニターのアラームを構成できます。マ
シンが起動または停止してから Control Centerに通知されるまでの間、最大で 2分の
タイムラグがあります。

注 –サーバーグループに配備されたモニターは、グループ内の各サーバーに自動的に
適用されます。

ロードバランサの監視
可用性モニターは、一次インタフェースが pingに応答するとき、ロードバランサが
起動していることを示します。

ロードバランサには、モニターやアラームを構成できません。可用性モニターは、
ロードバランサに自動的に設定され、現在のステータスを赤や緑で示します。

「Monitor」オプションボタン
「Monitor」画面にアクセスするには、ナビゲーションバーの「Monitor」をクリック
します。

「Monitor」オプションボタンは、「Monitor」画面の左側に表示されます。これらの
ボタンを使って、監視関連のさまざまなタスクを実行できます。「User Groups」ボ
タンと「Contact Methods」ボタンは、アカウントマネージャの特権を持っている
ユーザーにだけ表示されます。次の表で、「Monitor」オプションボタンについて説
明します。
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表 4–2「Monitor」画面のボタン

「Monitor」ボタン 説明

「User Groups」 監視アラームの自動通知を受けるユーザーを
グループ化できる。このオプションは、
「Accounts」領域のオプションにリンクして
おり、別ウィンドウを開く

「Contact Methods」 監視アラームの通知を受けるグループおよび
優先連絡方法のリストを設定できる。このオ
プションは、「Accounts」領域にあるオプ
ションにリンクし、別のウィンドウで起動さ
れます。

「Commit Changes」 モニターやアラームの変更を保存し、監視対
象としてアップロードおよび配備する。この
処理では、前回変更を確認してから加えられ
た変更内容が確認される

「Commit Changes」ボタンをクリックする
と、変更は適用されるが、更新の適用には少
し時間がかかるため、監視が一時中断される
場合がある。「Commit Changes」ボタンは 1
回だけクリックする。連続してクリックする
と、連続して更新要求が送信される。さまざ
まなモニターやアラームウィンドウ、ダイア
ログボックスで作成されたエントリが順番に
記録される。ただし、これらのエントリは、
「Monitor」画面の「Commit Changes」をク
リックするまで保存されない

要素のモニターとアラームの設定
要素のモニターやアラームを設定するには、アラームを監視する条件を設定する必要
があります。要素に設定されたモニターは、適用可能な場合、サーバーグループ全体
に適用されます。次の内容を監視できます。

� CPU使用率 – CPUの使用率 (%)、または複数の CPUを持つマシンの平均
� ディスク使用率 –ディスクの使用率 (%)
� RAM使用率 – RAMの使用率 (%)
� スワップメモリー使用率 –スワップメモリーの使用率 (%)
� 帯域幅使用率 –帯域幅の使用率 (%)

さらに、各モニターを、指定の時間間隔で監視情報を記録するように構成できます。
時間間隔は 5分単位で設定します。
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� モニターを設定する

1. 「Monitor」画面でファームを開きます。

2. サーバー要素を右クリックし、「Monitor」を選択します。

「Monitor Server」画面が表示されます。

図 4–7「Monitor Server」 -デフォルトの可用性

3. 「Create New Monitor」をクリックします。

「Create Element Monitor」ダイアログボックスが表示されます。

4. 「Monitor」ドロップダウンリストから、監視対象とする項目を選択します。

しきい値のボックス内にマウスカーソルを置くと、「Condition」列の変数名が赤
で強調表示されます。

変数名は、必要な値が入力されていない点に注意を促すため赤色に変わります。
しきい値のボックスにマウスカーソルを戻し、必要な値を入力すると、元の色に戻
ります。

5. 間隔の上向き矢印ボタンと下向き矢印ボタンを押して、監視間隔を変更します。

手順
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固定の 5分単位の更新間隔でモニターのステータスの更新を追加または削除できま
す。

6. 変数の警告状態を表すパーセンテージをフィールドに入力します。 0から 100の
値を入力してください。

7. エラー条件の状態を表すパーセンテージをフィールドに入力します。手順 6で設
定した値以上の値を入力してください。

8. 「Notes」フィールドに関連情報を入力します。

9. 「OK」ボタンをクリックして、変更を保存します。

10. (任意)手順 4から 7を繰り返して、その他の要素モニターを構成します。

注 –同じサーバー上に、同じ種類の複数のモニター (例: CPUモニター)を配備する
ことはできません。

11.「Apply」ボタンをクリックして、変更を適用します。

12.「Close」ボタンをクリックします。

「Create Element Monitor」ダイアログボックスが閉じます。

注 –同一のサーバーグループ内のすべてのサーバーは、自動的に同じモニターを受
け入れます。

13.「Monitor」画面の「Commit Changes」ボタンをクリックします。

アクティブなファームに要素モニターが適用されます。

注意 –オーバーヘッドの処理を制限するため、「Commit Changes」ボタンをク
リックする前に、すべての要素モニターの構成の変更を完了してください。

14.「OK」をクリックして、要求を確認します。

� 要素アラームを設定する
アラームを設定すると、Control Centerは、モニターのしきい値を超過したときグ
ループ (複数可)に連絡することができます。新しいアラームを作成する前に、アカウ
ントユーザーグループに「Contact Methods」を定義する必要があります。第 3
章「アカウント管理」の「連絡方法の設定」を参照してください。

第 4章 •サーバーファームの構築、更新、および監視 139



1. ナビゲーションバーの「Monitor」をクリックして、適切なファームを選択しま
す。

「Monitor」画面が表示されます。

2. サーバー要素を右クリックして、「Monitor」を選択します。

「Monitor Server」画面が表示されます。

3. 「Monitor Server」画面で、「Create New Alarm」ボタンをクリックします。

「Create New Alarm」ダイアログボックスが表示されます。

4. アラームの名前を入力します。

5. 「OK」をクリックして、アラーム名を保存します。

「Create Element Alarm」ダイアログボックスが表示されます。

手順
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図 4–8「Create Element Alarm」

6. 新しく作成された要素を図 4–8のように設定します。

7. 「Contact Methods」リストから連絡方法を選択します。

アラーム条件が発生したとき、この方法が使用されます。 69ページの「連絡方法
の設定」を参照してください。
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8. 「Apply Rule When」ドロップダウンリストから適切なアラームを選択します。

規則の条件を定義する方法については、138ページの「モニターを設定する」を参
照してください。

9. 「Apply Rule When」ドロップダウンリストの右のドロップダウンリストから、
「Error」または「Warning」を選択します。

10.適切な場合は、プラス記号 (+)のボタンをクリックして、アラーム条件を追加しま
す。

11.「Apply」ボタンをクリックして、変更を保存します。

12.複数の項目を構成した場合は、「Save Changes」をクリックして、すべてのモニ
ターの変更を保存します。

13.「Commit Changes」ボタンをクリックして、アラームの作成要求を開始します。

注意 –変更内容は、メインの「Monitor」画面の「Commit Changes」ボタンをク
リックするまで有効になりません。

モニターとアラームの編集
構成済みのモニターやアラームは、「Configure Monitor」ダイアログまた
は「Configure Alarm」ダイアログで編集できます。これらのダイアログには、
「Monitor」画面からアクセスできます。モニターの場合もアラームの場合も、編集
手順は同じです。

� 既存のモニターまたはアラームを編集する

1. ナビゲーションバーの「Monitor」をクリックし、リストから適切なファームを選
択します。

「Monitor」画面が表示されます。

2. サーバー要素を右クリックして、「Monitor」を選択します。

「Monitor Server」画面が表示されます。

手順
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図 4–9「Monitor Server」

現在構成されているモニターの名前がアルファベット順に表示されます。

3. 編集するモニターまたはアラームを選択します。

モニターの表で、モニター名の左側の右矢印ボタンをクリックすると、そのモニ
ターの表示が展開されます。そのモニター用に構成された各要素が項目として表
示されます。リストを非表示にするには、下向きの矢印ボタンをクリックしま
す。

4. モニターまたはアラームの名前をダブルクリックします。

5. 「Monitor Details」領域の右側の「Edit」ボタンをクリックします。
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モニターを選択した場合は「Configure Element Monitor」ダイアログボックス、
アラームを選択した場合は「Configure Element Alarm」ダイアログボックスが表
示されます。

6. 必要に応じて変更を加えます。

138ページの「モニターを設定する」と 139ページの「要素アラームを設定する」
を参照してください。

7. 「Apply」ボタンをクリックすると、変更内容が記録されます。

「Monitor」ウィンドウに戻ります。

8. 「Close」ボタンをクリックして、メインの「Monitor」ページを閉じます。

9. 「Commit Changes」ボタンをクリックして、変更を保存します。

注意 –メインの「Monitor」画面の「Commit Changes」ボタンをクリックするま
で、変更は有効になりません。

モニターの使用
「Monitor」画面では、アクティブなファーム内の現在のデバイスのステータスを表
示できます。デフォルトでは、サーバーグループの統計モニターが表示されます。
これらのモニターには、ディスク使用率、CPU使用率、RAM使用率、スワップメモ
リー使用率が表示されます。個々のサーバーの監視情報を表示する場合は、そのサー
バーをクリックします。各モニターには、現在の状態と履歴データが表示されます。
ドロップダウンリストで指定した時間間隔の「Low」および「High」の値も表示され
ます。統計モニターには、現在の状態だけが表示されます。
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� サーバーを監視する

1. ナビゲーションバーの「Monitor」をクリックして、適切なファームを選択しま
す。

「Monitor」画面が表示されます。

2. サーバー要素を右クリックし、「Monitor」を選択します。

「Monitor Server」画面が表示されます。

図 4–10「Monitor Server」画面

3. 「View」ドロップダウンリストから適切なビューを選択します。

この例では「Monitors」が選択されています。アラームの場合も、モニターと同
じ方法で操作できます。

アラームを表示する場合は、「View」フィールドから「Alarms」を選択し、ア
ラームのリストからアラームを選択します。詳細情報を表示するには、「Show
Detail」ボタンをクリックします。

4. アラームまたはモニターの横の右矢印ボタンをクリックして、アラームまたはモニ
ターを強調表示します。
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5. 「Show Detail」ボタンをクリックすると、モニターまたはアラームの詳細情報が
表示されます。

6. 「Low」および「High」列の横のグラフ列をクリックすると、設定されているモ
ニター (CPU使用率のモニターなど)を示すグラフが表示されます。

7. その他のモニターの詳細情報を確認するには、「Name」でそのモニターの名前を
ダブルクリックします。

たとえば、「Disk Utilization」、「RAM Usage」、「SWAP Memory Usage」を
ダブルクリックします。詳細情報を非表示にするには「Hide Details」、表示する
には「Show Details」をダブルクリックします。

注 –モニターの表示画面では、モニターやアラームを作成、編集、削除することは
できません。

8. 「Close」ボタンをクリックして、「Monitor」または「Alarm」画面を閉じま
す。

応答しないサーバー
何らかの原因でサーバーが応答しなくなった場合、CPU、ディスク、メモリーのパ
フォーマンスモニターの表示が「unknown」または灰色に変わります。デバイスの
可用性モニターは、障害の発生を示す赤に変わります。

注意 –問題が解決され、デバイスが再度有効になってから、「Commit」をクリックし
てモニターを再起動してください。障害回復の詳細については、『N1 Provisioning
Server 3.1, Blades Editionシステム管理ガイド』を参照してください。
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第 5章

イメージの管理

この章では、「Administration」画面でグローバルソフトウェアイメージとアカウン
トソフトウェアイメージを管理する方法について説明します。

注 –コマンド行インタフェースか『N1 Provisioning Server 3.1, Blades Editionシステ
ム管理ガイド』に説明されている Image Wizardを使って、ソフトウェアイメージの
基本セットをすでに作成しているものとして説明を進めます。

この章の内容は、次のとおりです。

� 147ページの「イメージの概要」
� 156ページの「データとアプリケーションの移行」
� 157ページの「アカウントイメージの作成、管理、使用」
� 165ページの「スナップショットによるアカウントイメージの作成」
� 161ページの「アカウントソフトウェアプロファイルの管理」
� 158ページの「アカウントイメージの管理」
� 162ページの「アカウントソフトウェアイメージの使用」
� 170ページの「ロードバランサのスナップショット」

イメージの概要
Control Centerでは、次の 2種類のイメージを使用します。

� グローバルイメージ - N1 Provisioning Serverソフトウェアに付属。標準のオペ
レーティングシステムイメージを含む。アプリケーションイメージを含む場合も
ある。 I-Fabric内のすべてのファームに提供される

� アカウントイメージ - Control Centerのスナップショット機能を使って作成され
る。単一のアカウントのみに提供されるカスタマイズされたイメージ
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最初に、次の方法でソフトウェアイメージの基本セットを作成します。

� Image Wizardを使用する。『N1 Provisioning Server 3.1, Blades Editionシステム
管理ガイド』の説明に従って使用する

� コマンド行インタフェースを使用する。『N1 Provisioning Server 3.1, Blades
Editionシステム管理ガイド』を参照

� Control Centerのスナップショット機能を使用する。 165ページの「スナップ
ショットによるアカウントイメージの作成」を参照してください。

イメージを作成したら、「Administration」画面の「Account Tools」セクションを
使って、これらのイメージを Control Centerで管理します。

Control Centerの「Account Tools」のイメージ管理機能には、次のオプションがあり
ます。

� 「Image Management」— I-Fabricまたは特定のアカウントに関連付けられたすべ
てのイメージのマスターリストとして使用

� 「Find an Image」—特定のイメージの検索に使用

� 「Software Profiles」—グローバルイメージとアカウントイメージで使用される
オペレーティングシステムおよびアプリケーションの詳しい説明を作成するために
使用

注 –コマンド行インタフェースを使ってグローバルソフトウェアイメージを追加また
は変更する場合は、これらのイメージを Control Centerに提供するため、ツールバー
の下部の「Synchronize System」をクリックします。

「Image Management」
「Image Management」オプションは、I-Fabric内のソフトウェアイメージのリストを
提供します。このリストは、イメージを現行ベースで追跡するために役立ちます。図
5–1のように、コマンド行インタフェース、Image Wizard、スナップショットツール
で作成されたインタフェースは、「Image Management」画面に表示されます。コマ
ンド行インタフェースと Image Wizardの使用方法については、『N1 Provisioning
Server 3.1, Blades Editionシステム管理ガイド』を参照してください。 157ページ
の「アカウントイメージの作成、管理、使用」を参照してください。
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図 5–1「Image Management」画面

「Global Image」タブか「Account Image」タブをクリックして、イメージのリスト
を種類別に表示することができます。さらに、特定の I-Fabricを選択して、リストを
絞り込むことができます。イメージの表示順を並べ替えたい場合は、列見出しをク
リックします。

� アカウントイメージ名を変更するには

1. 「Account Images」タブの「Image Name」フィールドから名前を選択します。

2. 新しい名前を入力し、「Commit Name Change」をクリックします。

「Image Name」フィールドに新しいイメージ名が表示されます。サーバーの構成
ダイアログにも同じ名前が表示されます。

注 –グローバルイメージの名前は変更できません。
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� イメージに OSまたはアプリケーションのプロ
ファイルを追加する
「Image Properties」を使って、オペレーティングシステムおよびアプリケーション
ソフトウェアのプロファイルとイメージを関連付けます。 OSとアプリケーションソ
フトウェアのプロファイルは、「Software Profiles」ページで作成します。
「Software Profiles」ページにアクセスするには、ツールバーの「Software Profiles」
をクリックします。

1. スナップショットイメージが存在しない場合は、作成します。

2. ナビゲーションバーの「Admin」をクリックします。

「Administration」画面が表示されます。

3. ツールバーの「Image Management」をクリックします。

4. 「Global Images」タブか「Account Images」タブのリストからイメージ名を選択
します。

5. 「Image Properties」タブの「Installed Software」セクションで、「Add」をク
リックします。

「Select Operating System」または「Select Application」画面が表示されます。

注 –「Add」ボタンを使用できない場合は、ツールバーの「Software Profiles」ボ
タンを使って、アプリケーションイメージ、OSイメージ、またはアカウントアプ
リケーションイメージを作成する必要があります。

6. 「Operating Systems」タブのリストから適切なオペレーティングシステムを選択
し、「Add Selected」をクリックします。

7. 「Applications」タブをクリックし、リストから適切なアプリケーションを選択し
て、「Add Selected」をクリックします。

8. 「Close」をクリックして、「Image Management」画面に戻ります。

� イメージのプロパティを削除する
以下では、オペレーティングシステムまたはアプリケーションソフトウェアのプロ
ファイルとイメージの関連付けを解除する方法について説明します。

1. 「Installed Software」リストからオペレーティングシステムまたはアプリケー
ションを選択します。

2. 「Delete」をクリックします。

手順
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� アカウントイメージを削除する
どのファームにも使用されていないアカウントイメージは、「Image Management」
画面から削除できます。

1. 「Account Images」タブでイメージ名を選択します。

2. 「Farm Usage」タブで、選択したイメージが使用されていないことを確認しま
す。

3. 使用されていない場合は「Delete」をクリックします。

イメージの検索
大量のソフトウェアイメージを管理している場合、イメージ名やイメージの属性を覚
えるのが難しくなります。「Find an Image」機能では、データベースから条件に一
致するイメージを照会することができます。

� イメージを検索する

1. ナビゲーションバーの「Admin」をクリックします。

「Administration」画面が表示されます。

2. 「Find an Image」をクリックします。

図 5–2のような「Find an Image」画面が表示されます。
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図 5–2「Find an Image」画面

3. 次の検索パラメータを使って、イメージのリストにフィルタを適用します。

パラメータ 説明

「Image Name」 この名前のソフトウェアイメージ。完全一
致検索の場合は「Exact String」を選択する

「Date Range」 この期間内に作成されたソフトウェアイ
メージ

「Size Range」 このサイズ (MB単位)内で作成されたソフ
トウェアイメージ

「Storage Type」 SAN、ローカル、デュアル、またはすべて
の種類のストレージ用に作成されたソフト
ウェアイメージ

「Image Type」 グローバルなソフトウェアイメージと特定
のアカウントのソフトウェアイメージ、ま
たはそのいずれか

「Archive Type」 ディスクイメージ、フラッシュイメージ、
または JumpStartイメージ

「Account」 特定のアカウントのソフトウェアイメージ

「I-Fabric」 特定の I-Fabricのソフトウェアイメージ

「Server Hardware」 特定のハードウェアのソフトウェアイメー
ジ

152 N1 Provisioning Server 3.1, Blades Edition Control Center管理ガイド • 2004年 3月



パラメータ 説明

「Operating System」 このオペレーティングシステムのソフト
ウェアイメージ

「Attribute」 オペレーティングシステムを属性でフィル
タ

「Applications」 このアプリケーションに付属のイメージ

「Attribute」 アプリケーションを属性でフィルタ

4. 「Find Image」をクリックすると、照会内容に一致したイメージのリストが表示
されます。

ソフトウェアプロファイル
I-Fabric実装によっては、大量のイメージを作成し、管理しなければならないことが
あります。この場合、各イメージに完全な説明を付けることにより、イメージを区別
しやすくすることができます。ソフトウェアプロファイルでは、I-Fabric内で使用さ
れているすべてのオペレーティングシステムおよびアプリケーションのリストを作成
し、表示できます。そして、これらのラベルをイメージの説明に適用することができ
ます。次の 4種類のプロファイルがあります。

� グローバルオペレーティングシステム— I-Fabric内のすべてのアカウントに提供
される

� グローバルアプリケーション— I-Fabric内のすべてのアカウントに提供される

� アカウントオペレーティングシステム— I-Fabric内の特定のアカウントに提供さ
れる

� アカウントアプリケーション— I-Fabric内の特定のアカウントに提供される

� グローバルオペレーティングシステムプロファイ
ルとグローバルアプリケーションプロファイルを
作成する

1. Control Centerの「Administration」画面にログインします。

2. ツールバーの「Software Profiles」をクリックします。

図 5–3のような「Software Profiles」画面が表示されます。
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図 5–3「Software Profiles」画面

3. 「Global Operating Systems」タブの「Add」をクリックし、オペレーティング
システムの名前を入力します。

4. リスト内の各属性の値を入力します。

注 –属性は構成可能です。したがって、実際に表示されるリストは、この例とは異
なる可能性があります。

a. リストに属性を追加するには、「Add Attributes」をクリックし、属性ラベル
を入力します。

b. リストから属性を削除するには、その属性を選択し、「Delete Attribute」をク
リックします。

注 –属性の追加と削除は、同じカテゴリのすべてのイメージに適用されます。
たとえば、グローバル OSである OS1に属性Aを追加した場合、同じくグロー
バル OSである OS2にも属性Aが追加されます。

5. 属性情報の入力が完了したら、「Commit Changes」をクリックします。

6. グローバルオペレーティングシステム名と属性情報の入力を続行します。
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7. 「Global Applications」タブをクリックして、グローバルソフトウェアアプリ
ケーションの処理を繰り返します。

� アカウントオペレーティングシステムプロファイ
ルとアカウントアプリケーションプロファイルを
作成する

1. 画面の右側上部の「Current Account」ドロップダウンリストから適切なアカウン
トを選択します。

2. 「Account Operating Systems」タブの「Add」をクリックし、オペレーティング
システムの名前を入力します。

3. リスト内の各属性の値を入力します。

注 –属性は構成可能です。したがって、実際に表示されるリストは、この例とは異
なる可能性があります。

a. リストに属性を追加するには、「Add Attributes」をクリックし、属性ラベル
を入力します。

b. リストから属性を削除するには、その属性を選択し、「Delete Attribute」をク
リックします。

注 –属性は、同じタイプのすべてのイメージに対してグローバルです。

4. 属性情報の入力が完了したら、「Commit Changes」をクリックします。

5. アカウントオペレーティングシステム名と属性情報の入力を続行します。

6. 「Account Applications」タブをクリックし、アカウントソフトウェアアプリケー
ションの処理を繰り返します。
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データとアプリケーションの移行
どのようなソフトウェアがインストールされ、ブート時にディスクイメージ内で実行
されるように構成されているかによって、ファーム内のサーバーに多数のリモートア
クセスオプションが提供されます。サーバーの一般的なオプションとして、Telnet、
Secure Shell (SSH)、ファイル転送プロトコル (FTP)などがあります。これらの機構を
使って、データやソフトウェアをリモート操作でロードすることができます。テープ
や DVD-ROMからのロードも可能です。

データの移行や情報のアクセスに使用するアカウント内にアクティブなファームが複
数存在する場合、スナップショット機構を使って、ソフトウェアやデータをファーム
からファームへ効果的に移動できます。

次に、例として 3種類の移行方法を紹介します。

� CD-ROMまたは DVD-ROM

ファーム内に配備された物理サーバーを特定します。
/opt/terraspring/sbin/lr -lv farm_ID コマンドを使って、ファームに関連
付けられたリソースの詳細情報を一覧します。 CDまたは DVDをロードし、アプ
リケーションやデータを移行します。

注 –ファーム IDを確認するには、/opt/terraspring/sbin/fam —lコマンド
を実行します。

� テープトランスポート

/opt/terraspring/sbin/lr -lv farm_id コマンドを使ってファーム内に配備
された物理サーバーを特定し、リソースの詳細情報を一覧します。テープドライ
ブを物理サーバーへ接続します。テープのデータをサーバーへ抽出します。

注 –この方法は、テープから I-Fabricへデータを移行する方法の 1つです。

� ネットワークトランスポート

仮想プライベートネットワーク (VPN) FTPを使って、ユーザーデータを I-Fabric
へ移行します。 VPNの場合、FTPやWGETのようなトランスポートプログラム
を使って、ユーザーのサイトと I-Fabricをつなぐ暗号化された安全な接続を経由し
てデータを転送できます。
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アカウントイメージの作成、管理、使用
データとアプリケーションの移行後、「スナップショット」という処理により、サー
バー内の各ディスクのマスターイメージを作成できます。スナップショットを行う
と、ディスク上に、サーバーを正常に起動し実行することができる安定したイメージ
が作成されます。アクティブなファーム内のサーバーディスクのコピー、すなわちス
ナップショットは、アカウントレベルのイメージライブラリに追加されます。アカウ
ントイメージは、サーバーディスク上のソフトウェアとデータを自由に組み合わせて
作成できます。

設定により、ディスクスナップショット要求を使ってサーバーを自動的に停止するこ
ともできます。この場合、実稼動環境ですぐに使用できる安全な元のイメージのコ
ピーが生成されます。サーバーは、スナップショット要求の最終段階で自動的に再起
動します。サーバーを停止しないでスナップショットをとりたい場合は、サーバーを
手動で停止します。ローカルディスクのスナップショットをとった場合、サーバーは
システムによって停止されます。

注 –スナップショットをとったあとでファーム要求を更新する場合は、ファーム更新
要求を発行する前に、サーバーが正常に再起動したことを確認します。そうしない
と、ファームの更新に失敗します。サーバーが再起動したかどうかを確認するには、
ping ip_address コマンドを実行します。

アカウントイメージの作成には、コマンド行または Image Wizardを使用します。
『N1 Provisioning Server 3.1, Blades Editionシステム管理ガイド』を参照してくださ
い。アカウントイメージは、Control Centerのスナップショットツールでも作成でき
ます。 159ページの「スナップショットの優良事例」を参照してください。

もう一方のイメージ、グローバルイメージは、あらゆるアカウントのあらゆるファー
ムで使用できます。しかし、スナップショットツールを使って作成したソフトウェア
イメージは、ファーム内で使用されているディスクのスナップショットの結果であ
り、アカウントに固有のものです。

注 –グローバルイメージの管理の詳細については、『N1 Provisioning Server 3.1,
Blades Editionシステム管理ガイド』を参照してください。

Control Centerでは、ソフトウェアイメージに加えて、ロードバランサのスナップ
ショットも作成できます。このスナップショットは、要素のフェイルオーバーの目的
で使用されます。スナップショットイメージを使って、構成をほかのロードバランサ
にコピーすることはできません。
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スナップショットイメージの作成、イメージの変更、またはアクティブなファーム
サーバーのディスクの削除などの目的でサーバーを自動的に停止するようにソフト
ウェアを設定した場合、次の処理が行われます。

� サーバーの停止
� スナップショットイメージの作成
� サーバーの起動

この処理には、通常、750Mバイトのボリュームのローカルストレージの場合、25か
ら 35分かかります。

ソフトウェアを使って、スナップショット中にサーバーを停止するかどうかを決定で
きます。スナップショット中にサーバーを停止する設定にした場合、サーバーは監視
の対象から除外され、停止します。指定されたディスクのスナップショットが作成さ
れ、サーバーが再起動し、再度監視対象として登録されます。

一方、サーバーを停止しない設定にした場合、ソフトウェアはディスクのスナップ
ショットを作成するだけです。サーバーの停止に関連した処理は一切行いません。

ローカルディスクのスナップショットの場合、オプションはありません。サーバーは
常に自動的に停止します。

サーバーを手動で停止した場合、このサーバーが監視対象になっていると、障害が発
生したデバイスの要求が生成されます。この障害が発生した要求を回避するために
は、サーバーを停止する前に、このサーバーを監視対象から除外し、あとでサーバー
のコマンド行インタフェースを使って登録します。

サーバーを監視対象から除外するには、サーバー上で次のコマンドを実行します。

opt/terraspring/sbin/tsprmonitor -stop \

[ Minutes to reboot (default 20 minutes) ] [ -c]

サーバー上でこのツールを実行すると、指定された時間 (分単位)サーバーが停止し、
監視処理が停止します。デフォルトは 20分です。このツールを再度実行して、必要
に応じて時間を延長することもできます。監視処理を再開するには、サーバーを再起
動します。

監視処理を停止する要求が確認されるまで待機するには、-cオプションを指定しま
す。 -cオプションを指定した場合、tsprmonitorにより、サーバーが監視対象か
ら除外されていることを示す確認メッセージが返されます。このオプションを指定し
なかった場合は、10分待機してからサーバーを再起動します。

アカウントイメージの管理
「Account」画面の「Image Management」オプションは、I-Fabric内のアカウントソ
フトウェアイメージのリストを提供します。このリストは、これらのイメージを現行
ベースで追跡する場合に役立ちます。
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注 –「Account」画面の「Image Management」オプションは、第 4章「ソフトウェア
イメージの管理」で説明した「Administration」画面の「Image Management」オプ
ションと非常によく似ています。

この画面には、コマンド行インタフェース、Image Wizard、または Control Centerの
スナップショット機能を使って作成したアカウントイメージが、図 5–4のように表示
されます。コマンド行オプションと Image Wizardのメニューについては、第 5章を
参照してください。

スナップショットの優良事例
イメージ管理の簡便化のため、次のタスクを実行できます。

� ソフトウェアイメージのソフトウェアプロファイルを作成し、説明を最新の状態に
する

� イメージを準備しスナップショットを作成するためのステージングサーバーを作成
する。サーバーは必要に応じてフレックスインまたはフレックスアウトし、ス
ナップショットを作成するため停止する

� イメージ命名スキーマを使って、スナップショットのバージョンを追跡する

� マシンの役割 (Webサーバー、データベースサーバーなど)に基づいてイメージを
作成する

� 未使用のイメージはできるだけ削除して、ストレージスペースを解放する

� アカウントイメージを管理する

1. ナビゲーションバーの「Account」をクリックします。

2. 「Image Management」をクリックします。図 5–4のような「Account Image
Management」画面が表示されます。

手順
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図 5–4「Account Image Management」画面

3. 「Show unused images only」チェックボックスをクリックして、表示するイ
メージを絞り込みます。

このオプションを使用すると、現在配備されていないソフトウェアイメージだけが
表示されます。

「Image List」には、イメージに関する情報として、イメージ名、作成日、サー
バーハードウェア、サイズ (Gバイト単位)、I-Fabric、現在の状態が表示されま
す。

4. ソフトウェアイメージをクリックして、追加情報を表示します。

a. イメージに関連付けられているオペレーティングシステムとアプリケーション
の情報を確認するには、「Image Properties」タブをクリックします。

b. イメージの使用の詳細を表示するには、「Image Usage」タブをクリックしま
す。

5. 「Delete」をクリックして、アカウントからソフトウェアイメージを削除します。

6. 「Close」をクリックして終了します。
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アカウントソフトウェアプロファイルの
管理
エンドユーザーと管理者は、複数のソフトウェアイメージを管理する責任を負ってい
ます。しかし、エンドユーザーは「Administration」画面にアクセスできません。エ
ンドユーザーは、「Account」画面の「Software Profiles」オプションを使ってソフト
ウェアプロファイルを作成します。

注 –アカウントソフトウェアプロファイルの作成手順は、「Administration」画面を
使ったソフトウェアプロファイルの作成手順 (153ページの「ソフトウェアプロファイ
ル」を参照)と非常によく似ています。

� アカウントソフトウェアプロファイルを管理する

1. ナビゲーションバーの「Account」をクリックします。

2. 「Software Profile」をクリックします。

「Account Software Profiles」画面が表示されます。

3. 「Account Operating System」タブの「Add」をクリックします。

4. フィールドにオペレーティングシステム名を入力します。

5. 表示された各属性に、属性値を入力します。

6. 情報の入力が完了したら、「Commit Changes」をクリックします。

注 –属性のリストは、「Administration Software Profiles」画面で構成されます。
このリストの変更方法については、153ページの「ソフトウェアプロファイル」を
参照してください。

7. 「Account Applications」タブの「Add」をクリックします。

8. フィールドにアプリケーション名を入力します。

9. 表示された各属性に、属性値を入力します。

10.情報の入力が完了したら、「Commit Changes」をクリックします。

11.「Close」をクリックします。
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アカウントソフトウェアイメージの使用
アカウントソフトウェアイメージを使って、アクティブなファーム内のボリュームの
内容を変更したり、更新したりできます。

注意 –イメージを更新すると、グループ内のすべてのサーバー上の選択されたディス
クボリュームが上書きされます。これらのボリューム上の既存のデータはすべて失わ
れ、すべてのサーバーが再起動します。

� アカウントソフトウェアイメージを使用する

1. アクティブなファームを選択し、「Editor」画面で開きます。

2. ソフトウェアイメージの配備先サーバーを右クリックし、「Configure」をク
リックします。

3. 「Configure: Server」画面が表示されます。

手順
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4. 「IDE Storage」タブの「Select」をクリックします。

「Select Disk Image」画面が表示されます。
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5. 次のフィールドを使って、イメージリストに表示されるイメージを絞り込みます。

� 「Image Name」–この名前のソフトウェアイメージを表示する
� 「Date Range」–この期間に作成されたソフトウェアイメージを表示する
� 「Image Type」–グローバルなソフトウェアイメージ、特定のアカウントのソ
フトウェアイメージ、またはその両方を表示する

� 「Operating System」–ドロップダウンリストからオペレーティングシステム
を選択する

� 「Applications」–特定のアプリケーションを表示する
� 「Archive Type」–アーカイブの種類として、「Any」、「Disk」、「Flash」
「JumpStart」のいずれかを選択する

6. 「Update Image List」をクリックして、照会内容に一致したイメージのリストを
表示します。

7. 適切なソフトウェアイメージを選択します。

8. 「OK」をクリックします。

ディスク上のイメージを変更すると、要求を正常に完了するため、サーバーを停止
または再起動するという警告メッセージが表示されます。

9. ディスクイメージを適用する場合は「OK」、処理を終了する場合は「Cancel」を
クリックします。
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10.「OK」をクリックして、サーバーの構成画面を終了します。

スナップショットによるアカウントイ
メージの作成
イメージアーカイブには、次の 3種類があります。

� ディスクイメージ。ディスクの内容のバイトレベルのアーカイブ

� フラッシュイメージ。Solaris Flashアーカイブ機構で作成されたディスクの内容の
ファイルシステムレベルのアーカイブ

� JumpStartイメージ。その他の 2つのアーカイブ (ディスクイメージとフ
ラッシュイメージ)とは異なり、「Snapshot」オプションでは使用できない

スナップショット処理を開始する前に、適切な仕様のイメージを構築します。

� スナップショットを使ってアカウントイメージを
作成する

1. 「Editor」画面でアクティブなファームを開き、サーバーを右クリックし
て「Snapshot Image」を選択します。

2. 「Configure: Disks」ダイアログが表示されます。

手順
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3. 「Show」で、イメージの作成に使用するサーバーをリストから選択します。

4. スナップショットを作成するディスクを選択します。

5. 「Snapshot Disk」をクリックします。

「Snapshot: Image」ダイアログボックスが表示されます。
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a. 「Nam」に一意のイメージ名を入力します。イメージ名には、バックス
ラッシュ、アポストロフィ、二重引用符、大なり記号、小なり記号は含めない
ものとします。

b. 「Archive Type」で、スナップショットを作成するイメージの種類を示すアー
カイブラジオボタンを選択します。

c. 「Availability」で、配備時にすべてのアーキテクチャを許容することを示
す「For Use With Any Server Hardware」を選択します。これは、サーバーに
依存しない rawディスクデータで使用できます。

d. 「Server」で、サーバーを自動的に再起動するかどうかを示す「Shutdown
During Snapshot」を選択します。

注 –このオプションをクリックする場合、ソフトウェアはスナップショット時
にサーバーを停止します。サーバーは監視対象から除外されたあと、停止しま
す。指定されたディスクのスナップショットが作成されると、サーバーは再起
動し、監視対象として再登録されます。

サーバーを停止しない設定の場合、ソフトウェアはディスクのスナップ
ショットを作成するだけです。

6. スナップショットの内容を説明するイメージソフトウェアプロファイルを構成しま
す。
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注 –この処理では、イメージの内容の目録が作成されます。スナップショットイ
メージの実際のデータコンテンツには影響はありません。

7. 「Operating System」で、イメージに含まれる OSをもっともよく説明するオペ
レーティングシステム名をリストから選択します。「Add」をクリックすると、こ
のオペレーティングシステム名が「Installed」セクションに表示されます。

リスト内に適切なオペレーティングシステム名がない場合は、「Add to List」ボ
タンをクリックして、図 5–5のような「Add: Operating System」ダイアログ
ボックスを表示します。

図 5–5「Add: Operating System」画面

8. 属性をクリックして選択し、この属性に適した値を入力します。

値をすべて入力したら、「OK」をクリックして変更内容を保存し、ウィンドウを
閉じます。属性はカスタマイズできます。したがって、実際のリストは図 5–5と
異なる可能性があります。

9. 「Application List」で、リストからアプリケーション名を選択します。「Add」
をクリックすると、「Installed」セクションに選択したアプリケーション名が表示
されます。

イメージに含まれる実際のソフトウェアを表すように、必要なだけアプリケー
ションを追加します。リストに適切なアプリケーション名がない場合は、「Add
to List」ボタンをクリックして、図 5–6のような「Add: Application」ダイアログ
を表示します。
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図 5–6「Add: Application」画面

10.属性をクリックして選択し、この属性に適した値を入力します。

値をすべて入力したら、「OK」をクリックして変更内容を保存し、ウィンドウを
閉じます。属性はカスタマイズできます。したがって、実際のリストは図 5–6と
異なる可能性があります。

11.「OK」をクリックして情報を確認し、要求を送信します。または、「Cancel」を
クリックして処理を中止します。

ソフトウェアがサーバーを停止する場合、スナップショットの処理時にサーバーが
停止することを示すメッセージが表示されます。ここで、処理を続行するかどうか
を確認します。

12.続行する場合は、「OK」をクリックしてイメージを作成します。

作成されたソフトウェアイメージは、このアカウント内のファーム内の任意のサー
バーに配備できるアカウントイメージのライブラリの一部として使用できます。

注 –スナップショットの作成処理が完了するまで、作成したスナップショットは、
サーバーグループ内のイメージのリストに表示されません。 42ページの「ファー
ムの詳細情報の表示」の説明に従って要求のステータスをチェックできます。

作成したソフトウェアイメージは、このアカウント内のファーム内の任意のサー
バーに配備できます。
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ロードバランサのスナップショット
Control Centerでは、アクティブなファームのロードバランサの構成のスナップ
ショットも作成できます。スナップショットを作成するには、ユーザーのアクセス権
が必要です。ディスクイメージのコピーに使用されるサーバーのスナップショットと
は異なり、ロードバランサのスナップショット機構では、これらの要素の元の構成へ
の自動フェイルオーバーが行われます。したがって、ロードバランサのイメージをコ
ピーすることはできません。

デバイスのコマンド行からのロードバランサの構成への変更は、Control Centerの構
成ウィンドウには反映されません。しかし、スナップショット機構は、構成全体、す
なわち Control Centerでの構成内容とデバイスのコマンド行から直接構成した内容す
べてをキャプチャします。

その後要素に障害が発生した場合、Control Centerはこの要素を自動的に交換し、
Control Centerによる変更とデバイスのコマンド行を使った直接的な変更を含むス
ナップショットイメージを使用して、すべての構成を復元します。したがって、要素
のコマンド行から変更を加えた場合は必ず要素のスナップショットを作成する必要が
あります。

� ロードバランサのスナップショットを作成する

1. 「Editor」画面でアクティブなファームを開き、ロードバランサ要素を右クリック
します。

2. 「Snapshot」を選択します。

「Snapshot Configuration」画面が表示されます。

3. 「Snapshot Now」をクリックすると、サーバーに、現在のロードバランサのス
ナップショットを作成する要求が発行されます。

注意 –イメージのスナップショットを作成したあと、要素コマンド行で変更を加え
た場合、この変更は Control Centerの構成ダイアログには反映されません。この
ため、要素のスナップショットを再度作成する必要があります。

手順
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第 6章

問題の対処法

ファーム管理要求は、Control Centerまたはコマンド行インタフェースを使って発行
します。ファーム管理要求には、ファームの起動要求、更新要求、停止要求などがあ
ります。これらの要求が処理されると、ファームの状態は推移します。しかし、あ
る時点でファーム要求に失敗した場合、そのファームはエラー状態に置かれます。こ
の章では、これらのエラーの診断方法と、エラー状態のファームの修正方法について
説明します。

注 – I-Fabricの障害追跡の詳細については、『N1 Provisioning Server 3.1, Blades
Editionシステム管理ガイド』を参照してください。

この章の内容は、次のとおりです。

� 171ページの「概要」
� 172ページの「外部および内部のファーム状態」
� 176ページの「「Farm Requests」画面」
� 177ページの「ファームの起動の問題」

概要
複雑なシステムの場合と同様に、ファームの状態が推移するときには、エラーが発生
する可能性があります。こうしたエラーは、ただちに修復できなければなりません。
エラー状態の解決には、次の一般的な方法を使用します。

1. ファーム要求が失敗したことを確認します。

2. エラー状態を確認して、問題を診断します。
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3. 問題を修正します。たとえば、障害が発生したサーバーを置き換えたり、ファーム
リソースを解放したり、ネットワークの問題を解決したりします。 次に、farm -
afコマンドを実行してファームを起動します。

4. 代わりに、問題を回避することもできます。たとえば、要求を削除してファームを
元の状態に戻す方法や、ファームを削除して処理をやり直す方法があります。

論理サーバーファーム内の各デバイスは、継続して可用性を監視されます。デバイス
に障害が発生すると、監視機能により警告が発行されます。 N1 Provisioning Server
ソフトウェアは、同じ構成の別の物理デバイスを自動的に起動し、障害が発生したデ
バイスを置き換えます。このような場合、フェイルオーバーは予想された動作であ
り、エラーメッセージは生成されません。

注 –ほとんどのエラー状態は、管理者が診断および解決できます。しかし、稀に、
Sunサービスプロバイダが解決しなければならないエラー状態もあります。

高度な障害の種類には、リソース層のデバイス障害、つまりデバイスとネットワーク
の障害、構成エラー、またはリソース不足、ソフトウェア構成エラー、ソフトウェア
エラー、制御プレーンのエラーなどが含まれます。ファームの起動時には、次のよう
な障害が発生する可能性があります。

� リソース不足のため処理を完了できない
� プロビジョニング可能なサーバー (PES)の構成の問題
� ネットワークの問題
� ワイヤリングの問題

その他の障害も存在します。さまざまなデバイスとシステムが使用されるため、多く
の障害ポイントを調査する必要があります。しかし、次の場合、問題が発生している
ことがわかります。

� Control Centerの「Administration」画面で、「Farm Request」ダイアログ
の「Message」セクションに障害ステータスが表示されている

� Control Centerのメイン画面と「Editor」画面の「Farm Details」セクションに障
害が発生した要求が表示されている

� farm -l farm_ID コマンドを実行したとき、ファームの ERROR が 1000 以外の非
ゼロ値で、ファームが適切な状態にない

外部および内部のファーム状態
ファームライフサイクル管理は、Control Centerソフトウェアが提供する主要機能の
1つです。ファームがライフサイクル内で異なったステージに移行すると、このス
テージ情報が制御プレーン内のファーム状態として表示されます。エラー状態を判断
するには、外部および内部のファーム状態に関する知識が必要です。
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次の 2種類の状態情報があります。

� 外部状態— Control Centerに表示される
� 内部状態—コマンド行インタフェースでアクセスする

外部状態
外部状態は、文字列で表されます。次に、有効なファームの外部状態を一覧します。

� NEW–ファームが作成された
� ACTIVE–ファームは起動し、顧客を待機している
� INACTIVE–ファームは非アクティブ
� STANDBY–ファームは待機モード

図 6–1は、外部ファーム状態と状態の推移を表しています。

図 6–1外部ファーム状態の推移
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注 –これらの外部状態は、Control Centerに表示されるファームのライフサイクル状
態とは完全には一致しません。たとえば、外部状態には、設計状態に対応する状態は
ありません。また、Control Centerには、「New」状態に対応する状態はありませ
ん。

内部状態
内部状態は、SPによって管理され、表示するには SPコマンド行インタフェースを使
用する必要があります。これらの内部状態は、障害追跡だけでなく、自動化された起
動、更新、廃棄などのさまざまなステージを通してファームの状態の推移を監視する
のに役立ちます。内部状態は整数で表されます。有効な内部状態の値は、次の表の
とおりです。

表 6–1有効な内部状態値

内部状態 内部状態値 外部状態 意味

CREATED 0 New ファームは作成された
ばかりで、まだ起動用
に送信されていない

NEW_CONFIG 10 New ファームのリソースが
変更された点は
CREATEDと同じだ
が、SPはファームを
引き継いでいない

ALLOCATED 20 New リソースがデータベー
ス内のファームに割り
当てられた

WIRED 30 New ファームトポロジに
従って物理デバイスが
接続された
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表 6–1有効な内部状態値 (続き)
内部状態 内部状態値 外部状態 意味

DISPATCHED 40 New SPサーバーがファー
ムを所有している。
ファームに Domain
Name System
(DNS)、Dynamic
Host Configuration
Protocol (DHCP)、お
よび Network
Interface Card (NIC)
が設定された。さら
に、ファームが監視対
象として登録された
か、登録処理中。こ
の処理は、最初の起動
処理時とファームの更
新処理時に発生する

ACTIVE 50 Active ファームがアクティブ
で、実行中

IDLE 60 Active Sun Microsystems用
に予約済み

STANDBY 70 Standby ファームは待機状態。
IPアドレスはファー
ムに関連付けられたま
ま

SHUTDOWN 90 Active (待機または非
アクティブ保留中)

ファームデバイスが停
止している

UNWIRED 100 Active (待機または非
アクティブ保留中)

物理デバイスがファー
ムから切り離された

DEACTIVATED 110 Inactive ファームは非アク
ティブで、すべてのリ
ソースが解放された

UPDATED 120 Active ファームが更新された

ファームに関する情報を一覧するには、farm -l コマンドを使用します。 このまま
で使用する場合、farm –l はすべてのファームに関する情報を一覧します。 ファー
ム ID (ファームの作成時に割り当てられた一意の文字列)を指定して使用する場合、
farm –l farm_ID は特定のファームに関する情報を一覧します。 次のように出力さ
れます。

FARM_ID FARM_NAME CUSTOMER STATE ISTATE ERROR OWNER 123 testx Customerx ACTIVE AC

この例からわかるように、ファームの外部状態と内部状態の両方が一覧されます。ま
た、内部状態は、数値からテキスト文字列に変換されています。
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「Farm Requests」画面
要求は、N1 Provisioning Serverでよく使用するメインの通信機構です。通常、要求
は Control Centerから開始されます。後続の要求は制御プレーン内で生成され、
Control Centerの要求の完了を支援します。代わりに、コマンド行インタフェースを
使って、IDに直接要求を送信することもできます。

通常、Control Centerは、要求を制御プレーンに送信することにより、ファーム処理
を開始します。このファーム要求は、まず Segment Managerに渡されます。続い
て、Segment Managerは、Farm Managerに要求を送信して処理を委託します。

Control Center要求から制御プレーンへの 1対 1の関係はありません。 Control
Centerからの 1つのファーム要求は、実際は、さまざまな要求サーバーに宛てられた
複数の要求によって完了します。 1つの Control Center要求を完了するために必要な
実際の要求数は、実装によって異なります。

Control Centerまたは CLI (クライアント)によって待ち行列に入れられる場合、要求
は制御プレーン (サーバー)によって処理されるか、取り消されます。

要求のライフサイクルは、QUEUED_BLOCKEDまたは QUEUED状態から開始し、
CANCELLED、TIMEOUT、DONE、INTERNAL_ERROR、DELETEDのいずれかの状態で
終了します。

表 6–2に、要求のライフサイクルのステータスを一覧します。

表 6–2要求ライフサイクルのステータス

要求の状態 状態の説明

QUEUEDまたは QUEUED_BLOCKED すべての要求の初期状態

INPROGRESS 要求はサーバー側の RequestHandlerによって
処理されている

DONE サーバー側で要求の処理が完了した

INTERNAL_ERROR サーバー側で処理中にエラーが発生した

CANCELLED 要求が取り消された (通常、要求を取り消すの
は要求元)

DELETED 要求が削除された

TIMEDOUT 要求が指定の時間内に完了しなかった

FAILED 要求の処理中にエラーが発生した
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ファームの起動の問題

注 –ファーム処理の失敗シナリオの詳細については、『N1 Provisioning Server 3.1,
Blades Editionシステム管理ガイド』を参照してください。

ファーム処理の成功または失敗の判断
� ファーム処理に成功した場合、次の結果が得られます。

� Control Centerの「Administration」画面の「Farm Request」ダイアログ
の「Message」セクションに、完了ステータスが表示される

� farm –l farm_ID コマンドが ERROR (0) を出力し、この処理の適切な状態を表
すファーム状態になる

� ファーム処理に失敗した場合、次の結果が得られます。

� Control Centerの「Administration」画面の「Farm Request」ダイアログ
の「Message」セクションに障害ステータスが表示される

� ファームの ERRORはゼロ以外の数字 (1000以外)で、適切なファーム状態にな
らない。 ERROR (1000)はエラーではなく、ファーム処理が進行中であること
を示す

障害の診断
� farm -Lt farm_ID コマンドを実行して、ログファイルから指定のファームに関す
るメッセージを抽出する

� ファームが SP に割り当てられている場合 (farm –l farm_ID コマンドで確認)、そ
の SP上の /var/adm/messagesファイルと /var/adm/tspr.debugファイル
にエラーメッセージがないか確認する

� Master Segment Managerを実行している SP上の /var/adm/messagesファイル
と /var/adm/tspr.debugファイルに重要なエラーメッセージがないか確認する

次に、ログファイル内のメッセージの表示例を示します。

Oct 30 00:16:47 sp4 java[506]: [ID 289794 user.info]

TSPR [sev=okay] [apps=770034] TCPEventHandler:dispatch...
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注 –『N1 Provisioning Server 3.1, Blades Editionシステム管理ガイド』を参照してく
ださい。

問題の位置を示すには、次のツールを使用します。

� 「Administration」画面の「Control Center Farm Requests」ダイアログから
ファーム起動処理を監視する。起動処理中、デバイスのファームへの追加が正常
に行われると、メッセージが表示される。障害が発生したデバイスを特定できる
か確認する

� 端末サーバー (端末サーバーが使用できない場合はデバイスのシリアルポート)を
コンソールとして、特定のデバイスに接続し、診断情報を取得する。ファームデ
バイスが起動するまで、デバイスにはコンソールからのみ接続できる

障害の解決
� 要求の再実行

エラーの原因を特定し、必要な処理 (障害が発生したサーバーの置き換え、ファー
ムリソースの解放、ネットワークの問題の解決など)が完了したら、ファーム処理
を再実行します。エラーをクリアするには、-fオプションを指定します。たとえ
ば、ファームの起動に失敗した場合、farm –af farmid コマンドを実行します。

� リソース不足

エラーの原因がリソース不足にあり、この問題を修正するためにリソースを解
放できない場合は、次のようにします。

1. farm -pf farm_ID コマンドを実行してエラー状態をクリアします。 この
コマンドは内部状態をクリアします。ただし、この変更は Control Center
には反映されません。

2. Control Centerの「Editor」画面でファームを開き、画面左側の「Farm
Details」から、最新の正しいファーム構成を選択します。

3. このバージョンのファームに必要な変更を加え、「Commit」をクリックし
ます。

� 要求の放棄とやり直し

ファームを放棄し、停止する場合は、farm –df farm_ID コマンドを実行します。
このコマンドは、ファームのリソースをクリアし、ファームを非アクティブな状態
にします。 その後、farm –D farmid コマンドを使ってファームを削除します。 次
に、「File」メニューの「Save As」オプションを選択して、ファームを別の名前
で保存します。この別名で保存したファームを起動します。
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注 – Control Centerは、自動的に制御プレーンに同期します。したがって、
Control Centerには最新のファームステータスが反映されます。
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